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一般評価事業の実施状況及び評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「業績目標」は、平成３２年度までに達成すべき目標を記載している。 

○ 「事業実績及び予算額」は、平成２９年度の内容を記載するとともに、 

継続事業については、進捗状況を明らかにするため平成２８年度の「事業 

実績」を〈  〉で記載している。 

○ 〔判定区分〕 

     平成３２年度までの事業目標を踏まえ、平成２９年度事業の「達成度」を事業 

実施担当課が自己評価したもの。 

【達成度】 

Ａ：９０％以上（十分達成している） 

Ｂ：７０％以上（ある程度達成している） 

Ｃ：５０％以上（達成が不十分である） 

Ｄ：５０％未満（達成できていない） 

  

資料２ 





基本目標 頁

1 学校教育における男女平等教育の推進 1

2 教育に携わる者への研修の充実 2

3 男女共同参画推進センターにおける取組の推進 3

4 拠点施設としての支援の充実 3

5 区役所、人権啓発センターにおける取組の推進 4

6 公民館における取組の推進 8

7 男女共同参画に関する調査・研究 8

8 男女共同参画に関する広報と情報提供 8

9 市民団体、ＮＰＯ、自治協議会等との連携・共働 11

10 大学との連携 -

11 報道機関との連携 16

12 男女平等に関する国際理解の推進 16

13 在住外国人女性への支援 17

14 配偶者等からの暴力防止に向けた意識啓発 18

15 相談体制の充実 19

16 保護体制の充実 21

17 被害者の自立のための支援 21

18 関係団体との連携 23

19 セクシュアル・ハラスメント等の防止に向けた広報・啓発 23

20 市職員のセクシュアル・ハラスメントの防止 24

21 教育現場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止 24

22 相談の充実 25

23 性犯罪被害の防止及び犯罪被害者への支援 25

24 青少年に対する支援、意識啓発 26

25 母性の社会的重要性に関する認識の浸透 27

26 妊娠・出産に関する健康管理の支援 27

27 ライフステージに応じた心身の健康管理の支援 29

28 ひとり親家庭等への支援の充実 30

29 高齢者、障がい者等が安心して暮らすための支援 32

30 経済的な困難を抱えた人の自立支援 34

： 【重点的に取り組む施策】

　※　頁は　『一般評価事業の実施状況及び評価』の掲載ページ
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貧困、高齢、障がい等により困難を抱えた女性等が安心
して暮らせる環境の整備

男女平等教育の推進

国際理解・交流の推進
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1 配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護

福　岡　市　男　女　共　同　参　画　基　本　計　画　（　第　３　次　）　　　体　系　表

1

男女共同参画推進センターを中心とした啓発・学習の
全市的展開

2

市民等との連携・共働の推進3

施策の方向 具体的施策



基本目標 頁

31 企業等への啓発及び取組支援 34

32 育児・介護休業制度等に関する広報と情報提供 36

33 仕事と生活の調和のとれた生き方の普及 36

34 市役所における意識啓発 37

35 男性への意識啓発と、家庭生活や地域活動への参画促進 37

36 生活的自立のための様々な学習機会の提供 41

37 男性相談の充実 41

38 多様なニーズに対応した保育サービス等の充実 42

39 子育て支援の充実 43

40 介護支援の充実 48

41 企業等への啓発 49

42 企業の女性活躍推進の取組支援 50

43 働く女性の能力向上、キャリアアップ支援 50

44 働く女性への労働に関する広報と情報提供 51

45 相談の充実 52

46 就業意識の啓発と職業能力の向上 52

47 女性の起業支援 53

48 再就職の支援 53

49 審議会等への女性の参画促進 54

50 市役所における男女共同参画の推進 54

51 企業における女性の参画促進 55

52 農林水産業の分野における女性の参画促進 56

53 地域における女性の参画促進 56

54
地域の主体性を尊重した男女共同参画の推進と男女共同参画協議会等
の活動支援 57

55 自治協議会等を中心とした男女共同参画意識の浸透 62

56 自治協議会等への女性役員の参画促進 63

57 地域の女性リーダー育成と活躍支援 63

3 男女共同参画の視点に立った地域防災の推進 58 市民への意識啓発 64

3 女性の就業・起業支援
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働く女性への支援2

1

男性の家庭・地域への参画促進

2 あらゆる分野の意思決定過程への女性の参画促進

1

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

市の政策・方針決定過程への女性の参画促進
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子育て・介護支援の充実
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1 地域における男女共同参画意識の浸透と活動支援
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2 地域活動の方針決定過程への女性の参画促進

施策の方向 具体的施策

企業における女性活躍推進の支援

2



       Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　26 38 5 0

施策の方向 １　男女平等教育の推進

４ 達成度

1 1 具体的施策 1

1 1 具体的施策 1

＜532千円＞
基本目標 施策の方向

基  本  目  標  １
男女平等意識が浸透した社会を目指します

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

28年度
2,458千円 ＜2,024千円 ＞

基本目標 施策の方向

28年度
513千円

小・中学生向け
男女平等教育
副 読 本 の 作
成・活用

中学生のため
のキャリアデザ
イン啓発事業

具体的施策 1　学校教育における男女平等教育の推進

　【事業目的】
小中学生向けの副
読本を配付し活用
を促すことにより，
年少期からの男女
平等教育を推進す
る。また，教職員を
対象に研修を実施
し，男女平等教育
に対する認識を高
める。

男女平等教育の副読本を作成し，市内の小・中学
生に配付，教師用に「指導の手引」を作成し配付。

小学校：「はらっぱ」，同「指導の手引き」
・小学校3，4年生対象(3年時に配付)
・部数  16，000部〈16，000部〉
・活用率　 88.2 %〈93.0%〉

中学校：「わたしらしく生きる」，
同「指導の手引き」

※30年度から使用を開始する「改訂版中学生
向け副読本」については，全学年分を配布
した。

・部数      41,000部〈14,000部〉
・活用率     58.0 %〈56.5%〉

Ｂ 市）男女共同
参画課

教）学校指導
課

　【事業目標】
小中学生向け男女
平等教育副読本の
活用率の向上
　　小学校  100％
　　中学校  100％

予算額
29年度

　【事業目的】
子どもの頃から性
別にとらわれない
自己形成ができる
よう男女平等教育
を推進する。

中学校へ講師を派遣し，男女共同参画の必要性
や将来のキャリア形成への意識を高める出前セミ
ナーを実施。

＜実施校＞　　市立中学校24校 <26校>
＜セミナーの内容＞

・男女共同参画の必要性について
・性別にとらわれず将来のキャリアデザイン

      を描くことの大切さについて
・ロールモデルの紹介
・専門分野・研究分野の説明・体験等

Ａ 市）男女共同
参画課

　【事業目標】
平成28年度から30
年度の３年間で全
69校でセミナーを
実施する。

予算額
29年度

基本目標別評価集計

４ 達成度

1 1 具体的施策 1

1 1 具体的施策 1

1 1 具体的施策 1

28年度
298千円 ＜317千円＞

基本目標 施策の方向

職場体験学習

家庭科教育の
充実

　【事業目的】
中学校段階におい
て性別にかかわら
ず，教育活動全体
を通して，キャリア
教育を推進する。

参加学校及び生徒数
   68校11,707名　<69校11,740名>
受け入れ事業所
   3,122事業所　<3,265事業所>

　【事業目標】
・中学校における
職 場 体 験 学 習
100 ％ 実 施 の 継
続。
・生徒のニーズに
合う受け入れ事業
所の充実。 予算額

29年度

教）研修・研修
課

　【事業目標】
題材目標をを明確
化した学習の実施
１００％

予算額
29年度 28年度

-

教）学校指導
課

Ａ 教）研修・研究
課

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
男女平等の理念に
立って教育課程を
編成し，教科等の
特質や児童生徒の
発達段階に応じた
男女平等教育を行
う。 予算額

29年度 28年度

-
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
男女が共に家族の
一員として役割を
果たし，家庭を築
いていくことの重要
性を認識し，生活
に必要な知識・技
能を習得させるた
め，家庭科教育の
充実を図る。

【小学校５・６年生】
○男女ともに，家族の一員として役割を果たすた
めに，家庭生活を支える仕事の理解と仕事を分担
し工夫することを学ばせた。
○生活に必要な基礎的な知識と技能を身に付け
させた。
【中学生】
○家族を構成する男女が，家庭や家族の基本的
な機能を知り，家族関係をよりよくする方法を工夫
することを学ばせた。
○生活の自立に必要な基礎的な知識と技能を習
得させた。

Ｂ

男女平等の理
念に立った教
育課程の編成

　【事業目的】
男女平等の理念に
立って教育課程を
編成し，教科等の
特質や児童生徒の
発達段階に応じた
男女平等教育を行
う。

各学校において，各教科，道徳，総合的な学習の
時間及び特別活動等の特質や児童生徒の発達
段階に応じて作成する教育指導計画に男女平等
教育の視点を適切に位置付けている。

Ｂ

- －

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標１　 1



４ 達成度

1 1 具体的施策 1

1 1 具体的施策 1

育児の体験学
習等

学校生活全体
にわたっての
見直し

１　事業名 ２　事業目的・目標

29年度

基本目標 施策の方向

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目的】
学級運営やクラス
の係活動における
役 割 分 担 の 見 直
し，とりわけ中学校
における男女混合
名簿の採用促進な
ど，学校生活全般
に男女平等の視点
を取り入れる。

学校生活全体にわたって以下の点について見直
しを行った。
○各教科や道徳の時間をはじめ，あらゆる教育活
動を通して男女の相互理解や相互尊重といった
望ましい人間関係の育成
○学級での係分担や委員会活動，児童会・生徒
会の役割分担見直し
○男女平等教育副読本および指導の手引を活用
した研修の実施
○教職員の固定的性別役割分担意識の解消のた
めの研修の実施
○中学校の未採用校への聞き取りと，採用への
指導を実施。
・男女混合名簿の採用率

小学校：100% 〈99.3%〉
中学校：69.6% 〈58.0%〉

・男女平等教育副読本活用率
小学校：88.2％<93.0%>

　　中学校：58.0％<56.5%>

Ｃ 教）学校指導
課

　【事業目標】
男女混合名簿の採
用率
　小学校１００％
　中学校１００％

予算額
28年度

- -
基本目標 施策の方向

　【事業目標】
全中学校69校にて
体験活動が実施さ
れる。

予算額
29年度 28年度

- -

　【事業目的】
幼児に関わる体験
を通して，幼児に
ふさわしい生活を
整えるための家族
の役割の理解を深
める。

【中学生】　技術・家庭科（家庭分野）
○幼児と触れ合う活動を実施した。
全生徒対象。幼児と触れ合う直接的な体験を通し
て，幼児への関心を深め，幼児とのかかわり方を
工夫する学習を行った。
直接の体験ができない学校では，幼児への接し方
を考えるロールプレイングやビデオで幼児の行動
を観察したりする授業を行っている。
○幼児の心身の発達の特徴と，幼児にふさわしい
生活を整える家族の役割について学ばせた。

Ｂ 教）研修・研究
課

４ 達成度

1 1 具体的施策 2

1 1 具体的施策 2

1 1 具体的施策 2
－

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
保育所職員への

研修による，男女
平等教育の推進。

研修実施
　対象：地域型保育事業所・幼稚園型認定こども

園，公立保育所の保育士
　内容：「家庭・地域・職場で考えるジェンダーの

様々な気づき」
　講師：市民局男女共同参画部男女共同参画課

課長　　藤武　裕子　氏
　参加者：65人＜53人＞

Ｂ こ）指導監査
課

　【事業目標】
男女平等意識が

浸透した社会を目
指す。

予算額 29年度 28年度
－

保育所職員へ
の研修

　【事業目標】
教職員の男女平等
教育研修会の参加
率100％

予算額 29年度 28年度
100千円 <100千円>

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
教職員を対象に研
修を実施し，男女
平等教育に対する
認識を高める。

〈講演〉「小中学校におけるキャリア教育の必要性
について」
  講師：筑波大学名誉教授　渡辺　三枝子　氏

〈報告〉「改訂版中学生向け副読本について」
　報告者：市民局男女共同参画課

参加者 ： 225人（96.1%）　〈223人〉

Ａ 教）学校指導
課
市）男女共同
参画課

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標
- －

１　事業名

男女平等教育
研修会の実施

教頭２年次研
修

具体的施策 2　教育に携わる者への研修の充実

施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画社

会の実現と教頭の
役割を自覚し，教
頭としての資質能
力の向上を図る。

　目標を達成するために，各教育機関から情報を
集め，男女平等教育の推進に資する講師を人選
し，講義を行っている。
　実施後には，受講生にアンケートを実施し，受講
生のニーズを調査し，次回の研修内容編成に生
かしている。
平成29年度講座

テーマ「男女共同参画社会の実現と教頭の
役割～男女平等教育の充実に向けて～」

　講師　男女共同参画課　　課長　藤武　裕子
　参加者数　２年次教頭　43人＜33人＞
　研修評価　受講者満足度　98.4％＜100％＞

Ａ 教）研修・研究
課

　【事業目標】
学校運営を充実

させるために，今
日的な教育課題へ
の対応及び学校と
地域のつながりに
ついて幅広い知見
を得るとともに，市
行政人としての自
覚向上を図る。 予算額 29年度 28年度

基本目標１　

2



４ 達成度

1 1 具体的施策 2

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

施策の方向 ２　男女共同参画推進センターを中心とした啓発・学習の全市的展開

４ 達成度

1 2 具体的施策 3

1 2 具体的施策 4

1 3 具体的施策 9

1 2 具体的施策 3

1 3 具体的施策 9

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 13

2 4 具体的施策 29

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

基本目標

　【事業目的】
公民館職員への研
修による男女共同
参画の推進。

施策の方向

基本目標 施策の方向

Ｂ

1,286千円 ＜1,864千円＞

市）事業推進
課

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。 予算額

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目標】
地域における男女
共同参画の浸透を
図る。

予算額 29年度 28年度

公民館長・公
民館主事の研
修

男女共同参画
講座
（男女共同参
画基礎講座）

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

公民館職員に対する男女共同参画に係る研修を
実施。

新任公民館職員研修実績
　１回 31人　〈１回 44人〉

公民館運営研修実績
東区，博多区，中央区，南区　各1回　計158人
〈東区，博多区　各１回　計94人〉

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社 会 の 実 現 を 促
進。

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

29年度

具体的施策 3　男女共同参画推進センターにおける取組の推進

＜ 59千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

28年度

55,994千円の一部 〈56,050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域等における男
女 共 同 参 画 を 推
進。

男女共同参画基礎講座
・寸劇出演：福岡市男女共同参画推進サポーター
・講演会講師：大竹　文雄氏（大阪大学経済研究
所教授）
・定員：200人
・参加者：284人＜251人＞

A 市）事業推進
課

29年度 28年度
129千円

１　事業名

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

Ｂ 市）公民館支
援課

　【事業目標】
新任公民館職員研
修及び７区の公民
館運営研修等にお
いて，男女共同参
画に係る研修を実
施。 予算額

４ 達成度

1 2 具体的施策 3

1 2 具体的施策 4

1 3 具体的施策 9

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 49

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

情報提供事業

　【事業目標】
依頼に対し適切な
人材を紹介する。

予算額

施策の方向

基本目標

市）事業推進
課

　【事業目的】
地域等における男
女 共 同 参 画 を 推
進。

・地域等で男女共同参画を推進し，女性の参画を
促進するため，アミカスの人材情報を提供。
　4件　5人紹介　〈2件　5人紹介〉

Ａ

施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

予算額 29年度 28年度

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

市）事業推進
課

アミカス地域支
援事業

55,994千円の一部 〈56,050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
12件　480名受講　〈10件　397名受講〉

・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん

偶数月発行

Ｃ

29年度 28年度
55,994千円の一部 〈56,050千円の一部〉

基本目標 施策の方向

基本目標

施策の方向

　【事業目標】
地域における男女
共同参画の浸透を
図る。

予算額 29年度 28年度
55,994千円の一部 〈56,050千円の一部〉

基本目標 施策の方向

具体的施策 4　拠点施設としての支援の充実

　【事業目的】
地域等における男
女 共 同 参 画 を 推
進。

男女共同参画基礎講座
・寸劇出演：福岡市男女共同参画推進サポーター
・講演会講師：大竹　文雄氏（大阪大学経済研究
所教授）
・定員：200人
・参加者：284人＜251人＞

A 市）事業推進
課

基本目標 施策の方向

基本目標

男女共同参画
講座
（男女共同参
画基礎講座）

基本目標１　 3



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名

具体的施策 5　区役所，人権啓発センターにおける取組の推進

　【事業目的】
男女共同参画推進
活動が校区全体の
取組みとして行わ
れ，意思決定過程
に男女が共に参画
し，男女共同参画
の視点に立った地
域の自治が行われ
ること

１　「東区男女共同参画連絡協議会」の活動支援
　　定例会の開催支援（情報提供，資料作成，連
     絡調整等）

※毎月開催　委員27人，平成30年2月より28人
＜H28：27人＞

２　講演会，研修会の開催等
①東区のつどい（講演会等）

※東区青少年育成協議会共催
開催日：平成29年10月28日
参加者：340人＜H28：163人＞
講演会
～女性も子どもも防災・復興の主役に！！

         地域防災力を高める多様な視点～
　　講師　坂田 静香氏

※後半20分程度，東区青少年育成協議会
及び東区男女共同参画連絡協議会の
会長・副会長（計5名）と講師による意見
交換を実施。

②地域リーダー育成研修会
開催日：平成30年2月17日
参加者：97人＜H28：84人＞
講師：中嶋　玲子氏

③日本女性会議への東区男女共同参画連絡
協議会委員
の派遣3人＜H28：3人＞

開催日：平成29年10月13日～15日
④広報誌（あい）発行による啓発活動
⑤その他

生涯学習推進課所管の「男女共同参画社会
づくり講座」
に東区男女共同参画連絡協議会が協力
開催日：平成29年9月1／22／29日
参加者336人＜H28：339人＞

Ｂ 東）地域支援
課

　【事業目標】
◆男女の固定的な
役割分担意識の解
消度（「男は仕事，
女は家庭を守るべ
き」という固定観念
を持たない市民の
割合）
目標値
男性70％
女性75％

予算額

基本目標 施策の方向

施策の方向

29年度 28年度

725千円

２　事業目的・目標

＜ 746千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

東区男女共同
参画連絡協議
会活動支援及
び校区活動の
支援

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
　地域における男
女共同参画の意識
を図るとともに，女
性リーダーの育成
と活躍を支援し男
女が共に支えあ
い，安心して暮ら
せる社会を目指
す。

博多区男女共
同参画代表者
会活動支援及
び校区活動の
支援

博）企画振興
課

予算額

  【事業目的】
　校区が主体と
なった男女共同参
画の推進。

施策の方向

672千円 〈　742千円　〉
基本目標 施策の方向

Ｂ①役員会及び定例会
各事業の協議及び報告と校区活動の情報
交換等
　年4回　<4回>

②男女共同参画講演会（研修会）
参加者89名<71名>

講演テーマ：私の経営理念
～人を活かす経営～

講師：(株)ふくや　川原　正孝氏
　　対象：校区男女共同参画委員，自治協議会

長，公民館長・主事，空港周辺共同
利用会館長

③日本女性会議への参加
参加者4名　<2名>

④区男女共同参画代表者会と自治協議会との
意見交換会

　　　講師：佐藤　倫子氏
　　　「第3ブロック」参加者40名
　　 <「第2ブロック」参加者57名>
⑤視察研修

参加者34名　<34名>
視察先：朝倉グリーンツーリズム協議会

会長　矢野　公子氏
⑥各校区の情報共有

各校区の広報紙（年間事業報告など）を一つ
にまとめて綴り，各校区にて保有。

⑦区事業への協力参加
博多区市民どんたく隊への参加
15名<15名>
※パレードは雨天中止

⑧他団体事業への参加
「人権を尊重する市民の集い」実践報告
・活動報告
・朗読劇「料理を作る男」「男女共同参画社会
ですから」
・男女共同参画に関する○×クイズ（10問）

29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標１　

4



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標

基本目標

基本目標

基本目標

施策の方向

  【事業目標】
区は連絡会の事

務局として支援を
行うとともに，地域
活動サポート講座
等の区主催事業を
実施し，校区にお
ける男女共同参画
推進活動の充実を
目指す。

予算額 29年度

基本目標 施策の方向

中央区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

28年度
984千円

施策の方向

Ｂ　【事業目的】
平成20年度に南

区男女共同参画連
絡会を設立。校区
主体で男女共同参
画を推進していくこ
とを 目的としてい
る。

基本目標 施策の方向

28年度
798千円 ＜ 807千円＞

南）企画振興
課

南区男女共同
参画連絡会活
動支援及び校
区活動の支援

全体会や学習会，ブロック会にて情報交換，グ
ループワークなどを実施した。
１．区主催事業
①地域活動サポート講座
　 2月に開催を予定していたが，講師の都合に
   より中止となった。
２．南区男女共同参画連絡会の活動支援
①全体会　年２回開催（５月，３月）

連絡会の活動内容や方向性について，各校区
の意見を集約
②学習会　年5回実施（６月，７月，９月，１２月，１
月）
　「防災」等，身近なテーマから男女共同参画につ
いて考えるものや，今後の活動の参考とするた
め，各校区の実状等に関する意見交換を実施し
た。うち，６月は新委員対象の研修会を実施。
③ブロック会　４ブロック　各２回開催

ブロック毎により細やかな情報・意見を共有し
た。
④役員会　年５回開催

基本目標 施策の方向

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進

①定例会，役員会の開催（月１回）
②委員研修会

６月６日(火）「地域活動に男女共同参画の視
点を」
　　講師：宮﨑　岳彦氏（アミカス副館長）
③日本女性会議2017とまこまいへ委員１名派遣

１０月１３日(金）～１４日(土）
④中央区安全・安心フェスタ2017へブース出展

１１月２５日(土）　九電記念体育館
ブースへの来場者：約４５０名

⑤中央区自治協議会等代表者会との意見交換会
１２月２１日(木）
基調講演「当事者目線での地域防災につい

て」
　　講師・ファシリテーター：佐藤　倫子氏
　　意見交換会参加者：５３名
⑥区主催事業

地域活動応援事業「企画・広報講座」全３回
１０月６日(金），２０日(金），１１月２日(木）

⑦区事業への協力参加
中央区どんたく隊パレード　※パレードは雨天

中止
　　市二役等歓迎セレモニー

〈1033千円〉
基本目標 施策の方向

基本目標

中）企画振興
課

【事業目標】
・校区が主体的に
活動するため，情
報交換や交流の場
を支援していく。
・校区状況に即し
た支援を行うため
校区状況の把握に
努めるとともに，世
情に合った情報発
信を行っていく。

予算額 29年度

Ｂ

施策の方向

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進。

１　城南区男女共同参画連絡会の活動支援
（１）定例会（10回）

校区活動報告，情報交換，行政からの情報提
供，学習会。
（２）啓発

校区団体活動紹介パネルの展示等

２　区主催事業
（１）委員研修

テーマ：「男女共同参画ってなあに？」
講師：宮﨑　岳彦氏(福岡市男女共同参画推進

センター・アミカス副館長）
対象：各校区男女協委員
参加者数：74名〈70名〉

（２）日本女性会議への派遣
参加者数：2名〈2名〉

（３）講演会及び日本女性会議報告会
Ⅰ部　日本女性会議報告会
Ⅱ部　講演会

テーマ：「災害に強い地域づくり～多様性配慮
の視点とは～」
　　講師：坂田　静香氏（特定非営利活動法人

男女共同参画おおた理事長）
　　対象：各校区男女協委員，自治協関係者，

公民館職員等
　　参加者数：100名〈130名〉

施策の方向

施策の方向

城）地域支援
課

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標

基本目標

基本目標

城南区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

予算額

　【事業目標】
・各校区の自治協
議会において，男
女共同参画を推進
する活動が実施で
きるよう支援する。
・地域活動におい
て，男女が共に，
指導的立場に立っ
て幅広く活躍でき
るよう支援する。

施策の方向

施策の方向

Ｂ

＜ 961千円＞
基本目標

961千円
29年度 28年度

基本目標１　 5



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標

基本目標

基本目標

　【事業目標】
校区男女共同参画
推 進 組 織 に お い
て，下記の視点に
基づいた取組を実
施する。
① 男女共同参画
について「考える」
機会を提供（研修
会・ワークショップ
等の開催）。
②学びと気づきに
努め，その効果を
「発信」する（積極
的な広報）。
③公民館や校区の
各団体との「連携」
（諸団体と共同で
の研修実施）。
④「男女共同参画
の視点」をもって校
区行事へ参画。

予算額 29年度

早）地域支援
課

＜ 1,277千円＞

　【事業目的】
校区男女共同参画
推 進 活 動 の 活 性
化。

（１）全体会（年6回）〈6回〉
各校区活動報告，情報交換

（２）委員研修会（2回）〈2回〉
「地域ですすめよう！男女共同参画」
講師：武藤 桐子さん（福岡ジェンダー研究所研究

員）
「地域における男女共同参画活動～地域防災を例

として～」
講師：佐藤　倫子さん（市共創地域づくりアドバイ

ザー）
（３）ブロック別研修会

①高取公民館（Dブロック）60名〈60名〉
「『セクマイって知っとんしゃあ～？』
～性のモノサシから考える男女共同参画社会～」
講師：藤田　哲章　さん （元・アミカス運営係長）
②大原公民館（Cブロック合同）60名〈60名〉
「地域で進めよう！男女共同参画」
講師：武藤　桐子　さん（NPO法人福岡ジェンダー研

究所研究員）
③田村公民館（Bブロック）60名〈60名〉
「寸劇で学ぼう！男女共同参画～アミカス寸劇隊を

お招きして～」
講師：アミカスサポーター
④入部公民館（Aブロック）60名〈60名〉
「地域活動と男女共同参画　私でよろしければ頑張

ります！」
講師：中嶋 玲子　さん

（元・福岡県男女共同参画センターあすばる館長）
（４）日本女性会議２０１７苫小牧　委員1名派遣〈2名〉

男女共同参画フォーラム
（国立女性教育会館：NWEC）
委員2名派遣

（５）広報誌「かたらい」発行（年2回）〈1回〉
（６）男女共同参画映画上映会

「彼らが本気で編むときは，」（300名）
（７）早良区男女共同参画講演会（300名）〈360名〉

①区男女共同参画をすすめる会　活動報告
②すすめる会委員によるクイズと寸劇
③一人芝居「涙と笑い男女共同参画物語」

講師：福永　宅司　さん（子どもの学び館
代表取締役）

Ｂ

基本目標

早良区男女共
同参画をすす
める会活動支
援及び校区活
動の支援

1,264千円
施策の方向

施策の方向

施策の方向

施策の方向

28年度

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

基本目標

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画社会
の実現に向けての
取り組みを推進す
ること。

 【事業目標】
自治協議会会長，
各種団体の校区代
表及び会長並びに
公民館長等のいわ
ゆる地域リーダー
へ就任できる女性
を育成する。

１．西区男女共同参画フェスティバル２０１7
　　来場者 約200名〈約310名〉

・朗読劇「できるかな？避難所暮らし」
出演：西区男女共同参画をすすめる会委員

・講演会「主役はわたしたち
～避難所からのコミュニティ形成～」

　　 講師：熊本県益城町テクノ仮設団地自治会長
吉村 静代氏

２． 西区自治協議会との意見交換・交流会
　　 参加者  41人(自治協：18人　男女協：23人)
　　 内容：男女協の活動の目的や意思決定機関

への女性の参画等。
３．西区人権を考えるつどい 来場者392名〈362
人〉
　　西区人権尊重連絡会議が主催する「西区人
　　権を考えるつどい」の場を借りて，男女共同
　　参画に関する朗読劇を実施。
４．日本女性会議２０１７とまこまい
　　参加者３名〈４名〉
５．委員交流・意見交換会

①６月委員交流・意見交換会　37名
グループディスカッション「男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災について」

②９月委員交流会・意見交換会　37名〈34名〉
避難所運営ゲーム，グループディスカッション

③３月委員交流会・意見交換会　33名〈28名〉
グループディスカッション「フェスティバル及び
今年度の活動全体について」

６．全体会
　　全体会 （3月委員交流会終了後）　33名〈27名〉

・会則の改正
・平成29年度事業報告，平成30年度事業計画

７．広報紙「なぎさ」
　　53号・54号（各号6750部）発行。
    年２回，９月・３月に発行して いる。
    各校区での世帯回覧，校区自治協議会等への
    配布，公民館等公共施設での配布。
８．西区男女共同参画推進奨励賞
　　受賞者：3名〈2名〉

B 西）企画振興
課

予算額 29年度 28年度

西区男女共同
参画をすすめ
る会活動支援
及び校区活動
の支援

施策の方向

＜ 1,252千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

〈1,192千円〉

基本目標１　

6



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 2 具体的施策 5

A 早）地域支援
課

市民センターに
おける男女共
同参画講座・
講演会

１　事業名

【事業目的】
男女が互いにそ

の人権を尊重しな
がら責任も分かち
合い，性別にかか
わりなくその個性と
能力を十分に発揮
できる社会の実現
の た め 家 庭 や 地
域，職場で実践で
きることを考える

　男女共同参画社会づくり講座

○ 第1回　（９／１）
「男女が生き生きと暮らせるまちづくり」

～区長と語る～
　　　　東区長　 小西　真弓

○ 第2回（９／２２）
地域の活動報告
東箱崎校区・青葉校区・多々良校区
各校区代表者

○ 第3回（９／２９）
初の女性駅長（新幹線博多駅）として
ＪＲ西日本旅客鉄道株式会社新幹線博多駅
駅長　冨澤　五月

　参加者人数　　全３回：３００名  〈 全３回：２８７名
〉

Ａ 東）生涯学習
推進課

５ 事業実施担当課

【事業目標】
市民センターに

おける男女共同参
画講座・講演会の
実施（東区のみ主
催事業を実施して
いる）

予算額 29年度 28年度
40千円 38千円

基本目標 施策の方向

男女共同参画
社会づくり講座

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

＜ 467千円＞
基本目標 施策の方向

【事業目的】
校区男女共同参画
推 進 活 動 の 活 性
化。

１　男女共同参画映画上映会　300名
　　　「彼らが本気で編むときは，」

２　早良区男女共同参画講演会 300名 〈360名〉
（１）早良区男女共同参画をすすめる会　活動

報告
（２）早良区男女共同参画をすすめる会委員に

よる
①男女共同参画クイズ
②寸劇「その時，誰もが安心できるために」

（３）一人芝居「涙と笑い男女共同参画物語」
講師：福永　宅司さん（子どもの学び館代表

取締役）
（４）「地域活動と男女共同参画」パネル展

・聴講者アンケート124名中「男女共同参画への
理解が深まった」と回答（85.5％）

　【事業目標】
聴講者のうち，講
演会によって男女
共同参画に対する
理解が深まったと
回答した人の割合
が70％以上。

予算額 29年度 28年度
454千円

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 2 具体的施策 5

2 4 具体的施策 29

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

28年度

人権尊重週間
「人権を尊重す
る市民の集い」

人権総合講座

2,732千円

施策の方向

　【事業目標】
「よく理解できた」
「だいたい理解でき
た 」 人 の 割 合 を
90％以上にする。

予算額
29年度

＜ 2,732千円＞
基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標

A 市）人権啓発
センター

基本目標
＜411千円＞

　【事業目的】
12月4日から10日
までを「人権尊重
週間」と位置づけ，
福岡市人権尊重推
進委員会（35機関・
団 体 ） が 中 心 に
なって，「部落差別
をはじめ一切の差
別のない明るいま
ちづくり」を推進す
べく実施するもの。

各区において人権尊重週間「人権を尊重する市民
の集い」を実施。

参加者数　 2，306人<2，572人>
講演満足度（アンケートにおける「大変満足だっ
た」「まあ満足だった」の割合）　　87％<86.8％>

A 市）人権啓発
センター

　【事業目標】
福岡市人権尊重週
間行事に関するア
ンケートにおける
「大変満足だった」
「まあ満足だった」
の割合85.0％

予算額
29年度

　【事業目的】
市民一人ひとりの
人権が真に尊重さ
れる社会の実現を
目指し，人権意識
の 高 揚 を 図 る た
め ， 市 民 を 対 象
に，日頃から人権
問題を自分自身の
問題として捉え，人
権に関わる問題を
総合的に学ぶこと
ができる機会を提
供するもの。

人権意識の高揚を図るための講座を実施。

参加者数　延べ274人（全6回）
 <延べ239人（全6回）>

受講者の理解度　95.4％<88.5％>

28年度
532千円

基本目標１　 7



４ 達成度

1 2 具体的施策 6

6 1 具体的施策 55

1 2 具体的施策 7

1 2 具体的施策 7

－女性労働実態
調査

28年度
－ -

<54，980千円の一部>
基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

公民館におけ
る男女共同参
画学習講座

基本目標 施策の方向

29年度

　【事業目的】
事業所における従
業員の就業実態を
把握し，今後の男
女共同参画推進の
ための施策を実施
する上での基礎資
料とする。

　市内事業所における従業員の就業実態を把握
し，男女共同参画に係る施策を展開する上での基
礎資料とするため５年ごとに調査を実施。

○平成26年度調査
１．郵送調査
（１）調査期間：平成26年11月27日～12月16日
（２）調査対象
①市内事業所：2,000社（回収率　30.9％）
②女性従業員：4,000人（回収率　29.3％）
③男性従業員：4,000人（回収率　26.3％）
④パートタイム労働者：2,000人

（回収率15.9％）

  ２．インタビュー調査
（１）企業インタビュー
①調査期間：平成26年12月22日～

平成27年1月25日
②調査対象：市内事業所の経営者人事部門

50社
（２）従業員インタビュー
①調査期間：平成26年12月20日～21日
②市内で働く人：50人（男性25人 女性25人）

具体的施策 6　公民館における取組の推進

　【事業目的】
公民館主催事業に
よる男女共同参画
の推進。

　【事業目標】
公民館主催事業
（男女共同参画講
座）実施館数の増
加。 予算額 29年度 28年度

58，176千円の一部

Ｂ 市）公民館支
援課

基本目標 施策の方向

　 【事業目標】
施 策 に 反 映 で き
る，より有効な調査
項目を検討し，実
施する。

予算額

市）女性活躍
推進課

　【事業目標】
施 策 に 反 映 で き
る，より有効な調査
項目を検討し，実
施する。 予算額 29年度 28年度

- －
基本目標 施策の方向

具体的施策 7　男女共同参画に関する調査・研究

　【事業目的】
男女共同参画の現
状を把握し，今後
の男女共同参画推
進のための施策を
実施する上での基
礎資料とする。

男女共同参画に係る施策を展開する上での基礎
資料とするため５年ごとに調査を実施。

○平成25年度調査
（調査期間：平成25年8月30日～9月17日）
・調査対象者数　　4，500人
・回収率 43.3％
・設問数 21問

－ 市）男女共同
参画課

男女共同参画
社会に関する
市民意識調査

公民館主催事業において，男女共同参画学習講
座を実施。

公民館数 45館　　 〈43館〉
回数 159回 　〈174回〉
参加人数 4，716人 〈4，867人〉

施策の方向

５ 事業実施担当課 ４ 達成度

1 2 具体的施策 7

1 2 具体的施策 7

6 1 具体的施策 54

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

28年度

Ｂ 市長）広報課

　【事業目標】
「ユニバーサルデ
ザインに配慮した
印刷物作成の手引
き」の周知を図る。

予算額 29年度 28年度
-

「ユニバーサル
デザインに配
慮した印刷物
作成の手引き」
の周知

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
地域における男女
共同参画活動に役
立つ情報の提供を
目指す。 予算額 29年度

男女共同参画
データブックの
作成

―

施策の方向

　【事業目的】
市が発行する印刷
物をユニバーサル
デザインに配慮さ
れたものにする。

平成21年10月に「ユニバーサルデザインに配慮し
た印刷物作成の手引き」を改訂発行した。
また，市職員を対象とした研修を実施し，手引きの
内容説明及び実際の印刷物を見ながらアドバイス
を行った。
研修参加者　計　２５０名 〈２５０名〉
また，全庁OA（市職員向け）に手引きを掲載し，全
課に周知している。

〈56，050千円の一部〉

１　事業名 ２　事業目的・目標

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画活動の支
援。

隔年で29年度は作成なし。（28年度1，000部作成）

－
基本目標 施策の方向

基本目標

- 市）事業推進
課

具体的施策 8　男女共同参画に関する広報と情報提供

55,994千円の一部 －
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画活動の支
援。

校区の新たな取り組みをアミカスホームページに
掲載。

A 市）事業推進
課

　【事業目標】
地域における男女
共同参画活動に役
立つ情報の提供を
目指す。 予算額 29年度 28年度

地域における
男女共同参画
に関するプログ
ラム集の作成

基本目標１　

8



４ 達成度

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 50

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
年齢，性別，能力，
背景などに関わら
ず，すべての人に
やさしいまち「ユニ
バーサル都市･福
岡」の実現。

・ユニバーサル都市・福岡賞の実施
・ユニバーサル都市・福岡フェスティバルの開催
・公共交通機関等における一斉PR
・外国人向けのトイレマナーを記載したロゴマーク
入りの啓発ステッカーの作成・配布
・小学４年生向け副読本の作成・配布
・小学生，中学生，高校生を対象とした出前講座
等の実施

Ｂ 総）企画調整
部

　【事業目標】
・ユニバーサルデ
ザインの概念の理
解度：65％（平成32
年度）
・ユニバーサルデ
ザインの取組みへ
の評価：58％（平成
32年度）

予算額 29年度 28年度
10,935千円

ユニバーサル
都市･福岡の推
進

28年度
- -

基本目標 施策の方向

【事業目的】
行政広報物の作成
において，固定観
念にとらわれない，
男 女 の 多 様 な イ
メージが社会に浸
透していくような表
現を促す。

　「行政広報物における表現のガイドライン」を全
庁ＯＡ（市職員向け）に掲載し，周知している。
A4版（全7項　※福岡県と北九州市と平成12年共
同製作）
（平成19年改訂）

　行政広報物作成の際は，企画・制作を請け負う
印刷事業者や広告代理店等に対しても同ガイドラ
インを配布することとしている。

Ｂ 市）男女共同
参画課

　【事業目標】
市職員が必要に応
じて閲覧できるよう
全庁OA等を活用し
周知を図っていく。

予算額 29年度

行政広報物に
おける表現の
ガイドラインの
周知

＜ 34,250千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

1 2 具体的施策 8

4 2 具体的施策 44

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
関連部署とリンクさ
せるなど利便性を
向上させ，市民が
見やすく，分かり易
いホームページと
なるよう工夫する。

予算額 29年度 28年度
- -

　【事業目的】
男女共同参画の必
要性を広く市民が
共 感 で き る よ う ，
様々な情報提供を
行う。

本市の男女共同参画及び女性活躍推進にかかる
情報に関して，福岡市ホームページ及び福岡市の
男女共同参画ホームページにて情報を発信して
いる。
　福岡市トップページ→くらし・手続き→人権・男女
共同参画
　（29年度の主な掲載内容）

・男女共同参画基本計画（第３次）
・男女共同参画審議会
・男女共同参画推進協議会
・女性の視点を活かした防災ミニブック
・ふくおか女性活躍NEX企業　見える化サイトの

　　創設・掲載企業募集
・一般事業主行動計画策定支援セミナー＆フォ

ローアップの周知
・女性活躍推進や働き方改革に関するフォー
ラムの周知

・社会貢献優良企業優遇制度（次世代育成・
男女共同参画支援事業）の申請受付

A 市）男女共同
参画課，女性
活躍推進課

市ホームペー
ジでの情報提
供

市政だよりによ
る広報

－ -
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画の必
要性を広く市民が
共 感 で き る よ う ，
様々な情報提供を
行う。

男女共同参画推進にかかる市政だよりの広報
　広報実績　計20 回掲載＜計19回＞

・市男女共同参画週間「みんなで参画ウィーク」
の周知（11/1号）

・女性の視点を活かした防災ミニブック（10/15
号）

・ふくおか女性活躍NEXT企業　見える化サイト
の周知・掲載　企業募集　1回（9/15号）＜２回
（6/15・9/1号）＞

・一般事業主行動計画策定支援セミナー＆フォ
ローアップの周知　１回（7/1号）
＜３回（6/15，9/1，11/1号）＞

・女性活躍推進や働き方改革に関するフォーラ
ムの周知　１回（9/15号）　＜１回　（9/1号）＞

　その他（市後援事業など）　27件

・ワークライフ・バランスの啓発　１回（8/15号）

A 市）男女共同
参画課，女性
活躍推進課

　【事業目標】
効果的なタイミング
に広報を行うように
工夫する。

29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標１　 9



４ 達成度

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 8

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 49

6 1 具体的施策 54施策の方向

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目的】
地域等における男
女 共 同 参 画 を 推
進。

出前講座

・地域等で男女共同参画を推進し，女性の参画を
促進するため，アミカスの人材情報を提供。
　4件　5人紹介　〈2件　5人紹介〉

Ａ 市）事業推進
課

　【事業目標】
依頼に対し適切な
人材を紹介する。

予算額 29年度 28年度

情報提供事業

基本目標 施策の方向

基本目標

出前講座

55,994千円の一部 〈56,050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
アミカスの施設案
内や，アミカス事業
の 情 報 を 発 信 す
る。

ホームページ　 アクセス件数
224,981件＜215,103件＞

メールマガジン
登録者数　1,487件＜1,414件＞

フェイスブックによる広報

Ｂ 市）事業推進
課

　【事業目標】
ホームページのア
クセス件数250，
000件，メールマガ
ジンの登録者数
1,500件を目指す。 予算額 29年度 28年度

インターネット
による広報
（アミカスホー
ムページなど）

55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

- -
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進。

　【事業目標】
受講者の理解向上
を促す。

予算額 29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
受講者の満足度の
向上を図る。

予算額 29年度 28年度
- -

　【事業目的】
男女共同参画社会
や本市施策につい
て，周知を図る。

※平成29年度については，申し込みなし

　実施回数 ０件〈７件〉
　参加者数  ０人〈209人〉
 受講者の満足度　　　　- <96.9％>

- 市）男女共同
参画課

基本目標 施策の方向

・出前講座
11校区　325名受講　〈10件　203名受講〉
受講者の満足度98％

Ａ 市）事業推進
課

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

3 1 具体的施策 33

1 2 具体的施策 8

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

　【事業目的】
男女共同参画に関
する広報・啓発を
行う。

A

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

55，994千円の一部

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

予算額

基本目標 施策の方向

市）事業推進
課

基本目標 施策の方向

29年度

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

28年度

　【事業目標】
固定的性別役割分
担 意 識 が 解 消 さ
れ，誰もが個性と
能力を発揮できる
社会を実現するた
めの情報を提供す
る。 予算額 29年度

　【事業目標】
男女共同参画の啓
発につながる紙面
づくりを目指す。

予算額 29年度 28年度
55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

基本目標 施策の方向

アミカス図書室
による情報の
提供

28年度
15，641千円 〈18，071千円〉

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
男 女 共 同 参 画 や
ジェンダー（社会的
性別）に関する基
礎文献資料の充実
を図る。

B男女共同参画や女性問題に関する図書・資料等
を収集し，貸出・閲覧・レファレンスを行った。

　蔵書数：　46，607冊＜45，856冊＞
　貸出数：　48，270冊＜47，545冊＞
レファレンス受付（女性問題関連）971件＜1件＞

アミカス図書室情報案内の発行
発行回数：月1回
発行部数：900部＜900部＞

アミカスタイムズの発行
年3回　7，000～5，000部
〈年3回7，000～5，000部〉

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
12件　480名受講　〈10件　397名受講〉

・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん

偶数月発行

Ｃ

施策の方向

基本目標 施策の方向

アミカス地域支
援事業

市）事業推進
課

〈56，050千円の一部〉
基本目標

市）事業推進
課

基本目標 施策の方向

広報啓発紙の
発行

基本目標１　

10



４ 達成度

1 2 具体的施策 8

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

1 2 具体的施策 8

「福岡市学習情報提供システム　まなびアイふくお
か（ホームページ）」の講座・イベント情報，情報誌
「まなびアイふくおか」及び市政だより等のなか
で，男女共同参画に関する事業を紹介した。
１　ホームページアクセス数
　　1，153，864件〈1，260，424件〉
２　情報誌

・発行回数：年3回〈年3回〉
・発行部数：年3，375部〈3，367部〉
・配布先：情報プラザ，区役所，市民センター，

総合図書館等

　【事業目標】
役立つ情報の提供
を目指す。 予算額 ＜ 108千円＞

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

A

28年度
260千円

　【事業目的】
ホームページ「まな
びアイふくおか」，
情報誌「まなびアイ
ふくおか」，市政だ
より等を通じて，福
岡都市圏の様々な
機関・団体が開催
する男女共同参画
に関する事業を紹
介する。

29年度

＜ 9,000千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
マスメディアを活用
した市民の人権意
識の啓発。

様々な人権問題をテーマにしたシナリオを全２２本
制作し，民放ラジオ２局で６５回放送した。

うち，女性に関する問題をテーマとしたもの
1本<2本>制作　　3回<4回>放送

Ｂ 市）人権啓発
センター

　【事業目標】
わかりやすい番組
内容，より興味を
ひく話題を提供す
ることにより，市民
の人権意識の向上
をはかる。 予算額

29年度 28年度
9,000千円

基本目標 施策の方向

28年度
428千円 ＜ 428千円＞

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
センターの事業紹
介をはじめ，人権
啓 発 情 報 を 提 供
し，市民の人権意
識の向上を図る。

予算額

ラジオ番組「こ
ころのオルゴー
ル」

29年度

市）人権啓発
センター

　【事業目標】
センターの季刊紙

として定着してお
り ， 今 後 と も セ ン
ターの事業紹介や
様々な人権啓発の
情報発信ができる
魅力ある紙面づく
りを図り，市民啓発
を推進する。

ココロンセン
ターだより

・6月，9月，12月，3月の年４回発行
・発行部数各4，000部〈4，000部〉
・ハートフルフェスタや人権尊重週間行事，人権啓
発推進指導員のコラム，ココロンセミナー紹介，コ
コロンキャンパス等実施事業の特集記事や人権
啓発地域推進組織の取組紹介等を行った。
・配布先：公民館，市民センターなど，市の公共
施設

「まなびアイふ
くおか」による
広報

教）生涯学習
課

Ａ

施策の方向 ３　市民等との連携・共働の推進

４ 達成度

1 2 具体的施策 3

1 3 具体的施策 9

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 13

2 4 具体的施策 29

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 3

1 2 具体的施策 4

1 3 具体的施策 9

〈56，050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

男女共同参画
講座
（男女共同参
画基礎講座）

市）事業推進
課

Ｃ

A

Ｂ

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

市）事業推進
課

施策の方向

1,286千円 ＜1，864千円＞
基本目標

施策の方向

施策の方向

施策の方向

55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

　【事業目的】
地域等における男
女 共 同 参 画 を 推
進。

男女共同参画基礎講座
・寸劇出演：福岡市男女共同参画推進サポーター
・講演会講師：大竹　文雄氏（大阪大学経済研究
所教授）
・定員：200人
・参加者：284人＜251人＞

アミカス地域支
援事業

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

予算額 29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標

　 【事業目標】
地域における男女
共同参画の浸透を
図る。

予算額 29年度 28年度

市）事業推進
課

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
12件　480名受講　〈10件　397名受講〉

・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん
　偶数月発行

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

施策の方向

５ 事業実施担当課

具体的施策 9　市民団体，ＮＰＯ，自治協議会等との連携・共働

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社 会 の 実 現 を 促
進。

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。 予算額

基本目標

55，994千円の一部

29年度 28年度

１　事業名

基本目標

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標１　11



４ 達成度

1 3 具体的施策 9

1 3 具体的施策 9
3 2 具体的施策 35
6 1 具体的施策 55

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標
基本目標

予算額
29年度 28年度

8,000千円 8,000千円

29年度
522,875千円
施策の方向
施策の方向
施策の方向

Ｂ 市）人権啓発
センター

Ａ 市）コミュニ
ティ推進課

　【事業目標】
各校区の自治協議
会において，男女
共同参画を推進す
る活動が実施され
るよう支援する。 予算額

28年度
＜ 521,722千円＞

　【事業目的】
自治協議会共創補
助金の交付を通じ
て，自治協議会が
行う男女共同参画
が推進される。

人権啓発セン
ター利用登録
団体との共働
事業

　【事業目的】
利用登録団体との
共働により，効果
的な市民啓発を行
う。

ハートフルフェスタ福岡２０１７の実施に向け企画
委員会を中心に，「市民・行政共働型」イベントとし
て内容を創意工夫するとともに，利用登録団体の
自主性を尊重して事業を実施した。

利用登録団体による講演会開催
人権啓発センター研修室等　5団体<9団体>

利用登録団体による交流ブース等出展市役所西
側ふれあい広場　34団体<43団体>

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
「 市民・ 行政共働
型」啓発をさらに効
果的に推進する。
講演会開催 ８団
体
交 流 ブ ー ス 出 展
５０団体

自治協議会共創補助金の交付を通じて，自治協
議会が行う男女共同参画の推進に関する取組み
を支援した。
補助金交付団体数　150/150団体<149/149団体>
※29年度150団体のうち149団体については自治
協議会へ交付，残り１団体については各種団体へ
交付。

共創自治協議
会事業

基本目標

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
◆男女の固定的な
役割分担意識の解
消度（「男は仕事，
女は家庭を守るべ
き」という固定観念
を持たない市民の
割合）
目標値
男性70％
女性75％

　【事業目的】
男女共同参画推進
活動が校区全体の
取組みとして行わ
れ，意思決定過程
に男女が共に参画
し，男女共同参画
の視点に立った地
域の自治が行われ
ること

＜ 746千円＞725千円

基本目標

28年度

基本目標

東区男女共同
参画連絡協議
会活動支援及
び校区活動の
支援

施策の方向

東）地域支援
課

基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標

予算額

Ｂ

施策の方向

１　「東区男女共同参画連絡協議会」の活動支援
　　定例会の開催支援（情報提供，資料作成，連
     絡調整等）

※毎月開催　委員27人，平成30年2月より28人
＜H28：27人＞

２　講演会，研修会の開催等
①東区のつどい（講演会等）

※東区青少年育成協議会共催
開催日：平成29年10月28日
参加者：340人＜H28：163人＞
講演会
～女性も子どもも防災・復興の主役に！！

         地域防災力を高める多様な視点～
　　講師　坂田 静香氏

※後半20分程度，東区青少年育成協議会
及び東区男女共同参画連絡協議会の
会長・副会長（計5名）と講師による意見
交換を実施。

②地域リーダー育成研修会
開催日：平成30年2月17日
参加者：97人＜H28：84人＞
講師：中嶋　玲子氏

③日本女性会議への東区男女共同参画連絡
      協議会委員
　　 の派遣3人＜H28：3人＞
　　開催日：平成29年10月13日～15日

④広報誌（あい）発行による啓発活動
⑤その他

生涯学習推進課所管の「男女共同参画社会
づくり講座」
に東区男女共同参画連絡協議会が協力
開催日：平成29年9月1／22／29日
参加者336人＜H28：339人＞

29年度

基本目標１　

12



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

５ 事業実施担当課

29年度予算額

基本目標

２　事業目的・目標

基本目標

１　事業名

施策の方向

28年度

博）企画振興
課

３　事業実績及び予算額

博多区男女共
同参画代表者
会活動支援及
び校区活動の
支援

①役員会及び定例会
各事業の協議及び報告と校区活動の情報
交換等
　年4回　<4回>

②男女共同参画講演会（研修会）
参加者89名<71名>

講演テーマ：私の経営理念 ～人を活かす経
営～

講師：(株)ふくや　川原　正孝氏
　　対象：校区男女共同参画委員，自治協議会

長，公民館長・主事，空港周辺共同
利用会館長

③日本女性会議への参加
　　　参加者4名　<2名>

④区男女共同参画代表者会と自治協議会との
意見交換会

　　　講師：佐藤　倫子氏
　　　「第3ブロック」参加者40名
　　 <「第2ブロック」参加者57名>
⑤視察研修

参加者34名　<34名>
視察先：朝倉グリーンツーリズム協議会

会長　矢野　公子氏
⑥各校区の情報共有
　　各校区の広報紙（年間事業報告など）を一つ
     にまとめて綴り，各校区にて保有。
⑦区事業への協力参加
　　博多区市民どんたく隊への参加
　　 15名<15名>

※パレードは雨天中止
⑧他団体事業への参加

「人権を尊重する市民の集い」実践報告
・活動報告
・朗読劇「料理を作る男」「男女共同参画社会で

すから」
・男女共同参画に関する○×クイズ（10問）

施策の方向

672千円

施策の方向

  【事業目的】
　校区が主体と
なった男女共同参
画の推進。

　【事業目標】
　地域における男
女共同参画の意識
を図るとともに，女
性リーダーの育成
と活躍を支援し男
女が共に支えあ
い，安心して暮ら
せる社会を目指
す。

基本目標 施策の方向

〈　742千円　〉

基本目標

Ｂ

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

５ 事業実施担当課

〈1033千円〉
28年度

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

施策の方向

基本目標

Ｂ 中）企画振興
課

【事業目標】
・校区が主体的に
活動するため，情
報交換や交流の場
を支援していく。
・校区状況に即し
た支援を行うため
校区状況の把握に
努めるとともに，世
情に合った情報発
信を行っていく。

中央区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進

①定例会，役員会の開催（月１回）
②委員研修会

６月６日(火）「地域活動に男女共同参画の視
点を」
　　講師：宮﨑　岳彦氏（アミカス副館長）
③日本女性会議2017とまこまいへ委員１名派遣

１０月１３日(金）～１４日(土）
④中央区安全・安心フェスタ2017へブース出展

１１月２５日(土）　九電記念体育館
ブースへの来場者：約４５０名

⑤中央区自治協議会等代表者会との意見交換会
１２月２１日(木）
基調講演「当事者目線での地域防災につい

て」
　　講師・ファシリテーター：佐藤　倫子氏
　　意見交換会参加者：５３名
⑥区主催事業

地域活動応援事業「企画・広報講座」全３回
１０月６日(金），２０日(金），１１月２日(木）

⑦区事業への協力参加
中央区どんたく隊パレード　※パレードは雨天

中止
　　市二役等歓迎セレモニー

予算額 984千円
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

施策の方向

１　事業名

基本目標

29年度

基本目標１　13



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

南）企画振興
課

  【事業目標】
区は連絡会の事

務局として支援を
行うとともに，地域
活動サポート講座
等の区主催事業を
実施し，校区にお
ける男女共同参画
推進活動の充実を
目指す。

Ｂ南区男女共同
参画連絡会活
動支援及び校
区活動の支援

　【事業目的】
平成20年度に南

区男女共同参画連
絡会を設立。校区
主体で男女共同参
画を推進していくこ
とを 目的としてい
る。

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

予算額 28年度
798千円 ＜ 807千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

29年度

全体会や学習会，ブロック会にて情報交換，グ
ループワークなどを実施した。
１．区主催事業
①地域活動サポート講座

2月に開催を予定していたが，講師の都合に
より中止となった。

２．南区男女共同参画連絡会の活動支援
①全体会　年２回開催（５月，３月）
　連絡会の活動内容や方向性について，各校区
の意見を集約
②学習会　年5回実施（６月，７月，９月，１２月，１
月）
　「防災」等，身近なテーマから男女共同参画につ
いて考えるものや，今後の活動の参考とするた
め，各校区の実状等に関する意見交換を実施し
た。うち，６月は新委員対象の研修会を実施。
③ブロック会　４ブロック　各２回開催

ブロック毎により細やかな情報・意見を共有し
た。
④役員会　年５回開催

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

961千円

５ 事業実施担当課

＜ 961千円＞
28年度29年度予算額

城）地域支援
課

Ｂ１　城南区男女共同参画連絡会の活動支援
（１）定例会（10回）

校区活動報告，情報交換，行政からの情報提
供，学習会。
（２）啓発

校区団体活動紹介パネルの展示等

２　区主催事業
（１）委員研修

テーマ：「男女共同参画ってなあに？」
講師：宮﨑　岳彦氏(福岡市男女共同参画推進

センター・アミカス副館長）
　　対象：各校区男女協委員
　　参加者数：74名〈70名〉
（２）日本女性会議への派遣

参加者数：2名〈2名〉
（３）講演会及び日本女性会議報告会
Ⅰ部　日本女性会議報告会
Ⅱ部　講演会

テーマ：「災害に強い地域づくり～多様性配慮
の視点とは～」
　　講師：坂田　静香氏（特定非営利活動法人　男
女共同参画おおた理事長）
　　対象：各校区男女協委員，自治協関係者，

公民館職員等
　　参加者数：100名〈130名〉

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進。

　【事業目標】
・各校区の自治協
議会において，男
女共同参画を推進
する活動が実施で
きるよう支援する。
・地域活動におい
て，男女が共に，
指導的立場に立っ
て幅広く活躍でき
るよう支援する。

基本目標

施策の方向基本目標

施策の方向

城南区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

施策の方向

施策の方向基本目標

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標１　

14



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

Ｂ 早）地域支援
課

予算額

施策の方向

28年度

　【事業目的】
校区男女共同参画
推 進 活 動 の 活 性
化。

基本目標

＜ 1,277千円＞

　【事業目標】
校区男女共同参画
推進組織におい
て，下記の視点に
基づいた取組を実
施する。
① 男女共同参画
について「考える」
機会を提供（研修
会・ワークショップ
等の開催）。
②学びと気づきに
努め，その効果を
「発信」する（積極
的な広報）。
③公民館や校区の
各団体との「連携」
（諸団体と共同で
の研修実施）。
④「男女共同参画
の視点」をもって校
区行事へ参画。

基本目標

29年度

施策の方向

早良区男女共
同参画をすす
める会活動支
援及び校区活
動の支援

（１）全体会（年6回）〈6回〉
各校区活動報告，情報交換

（２）委員研修会（2回）〈2回〉
「地域ですすめよう！男女共同参画」
講師：武藤 桐子さん（福岡ジェンダー研究所研

究員）
　「地域における男女共同参画活動～地域防災を
例として～」
　講師：佐藤　倫子さん（市共創地域づくりアドバイ
ザー）
（３）ブロック別研修会

①高取公民館（Dブロック）60名〈60名〉
「『セクマイって知っとんしゃあ～？』
～性のモノサシから考える男女共同参画社会

～」
　講師：藤田　哲章　さん （元・アミカス運営係長）

②大原公民館（Cブロック合同）60名〈60名〉
「地域で進めよう！男女共同参画」
講師：武藤　桐子　さん（NPO法人福岡ジェン

ダー研究所研究員）
③田村公民館（Bブロック）60名〈60名〉
「寸劇で学ぼう！男女共同参画～アミカス寸劇

隊をお招きして～」
　講師：アミカスサポーター

④入部公民館（Aブロック）60名〈60名〉
「地域活動と男女共同参画　私でよろしければ頑

張ります！」
　講師：中嶋 玲子　さん
 （元・福岡県男女共同参画センターあすばる館
長）
（４）日本女性会議２０１７苫小牧　委員1名派遣〈2
名〉
　　 男女共同参画フォーラム（国立女性教育会
館：NWEC）
　　 委員2名派遣
（５）広報誌「かたらい」発行（年2回）〈1回〉
（６）男女共同参画映画上映会

「彼らが本気で編むときは，」（300名）
（７）早良区男女共同参画講演会（300名）〈360名〉

①区男女共同参画をすすめる会　活動報告
②すすめる会委員によるクイズと寸劇
③一人芝居「涙と笑い男女共同参画物語」

講師：福永　宅司　さん（子どもの学び館代表
取締役）

1,264千円
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

　【事業目的】
男女共同参画社会
の実現に向けての
取り組みを推進す
ること。

１．西区男女共同参画フェスティバル２０１7
　　来場者 約200名〈約310名〉

・朗読劇「できるかな？避難所暮らし」
出演：西区男女共同参画をすすめる会委員

・講演会「主役はわたしたち
～避難所からのコミュニティ形成～」

講師：熊本県益城町テクノ仮設団地自治会長
吉村 静代氏

２． 西区自治協議会との意見交換・交流会
　　 参加者  41人(自治協：18人　男女協：23人)
　　 内容：男女協の活動の目的や意思決定機関

への女性の参画等。
３．西区人権を考えるつどい 来場者392名〈362
人〉
　　西区人権尊重連絡会議が主催する「西区人
　　権を考えるつどい」の場を借りて，男女共同
　　参画に関する朗読劇を実施。
４．日本女性会議２０１７とまこまい
　　参加者３名〈４名〉
５．委員交流・意見交換会

①６月委員交流・意見交換会　37名
グループディスカッション「男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災について」

②９月委員交流会・意見交換会　37名〈34名〉
避難所運営ゲーム，グループディスカッション

③３月委員交流会・意見交換会　33名〈28名〉
グループディスカッション「フェスティバル及び
今年度の活動全体について」

６．全体会
　　全体会 （3月委員交流会終了後）　33名〈27名〉

・会則の改正
・平成29年度事業報告，平成30年度事業計画

７．広報紙「なぎさ」
　　53号・54号（各号6750部）発行。
    年２回，９月・３月に発行して いる。
    各校区での世帯回覧，校区自治協議会等への
    配布，公民館等公共施設での配布。
８．西区男女共同参画推進奨励賞
　　受賞者：3名〈2名〉

西）企画振興
課

施策の方向

B

28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目標】
自治協議会会長，
各種団体の校区代
表及び会長並びに
公民館長等のいわ
ゆる地域リーダー
へ就任できる女性
を育成する。

予算額 29年度

３　事業実績及び予算額

施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標

〈1，192千円〉 ＜ 1,252千円＞
基本目標

５ 事業実施担当課

西区男女共同
参画をすすめ
る会活動支援
及び校区活動
の支援

基本目標１　15



４ 達成度

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 11

２　事業目的・目標

　【事業目標】
市職員が必要に応
じて閲覧できるよう
全庁OA等を活用し
周知を図っていく。

29年度

　【事業目的】
行政広報物の作成
において，固定観
念にとらわれない，
男 女 の 多 様 な イ
メージが社会に浸
透していくような表
現を促す。

　「行政広報物における表現のガイドライン」を全
庁ＯＡ（市職員向け）に掲載し，周知している。
A4版（全7項　※福岡県と北九州市と平成12年共
同製作）
（平成19年改訂）

　行政広報物作成の際は，企画・制作を請け負う
印刷事業者や広告代理店等に対しても同ガイドラ
インを配布することとしている。

基本目標

３　事業実績及び予算額

基本目標

28年度

Ｂ 市）男女共同
参画課

基本目標 施策の方向

基本目標

「ユニバーサル
デザインに配
慮した印刷物
作成の手引き」
の周知

行政広報物に
おける表現の
ガイドラインの
周知

ラジオ番組「こ
ころのオルゴー
ル」

施策の方向

５ 事業実施担当課

予算額 29年度

9,000千円 ＜ 9,000千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
マスメディアを活用
した市民の人権意
識の啓発

様々な人権問題をテーマにしたシナリオを全２２本
制作し，民放ラジオ２局で６５回放送した。

うち，女性に関する問題をテーマとしたもの
1本<2本>制作
3回<4回>放送

Ｂ 市）人権啓発
センター

　【事業目標】
わかりやすい番組
内容，より興味を
ひく話題を提供す
ることにより，市民
の人権意識の向上
をはかる。 予算額

29年度

28年度
- -

施策の方向

- -

施策の方向

具体的施策 11　報道機関との連携

　【事業目的】
市が発行する印刷
物をユニバーサル
デザインに配慮さ
れたものにする。

平成21年10月に「ユニバーサルデザインに配慮し
た印刷物作成の手引き」を改訂発行した。
また，市職員を対象とした研修を実施し，手引きの
内容説明及び実際の印刷物を見ながらアドバイス
を行った。
研修参加者　計　２５０名 〈２５０名〉
また，全庁OA（市職員向け）に手引きを掲載し，全
課に周知している。

Ｂ 市長）広報課

【事業目標】「ユ
ニバーサルデザイ
ンに配慮した印刷
物作成の手引き」
の周知を図る。

予算額 28年度

１　事業名 施策の方向 ４　国際理解・交流の推進

４ 達成度

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 12

1 2 具体的施策 3

1 3 具体的施策 9

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 13

2 4 具体的施策 29

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。

施策の方向

基本目標

基本目標

海外の女性情
報の収集及び
提供

男女共同参画
講座のうち，諸
外国の状況等
をテーマとする
もの

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

施策の方向

施策の方向

基本目標

基本目標

施策の方向

予算額 29年度

　【事業目標】
蔵書数55種類，
リンク数を20にす
る。

予算額 29年度 28年度

28年度

55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
男女平等に関する
国際理解の推進。

フォトジャーナリスト林典子が見た世界の女性たち
～１枚の写真に込める思い～
講演会＆ミニ写真展
・講師：林　典子
・定員：100人
・参加者：101人＜99人＞

B 市）事業推進
課

　【事業目標】
男女平等意識の浸
透を図る。

予算額 29年度 28年度

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社 会 の 実 現 を 促
進。

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

1,286千円 ＜1，864千円＞

Ｂ 市）事業推進
課

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

具体的施策 12　男女平等に関する国際理解の推進

－
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
海外の情報を収集
し，情報を提供す
ることで，男女共同
参画社会の実現を
目指す。

○英文資料を収集・提供
蔵書数：　52種類〈52種類〉

○アミカスＨＰから海外サイトにリンクしている。
7〈7〉

Ｃ 市）事業推進
課

基本目標１　

16



４ 達成度

1 4 具体的施策 13

1 4 具体的施策 13

1 4 具体的施策 13

　【事業目的】
　外国人に対し，生
活に役立つ情報を
多言語で発信し，
利便性の向上を図
る。

○外国語情報誌の発行
・英語版（隔月刊）　年間5，000部＜5，000部＞
・中国語版，韓国語版（隔月刊）　年間各2，200部
＜2，500部＞
○リビングイン福岡（外国人のための生活便利
帳）及びにほんごClass mapの発行
→区役所窓口で無料配布
など

＜ 800千円＞

総)国際政策
課

A

在住外国人の
生活環境整備
事業（在住外
国人のための
日本語学習支
援）

５ 事業実施担当課

具体的施策 13　在住外国人女性への支援

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
英語及び中国語の
通訳を配置し，区
役所業務の案内・
相談事業を行うと
ともに，同窓口に
直通電話を設置し
て電話でも相談を
受け付けることで，
利便性の向上を図
る。

Ａ

総)国際政策
課

　【事業目的】
日本語が十分に分
からない外国人に
対する生活適応支
援及び地域社会か
ら の 孤 立 化 の 防
止。

　市内５カ所の市民センターにおいて市民ボラン
ティアとの共働により日本語教室を実施した。

また，他のボランティア日本語教室についても，
教室情報を記載した「にほんごClass map」を更
新・配布（区役所窓口等）し，在住外国人への周
知に努めた。
H29.9月時点の教室数54教室（市主催・民間含む）
＜H28.9月時点の教室数53教室（市主催・民間含
む）＞

Ａ 総)国際政策
課

予算額 29年度 28年度

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
日本語ボランティ
ア教室の維持・拡
大。

　【事業目標】
　「やさしい日本
語」の活用

東区市民相談室に通訳を配置し，区役所業務に
係る案内・相談や市政に係る相談を受け付けた。
相談件数90件＜74件＞
・英語　月曜日，・中国語　木曜日
時間　13:00～16：00

施策の方向

　【事業目標】
外国人が利用しや
すい相談窓口とす
る。 29年度 28年度

在住外国人の
生活環境整備
事業

＜ 2,044千円＞
基本目標

予算額

予算額 800千円

29年度 28年度
3，863千円

基本目標

1，920千円

＜ 15,376千円＞
施策の方向

・在住外国人
の生活環境整
備事業（情報
提供）

・福岡よかトピ
ア国際交流財
団における情
報提供

４ 達成度

1 4 具体的施策 13

1 2 具体的施策 3

1 3 具体的施策 9

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 13

2 4 具体的施策 29

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

1 4 具体的施策 13

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

アミカス日本語
クラス

福岡よかトピア
国際交流財団
における相談

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

施策の方向

Ｂ

基本目標

基本目標
＜1，864千円＞

市）事業推進
課

基本目標

　【事業目的】
福岡市国際会館

において，在住外
国人の生活上の諸
問題について専門
家による無料相談
会を実施し，外国
人をめぐる諸問題
の 解 決 促 進 を 図
る。

○福岡市国際会館での多言語相談
（英語・中国語・韓国語）

【専門相談】
・法律相談　月２回＜月２回＞
・入国，在留，国籍に関する相談　月１回＜月１回
＞
・心理カウンセリング　週３回＜週３回＞
【一般相談・情報提供】
・窓口における相談件数（対面・電話）730件

＜2，472件＞
※外国人に対する相談のみ

B 総)国際政策
課

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。

予算額 29年度 28年度
1，286千円

基本目標

アミカス日本語クラス
全41回　65人＜全41回　45人＞

施策の方向

　【事業目的】
在住外国人の人権
が守られ，安心し
て暮らせるようにな
るための支援。

Ａ

施策の方向

　【事業目標】
現状のサービス

を維持する。
予算額 29年度 28年度

4，550千円 ＜ 16,148千円＞

　【事業目標】
在住外国人への支
援充実を目指す。

予算額 29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

市）事業推進
課

基本目標 施策の方向

55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉
基本目標

施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社 会 の 実 現 を 促
進。

５ 事業実施担当課

基本目標１　17



４ 達成度

1 4 具体的施策 13

1 4 具体的施策 13基本目標 施策の方向

　【事業目的】
在住外国人に対す
るサービスの向
上。

保健師等が日本語の通じない外国人家庭を訪問
する際に，保健相談・指導業務を円滑にするため
の電話通訳業務

利用件数　　　54件〈60件〉

A保健師等の訪
問指導等にお
ける外国語通
訳業務

外国人母子保
健サービス事
業

　【事業目的】
在住外国人の母子
に対するサービス
の向上

外国語版母子健康手帳の交付
　8か国語 計98冊〈125冊〉

※乳幼児健康診査時に英語版のアンケート用紙
を使用

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
引き続き外国語の
通訳業務を行う。

こ）こども発達
支援課

予算額 29年度 28年度
357千円

Ｂ

５ 事業実施担当課

＜ 499千円＞

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
引き続き外国語母
子手帳の交付を行
う。 予算額 29年度 28年度

- －

こ）こども発達
支援課

        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

        44 43 0 0

施策の方向 １　配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護

４ 達成度

2 1 具体的施策 14

2 1 具体的施策 14

　【事業目的】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止と相
談窓口周知のため
に，講座・講演会
等により意識啓発
を進める。

福岡市ＤＶ防止講演会
　「加害者の足抜け支援から見た

ＤＶ・ストーカー事件
　　～ＤＶ・ストーカーの現状と解決への道筋～」
　　講師：小早川　明子氏（ＮＰＯヒューマニティ）
　　参加者数：111人〈130人〉

A こ）こども家庭
課

　【事業目標】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止の意
識と相談窓口の認
知度が高まる。

こ）こども家庭
課

施策の方向

予算額 29年度 28年度
224千円

講座・講演会
等による配偶
者からの暴力
防止に関する
啓発

＜ 224千円＞
基本目標 施策の方向

予算額 29年度 28年度
100千円 ＜ 100千円＞

基　本　目　標　２
女性への暴力が根絶され，男女の人権が尊重されるとともに，

誰もが安心して暮らせる社会を目指します

　【事業目的】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止と相
談窓口周知のため
に，様々な機会を
とらえて意識啓発
を進める。

○市政だより，ホームページ，配偶者暴力相談支
援センターカード・リーフレットの配布を行い，DV
防止と相談窓口の啓発を行った。

・市ホームページへの掲載
・配偶者暴力相談支援センターカード・

リーフレット配布
・市本庁舎カフェコーナーサイネージで

ＤＶ防止と相談窓口の周知

B市政だよりや
ホームページ
等を活用した
広報，啓発

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標

　具体的施策 14   配偶者等からの暴力防止に向けた意識啓発

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止の意
識と相談窓口の認
知度が高まる。

基本目標別評価集計

基本目標２　
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４ 達成度

2 1 具体的施策 14

2 1 具体的施策 14

2 1 具体的施策 15

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

配偶者暴力相談支援センターにおいてＤＶ被害相
談を実施

・相談件数　　453件〈454件〉
・うちＤＶ相談件数　　389件〈374件〉

28年度

こ）こども家庭
課

　【事業目標】
若年層のデートＤ
Ｖに関する理解が
深まる。 予算額 29年度 28年度

　【事業目的】
高校生等の若年
層に対しデートＤＶ
の意識啓発を行
い，ＤＶの未然防
止に取り組む。

・市立高校４校及び私立高校１校でデートＤＶ防
止教育講演会を実施
　参加者数：2，511人〈1，286人〉
・デートＤＶ防止啓発カード・ポスターの配布

配布先：市立中学校，高校，専門学校，大学
ほか関係機関

（カードは，市立中学３年生と市立高校全学年
　の生徒に配布）

市）事業推進課
こ）こども家庭
課

　【事業目標】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止の意
識と相談窓口の認
知度が高まる。

B

100千円 ＜ 100千円＞予算額

予算額 29年度

29年度

相談窓口情報
を掲載したカー
ド，リーフレット
の作成，配布

配偶者暴力相
談支援センター
における相談

　【事業目的】
専用電話による相
談を行い，各区保
健福祉センター，
アミカスと連携し，
被害者の相談から
自立支援までの切
れ目のない支援を
行う。

高校生等の若
年層に向けた
デートDV（交際
相手からの暴
力）に関する教
育啓発

基本目標 施策の方向

28年度

　【事業目標】
専用電話による相
談を行い，各区保
健福祉センター，
アミカスと連携し，
被 害 者 支 援 を 行
う。

172千円 ＜ 208千円＞
基本目標 施策の方向

B

こ）こども家庭
課

3，393千円 ＜ 3,439千円＞
基本目標 施策の方向

 　具体的施策 15　相談体制の充実

　【事業目的】
配偶者等からの暴
力（ＤＶ）防止と相
談窓口周知のため
に，カードやリーフ
レット等の広報物
を配布して意識啓
発を進める。

○アミカス相談室リーフレット配布
作成3，000部〈3000部〉

○配偶者暴力相談支援センターカード・リーフ
レットの配布
・配布数：10，000部〈10，000部〉
・配布先：市施設，各種支援団体，医療機関

など

B

４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 4 具体的施策 28

3 3 具体的施策 39

2 1 具体的施策 15

2 2 具体的施策 22

2 3 具体的施策 27

2 4 具体的施策 28

4 2 具体的施策 45

2 1 具体的施策 15

3 2 具体的施策 37

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

29年度

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。 28年度

428千円 <444千円>

施策の方向

基本目標

市）事業推進課

こ）こども家庭
課

基本目標

B

予算額

施策の方向

29年度

Ｂ

基本目標 施策の方向

基本目標

29年度 28年度

男性が抱える様々な問題に男性相談員が相談に
応じる。
月3回　（2時間/日）
相談員：臨床心理士等の男性相談員
相談件数：  68件〈69件〉

基本目標

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目標】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

予算額

施策の方向

＜ 100,098千円＞

施策の方向

B

区子育て支援
課・家庭児童
相談室におけ
る相談

婦人相談
　延べ件数  6，415件〈6，269件〉
※うち，ＤＶ相談　延べ件数 2，605件〈2，588件〉

母子・父子自立相談
　延べ件数  9，060件〈9，273件〉
家庭児童相談　延べ件数 17，016件〈14，432件〉

予算額

<23，739千円>

　【事業目的】
男性が抱える様々
な問題に男性相談
員が相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

男性のための
相談ホットライ
ンによる相談

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目的】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

28年度
105,192千円

（１）相談業務
①総合相談(相談・面接）
②アミカスDV相談ダイヤル
③法律相談
④男性のための相談ホットライン

（２）講座などによる啓発活動
①法律講座　年2回〈3回〉

参加者　延べ38名〈88名〉
②グループワーク　年2講座12回

参加者　延べ36人〈10人〉
③DV講座　2回〈2回〉　参加者13名〈8名〉
④自主グループ支援 18回〈7回〉44人〈38人〉

（３）相談員の会議・研修
①ＤＶ相談窓口の相談員連絡会議　1回〈1回〉
②事例検討・研修会　年4回〈5回〉

〈事業実績〉
○相談件数　   3，455件〈3，675件〉
　 うち，DV相談  609件〈502件〉

23，997千円

市）事業推進課

施策の方向

基本目標

アミカス相談室
における相談

　【事業目的】
日常生活の中で直
面する様々な問題
について相談員な
どが相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

基本目標２　19



４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 15

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

相談員研修の
充実

<12，227千円>

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

108千円

　【事業目的】
相談員のスキル向
上により，的確な
被害者支援を行
う。

  【事業目標】
相談員研修の実
施や国・県等の研
修へ相談員を派遣
することにより，相
談員のスキルを向
上させる。

こ）こども家庭
課

＜ 145千円＞

○こども家庭課主催研修等
「男性相談について」

　　　市関係職員，母子生活支援施設職員などに
    対して，ＤＶに関する研修を実施。

・参加者数：　20名〈25名〉
○国，県等主催研修への参加

・参加者数：157名<162名>

＜ 518千円＞
施策の方向

基本目標 施策の方向

予算額 29年度

Ｂ　【事業目的】
市民および関係者
が本事業を知り活
用する

　【事業目的】
被 害 者 に 無 料法
律相談を実施し，
被害者の自立支
援を進める。

○アミカス
夫婦や親子間・相続，金銭，不動産などに

ついて，女性弁護士が相談に応じる。
　 昼間：月４回（1人30分×6/回）
　 夜間：月1回（1人30分×4人）
　 実績：196件〈256件〉
    （内　DVに関する相談　20件〈22件〉）
○配偶者暴力相談支援センター
　 法的な助言が必要なDV被害者に対して，
弁護士による法律相談を実施。
　 法律相談件数39件〈46件〉

28年度
518千円

施策の方向基本目標

施策の方向
11,528千円

基本目標

29年度予算額

B

29年度 28年度予算額

　【事業目標】
こころの健康に関
して各区保健福祉
センターや精神保
健福祉センターが
相談窓口であるこ
とを知っている市
民の割合が50％
に達する。

ＤＶに関する相談件数　22件〈78件〉
全相談件数　93，925件〈90，622件〉

28年度

区保健福祉セ
ンターや精神
保健福祉セン
ターにおける精
神保健相談

法的助言が必
要な被害者に
対する法律相
談

保）保健予防課

A 市）事業推進課
こ）こども家庭
課

基本目標

４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 15

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

－

市）事業推進課

各区家庭児童相談室・配偶者暴力相談支援セン
ター・アミカス相談室の相談員連絡会議

年１回〈１回〉

基本目標

29年度 28年度

90千円
施策の方向

市）事業推進課
こ）こども家庭
課

　【事業目的】
関係機関が連携し
て被害者の立場に
立った切れ目のな
い支援を行う。

施策の方向

＜ 90千円＞

　【事業目的】
関係職員等への
研修を実施し，被
害者対応のスキル
向上を図る。

　市民と直接接する機会が多い地域の民生委員
や区役所の関係職員等を対象に研修講師を派
遣。また，出前講座を実施。
・実施回数：4回〈7回〉
・参加人数：382人〈475人〉

こ）こども家庭
課

29年度 28年度

B

29年度

予算額

28年度

B　【事業目的】
相談員のスキル向
上を図り，的確な
被 害 者 支 援 を 行
う。

予算額

　【事業目標】
少なくとも年1回は
連絡会議を開催す
る。 予算額

基本目標

施策の方向

相談員研修の
充実

　【事業目標】
研修回数を少なく
とも現行程度は維
持していく。

＜188千円＞

基本目標

-

B

＜166千円＞

○アミカス主催研修
①DV相談窓口の相談員（家児相，配暴

センター，アミカス）
対象の事例検討会（スーパーバイズ）
年３回〈３回〉

②アミカス相談室の相談員対象の事例検討会
（スーパーバイズ）
年１回〈２回〉

○国，県等主催研修への参加
・アミカス相談員 延べ　14人〈49人〉

配偶者等から
の暴力相談・
支援に関わる
職員に対する
研修の推進

相談員連絡会
議における情
報交換等によ
る連携強化

　【事業目標】
関係職員等に対し
て，配偶者等から
の暴力（ＤＶ）防止
と，被害者への適
切 な 対 応 の た め
に，様々な機会を
とらえて意識啓発
を進める。

基本目標２　

20



４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 16

2 1 具体的施策 16

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

○受給者数　14，494人<14，738人> Ａ

　【事業目標】
引き続き児童扶養
手当支給の実施を
図る。

予算額 29年度 28年度

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標 施策の方向

基本目標

こ）こども家庭
課

29年度 28年度

こ）こども家庭
課

施策の方向

施策の方向

　【事業目標】
民間シェルターを
支援し，連携して
被害者の保護・支
援に取り組む。

予算額 25,592,982千円

　家庭内で暴力等をうけた母子等を緊急かつ一
時的に保護した。
　県・市・民間施設での保護世帯数　　66世帯〈52
世帯〉

Ａ　【事業目的】
家庭等における生
活の安定と，次代
の世代を担う児童
の健やかな成長に
資するため，児童
を養育する者に手
当を支給する。

施策の方向

　【事業目標】
迅速かつ的確な対
応を行う。 予算額

A

A

危険が急迫し
ている場合の
被害者及び同
伴の子どもの
安全確保及び
一時保護

シェルターを運
営する民間支
援団体の活動
支援

○受給者数　124，069人　<124，041人>

こ）こども家庭
課

こ）こども家庭
課

予算額 29年度 28年度
1，000千円

〈25，849，793千円〉
施策の方向

基本目標 施策の方向

児童扶養手当 　【事業目的】
ひとり親世帯の生
活の安定を図り，
自立を促進するた
め に ， 父 母 の 離
婚・父（母）の死亡
などによって，父
（母）と生計を同じ
くしていない児童
について，手当を
支給する。

　【事業目的】
民間シェルターを
支援し，連携して
被害者の保護・支
援に取り組む。

5,559千円

　DV被害者保護のためのシェルターを運営してい
る民間団体に対して，補助金を交付した。
 2団体への補助金交付　1，000千円〈1，000千
円〉

基本目標

児童手当

7,592,564千円 ＜ 7,589,903千円＞

29年度 28年度

　【事業目標】
引き続き安定的な
児童手当支給の
実施を図る。

＜ 1,000千円＞

　【事業目的】
迅速かつ的確な対
応を行う。

基本目標

　具体的施策 16　保護体制の充実

＜ 5,955千円＞

４ 達成度

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 17

4 3 具体的施策 48

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

市）事業推進課

○市営住宅優先入居
市営住宅の入居者募集において，ＤＶ被害者を

優遇することで，居住の安定を図り，その自立を
支援する。利用件数  4件〈１件〉
○一時使用

配偶者からの暴力（ＤＶ）被害者の住居の安定
を図り，その自立を支援する観点から，目的外使
用により住宅を使用させる。
利用件数  5件〈5件〉

〈8，202千円の一部〉
〈56，050千円の一

お仕事再開応援フェスタ
・定員：100人
・参加者数：119人＜113人＞

女性の就職支援セミナー
・ママのためのお仕事スタートアップ

　　全1回
　　定員：10人　参加者：計14人　＜17人＞

・女性のための就職応援プログラム
全2回×2コース
定員：各20人　参加者：計34人＜21人＞

資格取得講座（福岡地区職業訓練協会と共同
主催）
　パソコン，商業簿記，ファイナンシャルプラン

ナー，色彩検定，福祉住環境コーディネーター
　　定員：210人
　　参加者：計　220人　＜計233人＞

28年度

基本目標

29年度

予算額

施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

　【事業目標】
女性の再就職や
職業能力の向上

B

　【事業目的】
ひとり親家庭支援
センターにおいて
ひとり親家庭およ
び 寡 婦 の各 種相
談や就業支援講
習会等を行い，ひ
とり親家庭および
寡婦の自立を支援
する。

Ａ

＜ 56,104千円＞

29年度

Ａ

基本目標

市営住宅入居
における優遇
措置及び一時
使用制度の利
用

ひとり親家庭支
援センターにお
ける就業支援
の利用（就業
支援講習会，
就業相談，無
料職業紹介，
自立支援プロ
グラム策定事
業）

アミカスにおけ
る就業支援の
利用（女性の
就職を支援す
る講座，就職
相談，資格取
得・技能習得
講座）

ＤＶ被害者の居住
の安定を図る

－

住）住宅管理課

　具体的施策 17　被害者の自立のための支援

５ 事業実施担当課

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

予算額

施策の方向

－予算額 28年度29年度

基本目標

8，093千円の一部
55，994千円の一部

56，112千円

基本目標

こ）こども家庭
課

施策の方向

28年度

　【事業目的】
ＤＶ被害者の居

住の安定を図り，
その自立を支援す
る。

   【事業目標】

○各種相談や就業支援講習会等を行い，ひとり
親家庭及び寡婦の自立を支援
　　就職者数：185人〈161人〉
　　　【内訳（重複計上あり】
　　　　就業支援講習会：55人〈38人〉
　　　　就業相談： 170人〈133人〉
　　　　無料職業紹介：2人〈0人〉

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ策定事業：72人〈45人〉

基本目標２　21



４ 達成度

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

１　事業名

　【事業目的】
配偶者のない女子
又はこれに準ずる
事情にある女子及
びその者の監護す
べ き 児 童 を 保 護
し，自立に導く。

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
今後も当貸付を継
続して行っていく。

H29年度貸付実績

母子貸付　815件　366，979，200円
寡婦貸付　　17件 　　11，171，000円
父子貸付　　19件　　7，749，000円

合計　　　　851件　385，899，200円

基本目標

B

1，221，329千円

５ 事業実施担当課

配偶者のない女子又はこれに準ずる事情にある
女子及びその者の監護すべき児童を入所させ
て，これらの者を保護するとともに，これらの者の
自立の促進のためにその生活を支援した。
月平均入所世帯数　７4世帯〈84世帯〉

こ）こども家庭
課

母子生活支援
施設

Ａ

基本目標

ひとり親家庭自
立支援給付金
事業

母子父子寡婦
福祉資金貸付
事業

予算額

基本目標

29年度 28年度

施策の方向

施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
ひとり親家庭の父
または母の就業を
より効果的に促進
するために，給付
金を支給する。

こ）こども家庭
課

Ａ

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

93，864千円 ＜ 97,344千円＞

○自立支援教育訓練給付金事業
ひとり親家庭の父または母が能力開発のため

に資格等を取得する際，その受講料の6割（最高
20万円）を支給。

・支給件数　17件〈5件〉
○高等職業訓練促進給付金事業

ひとり親家庭の父または母が看護師等の就職
に結びつきやすい高度な資格を取得する際，月
額100，000円（課税世帯は月額70，500円）の促
進給付金を支給。
　また，修業後50，000円（課税世帯は25，000円）
の修了支援給付金を支給。

・支給件数　促進給付金　　　83件〈75件〉
修了支援給付金　　27件〈29件〉

こ）こども家庭
課

320,131千円
基本目標 施策の方向

＜ 298,746千円＞
29年度

施策の方向

　【事業目的】
母 子 家 庭等 及び
寡婦家庭の経済
的自立と，その扶
養する児童（子）の
福祉の増進を図る
ため，原則，無利
子で各資金を貸付
ける。

基本目標

28年度

　【事業目標】
配偶者のない女子
又はこれに準ずる
事情にある女子及
びその者の監護す
べき児童を当該施
設に入所させ，自
立の促進のために
その生活を支援す
る。 予算額 28年度

予算額 29年度
＜1，239，194千円

４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

児童扶養手当

３　事業実績及び予算額

29年度
＜ 518千円＞

　【事業目標】
引き続き児童扶養
手当支給の実施を
図る。

施策の方向

施策の方向

29年度

A

○受給者数　14，494人<14，738人>

○受給者数　124，069人　<124，041人>

基本目標

　【事業目的】
被 害 者 に 無 料法
律相談を実施し，
被害者の自立支
援を進める。

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

５ 事業実施担当課

7,592,564千円

　【事業目的】
ひとり親世帯の生
活の安定を図り，
自立を促進するた
め に ， 父 母 の 離
婚・父（母）の死亡
などによって，父
（母）と生計を同じ
くしていない児童
について，手当を
支給する。

１　事業名 ２　事業目的・目標

Ａ

25,592,982千円

こ）こども家庭
課

施策の方向

法的助言が必
要な被害者に
対する法律相
談

基本目標

施策の方向

28年度

28年度
518千円

基本目標

基本目標

施策の方向

予算額

29年度 28年度

Ａ

〈25，849，793千円〉

＜ 7,589,903千円＞

予算額

基本目標

　【事業目的】
家庭等における生
活の安定と，次代
の世代を担う児童
の健やかな成長に
資するため，児童
を養育する者に手
当を支給する。

予算額

基本目標

○アミカス
夫婦や親子間・相続，金銭，不動産などにつ

いて，女性弁護士が相談に応じる。
　　昼間：月４回（1人30分×6/回）
　　夜間：月1回（1人30分×4人）
　　実績：196件〈256件〉
　　（内　DVに関する相談　20件〈22件〉）
○配偶者暴力相談支援センター

法的な助言が必要なDV被害者に対して，
 弁護士による法律相談を実施。
　　法律相談件数　39件〈46件〉

施策の方向

基本目標

市）事業推進課
こ）こども家庭
課

施策の方向

児童手当

　【事業目標】
引き続き安定的な
児童手当支給の
実施を図る。

こ）こども家庭
課

基本目標２　

22



４ 達成度

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 17

2 1 具体的施策 18

　【事業目的】
配偶者等からの暴
力 被 害 者 に 対 し
て，臨床心理士等
によるカウンセリン
グを実施し，被害
者の精神的負担
の軽減を図る。

〈56，050千円の一部〉

心理的ケアが
必要な被害者
に対するカウン
セリング

アミカスDV被
害者支援のた
めのグループ
ワーク

福岡市女性に
対する暴力防
止連絡会議に
よる国，県，民
間団体等との
連携

３　事業実績及び予算額

29年度

２　事業目的・目標

B

基本目標

　DVで悩んでいる人達が，語り合う，ワークを通し
て気持ちの対処などについて学ぶ。
　グループワーク　年2講座〈12回〉　参加者　延べ
36人〈10人〉

29年度

１　事業名

　【事業目標】
関係機関との連絡
会議を開催し，より
スムーズな連携を
図る。 予算額

　【事業目的】
関係機関のスムー
ズな連携により，Ｄ
Ｖの予防啓発に各
機関が協力して取
り組むとともに，相
談者に対してより
効果的な支援が出
来るようになること
を目指す。

こ）こども家庭
課

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

施策の方向

基本目標
〈55，994千円の一部〉

　【事業目的】
ＤＶに悩んでいる
（いた）人たちが，
ワークを通して支
え合い，相談者の
精神的な安定や自
立した生活の実現
を目指す。

○アミカス相談室
・総合相談におけるDV相談への対応

カウンセリング  86回〈65回〉

５ 事業実施担当課

〈55，994千円の一部〉

B

施策の方向
69千円

開催回数：1回〈1回〉
委員構成：（外部）10機関・団体〈10機関・団体〉

（市内部）5所属〈5所属〉
（オブザーバー）1機関〈1機関〉

内容： ・福岡市におけるＤＶ相談等について
・福岡市における「女性に対する暴力を
なくす運動」期間中の広報・啓発活動
について

・関係法令の改正について
・各関係機関の取り組みについて

B

市）事業推進課

基本目標

〈56，050千円の一部〉

　具体的施策 18　関係団体との連携

予算額

＜ 69千円＞
29年度

施策の方向

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

28年度

予算額 28年度

市）事業推進課

28年度

４ 達成度

2 1 具体的施策 18

施策の方向 ２　セクシュアル・ハラスメント等及び性犯罪の防止

４ 達成度

2 2 具体的施策 19

2 2 具体的施策 25

3 1 具体的施策 32

4 2 具体的施策 44

予算額

相談や支援に
関わる庁内関
係各課の連絡
会議や情報交
換による支援

「働くあなたの
ガイドブック」の
発行

１　事業名

　【事業目的】
連絡会議や相談
員研修を実施し，
関係職員の連携を
図る。

１　事業名

　【事業目標】
勤労者総合啓発
誌「働くあなたのガ
イドブック」を多く
配布し，労働関係
法令の基礎知識
や相談窓口など情
報 の 周 知 に 努 め
る。

２　事業目的・目標

B

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

○「働くあなたのガイドブック」を作成し，市民をは
じめ労働団体や企業等に配布することにより，勤
労者の福祉の向上を図った。

作成部数
・平成27年度改訂版3，000部（増刷）＜1，100部
＞
・平成29年度改訂版8，700部（平成30年２月発
行）

配布部数
・平成27年度改訂版3，701部＜5，488部＞
・平成29年度改訂版8，642部

配布先
 市関係施設，国・県の関係施設，高校，専門学
校，大学など

３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
関係職員のスムー
ズな連携により，
的確な被害者支援
を行う。

基本目標

28年度
18千円 36千円

基本目標

５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標

28年度
650千円

経）就労支援課
＊平成30年度
から経）経営支
援課

基本目標

施策の方向

＜ 100千円＞

こ）こども家庭
課

Ａ

予算額

29年度

施策の方向

　具体的施策 19　セクシュアル・ハラスメント等の防止に向けた広報・啓発

５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標 施策の方向

○各区家庭児童相談室・配偶者暴力相談支援セ
ンター・アミカス相談室の相談員連絡会議

年１回〈１回〉

○こども家庭課主催研修
「男性相談について」
市関係職員，母子生活支援施設職員などに対

してＤＶに関する研修を実施。
・参加者数：　20名〈25名〉

29年度

　【事業目的】
労働関係法令や
市内の雇用・労働
に関する相談窓口
等を掲載した勤労
者総合啓発誌を作
成し，市民をはじ
め労働 団体 や企
業等に配布するこ
とにより，勤労者
の福祉の向上を図
る。

基本目標２　23



４ 達成度

2 2 具体的施策 20

2 2 具体的施策 20

2 2 具体的施策 20

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】

Ｂ

予算額 29年度 28年度

A○研修名：係長研修
受講者：係長級昇任者等　182名

○研修名：技能・労務職研修第３部
受講者：職長昇任者等　14名

28年度

　【事業目的】
職員の意識啓発を
図るとともに，苦情
相談の対応を行う
ことにより，安心し
て職務に専念でき
る職場環境を整え
る。

－

公務員倫理研
修

　【事業目標】
階層別研修におい
て，セクシュアル・
ハラスメント防止に
関する科目・内容
を実施する。

　具体的施策 20　市職員のセクシュアル・ハラスメントの防止

基本目標 施策の方向
-

施策の方向
- -

基本目標

総）人事課
消）職員課
水）総務課
交）総務課
教）コンプライア
ンス推進担当
議）総務秘書課
選）選挙課
人委）任用課
監）監査総務課
農委）農業委員
会事務局

予算額

施策の方向

予算額

A 総）研修企画課
基本目標

　【事業目標】
階層別研修におい
て，セクシュアル・
ハラスメントの防
止に関する科目・
内容を実施する。

－

○事業実績
１　職員向けの啓発パンフレットの周知
２　各任命権者にセクハラに関する相談

       窓口を設置
○セクハラの苦情相談件数

市長事務部局　１件
教育委員会　　０件　　計１件
〈市長事務部局　１件　 計3件〉

相談窓口

　【事業目的】
セクシュアル・ハラ
スメントがない職
場づくりを支援す
る。

人権研修

29年度

　【事業目的】
セクシュアル・ハラ
スメントがない職
場づくりを支援す
る。

28年度
-

○研修名：人権行政課長研修
受講者：課長級昇任２年目職員等　84名

○研修名：人権行政係長研修
受講者：係長級昇任２年目職員等　183名

○研修名：人権行政採用２年目研修
受講者：採用２年目職員等　258名

○研修名：新規採用職員研修(社会人経験者，
中途採用者等含む)

受講者：新規採用職員　254名

総）研修企画課

29年度

４ 達成度

2 2 具体的施策 20

2 2 具体的施策 20

2 2 具体的施策 21

ｾｸｼｬﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝ
ﾄ
防止研修

29年度

施策の方向

教）コンプライア
ンス推進担当

セクシュアル・
ハラスメント防
止に関する研
修

　【事業目的】
各職場で実施され
る人権研修に対
し，経費援助や情
報提供を行うこと
で人権尊重の視点
に立った行政の推
進を支援する。

職場研修支援

予算額 29年度

　【事業目標】
各職場で実施され
る研修への経費援
助やＤＶＤ等の貸
し出しを実施する

【事業目標】
継続して研修・指
導を実施すること
により，職員の意
識を向上させる。

　【事業目的】
教育現場における
セクシュアル・ハラ
スメントをなくす。

－
基本目標

交）総務課教
習所

A

　【事業目的】
職員一人ひとりの
男女共同参画に
対する理解と意識
の向上を図る。

　局内の31所属にて男女共同参画（人権・セク
シャルハラスメント等）に関する問題を題材として
研修を実施した。

参加者：681名（80回実施）
【職員578名，嘱託員93名，臨時職員10

名】

〈平成28年度　局内31所属，参加者：686名（87回
実施）〉

　【事業目標】
継続して研修を実
施することにより，
職員の意識を向上
させる。 28年度予算額

-
28年度

-
施策の方向

3,087千円

総）研修企画課

－

＜ 3,209千円＞

基本目標

29年度 28年度

A・セクシュアル・ハラスメント防止に関する研修を
全市立学校で実施
・綱紀粛正の通知において，セクシュアル・ハラス
メントの防止について全市立学校を指導

A

予算額

○講師の紹介等研修情報の提供やＤＶＤ等の貸
出
○職場研修を実施する際に講師謝礼の経費を援
助

　具体的施策 21　教育現場におけるセクシュアル・ハラスメントの防止

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標２　

24



４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 2 具体的施策 22

2 3 具体的施策 27

2 4 具体的施策 28

4 2 具体的施策 45

2 2 具体的施策 22

センター人権啓発推進指導員及び人権擁護委員
を人権相談員として週5日配置し，必要な助言や
関係機関の案内等を行った。

人権相談件数172件<207件>
うち，女性問題の相談件数5件<15件>

　【事業目的】
日常生活の中で直
面する様々な問題
について相談員な
どが相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

＜23，739千円＞

施策の方向

　具体的施策 22　相談の充実

予算額 29年度

市）人権啓発セ
ンター

A

基本目標

市）事業推進課

施策の方向

人権啓発相談
室

基本目標 施策の方向
＜ 36,401千円＞

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

予算額
36,514千円

基本目標

28年度

施策の方向

基本目標

28年度

基本目標

　【事業目的】
様々な人権問題に
関する相談に応じ
る。

Bアミカス相談室
における相談

施策の方向

基本目標

施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
市民からの相談に
適切に対応し，市
民の人権に関する
啓発や問題解決を
支援する。

23，997千円

（１）相談業務
①総合相談(相談・面接）
②アミカスDV相談ダイヤル
③法律相談
④男性のための相談ホットライン

（２）講座などによる啓発活動
①法律講座　年2回〈3回〉

参加者　延べ38名〈88名〉
②グループワーク　年2講座12回

参加者　延べ36人〈10人〉
③DV講座　2回〈2回〉　参加者13名〈8名〉
④自主グループ支援 18回〈7回〉44人〈38人〉

（３）相談員の会議・研修
①ＤＶ相談窓口の相談員連絡会議　1回〈1回〉
②事例検討・研修会　年4回〈5回〉

〈事業実績〉
○相談件数　   3，455件〈3，675件〉
　 うち，DV相談  609件〈502件〉

29年度

４ 達成度

2 2 具体的施策 22

2 2 具体的施策 23

2 2 具体的施策 23

犯罪被害者対策 　【事業目的】
　犯罪被害者等の
相談体制の強化。

　【事業目標】
犯罪被害者等の
相談対応窓口の
運営継続。

5,072千円

基本目標

基本目標

予算額

　具体的施策 23　性犯罪被害の防止及び犯罪被害者への支援

28年度

　【事業目標】
教育実習生に対す
るセクハラ防止に
ついて，職員の意
識を向上させる。

基本目標

29年度

○事業実績
教育実習生対象のセクハラ相談窓口の周知

229千円
施策の方向

Ｂ

市）生活安全課

　【事業目的】
　福岡市における
性犯罪の人口千
人当たりの認知件
数は，政令指定都
市のうちワースト
上位で推移してお
り，性犯罪抑止に
向けた取組みを推
進する。

　【事業目的】
教育実習生に対す
るセクハラの根絶

予算額

28年度
-

教）コンプライア
ンス推進担当

<5，072千円>

Ｂ

28年度

<136千円>

29年度

A

施策の方向

29年度

教育実習生に
対するセクハラ
相談窓口

福岡県，福岡市，北九州市３者の共同事業と
して，「福岡犯罪被害者総合サポートセンター」
及び「性暴力被害者支援センター・ふくおか」を
運営し，犯罪被害者等に対する電話相談，面
接相談等を実施した。

○性犯罪被害防止に関する出前講座の実施
　 開催回数：　33回　　　参加人数：1，840名〈21
回　2，643名〉
○福岡市営地下鉄における構内アナウンスの実
施
○大学生等に対する啓発メール等の配信
○性犯罪被害防止キャンペーンの実施

市）生活安全課

-

性犯罪抑止啓
発事業

予算額

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目標】
性犯罪認知件数
の減少。

施策の方向

基本目標２　25



施策の方向 ３　生涯にわたる健康支援

４ 達成度

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 24

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

29年度

B

思春期後半のひきこもりの子どもの家庭に思春
期訪問相談員を派遣し，状態の改善を図ることを
目的としたもの。
○ひきこもり等の子どもへの相談員派遣事業

派遣件数： 5件〈4件〉，派遣回数： 72回〈30回〉
派遣相談員養成講座，ピアサポーター講座
実施回数：3回<3回>，参加者数： 18人〈23人〉

○ひきこもり等保護者交流会
実施回数： 5回〈5回〉，参加者数： 51人〈41人〉
保護者交流会登録者数： 43人〈50人〉

○思春期ひきこもり講演会等
実施回数： 1回〈1回〉，参加者数： 30人〈39人〉

基本目標

　【事業目的】
思春期の子どもの
ひきこもりが改善
でき，自立に向け
ての支援に繋げて
いく。

　【事業目標】
 身近な相談窓口
としての機能を充
実し，的確な対応
を行う。

28年度

B

　【事業目標】
こども自身が安心
して相談できる体
制をつくる。

女の子専用電話を設置し，女の子本人からの相
談を女性相談員が受ける。
※具体的施策番号36「こども総合相談センター総
合相談事業」の中の一事業。
相談受理件数：463件〈456件〉

予算額（具体的施策番号36　こども総合総合相談
センター相談事業参照）

予算額

女の子専用相
談電話

　【事業目的】
・思春期後半の心
のケアを必要とす
るひきこもり気味
の子どもたちが安
心して過ごせる場
を提供し，ひきこも
りの改善を図る。

・関係機関との連
携による思春期の
子どもたちへの相
談体制の充実を図
る。

　具体的施策 24　青少年に対する支援，意識啓発

28年度

　【事業目標】
自立に向けて支援
し，ひきこもりの長
期化を防ぐ。

予算額

＜ 762千円＞
29年度

思春期ひきこも
り等相談事業

734千円

施策の方向

こ）こども相談
課

13,996千円 ＜ 13,996千円＞

こ）こども相談
課

施策の方向

○思春期集団支援事業
実施回数：  140 回〈140回〉
参加者数：   745人〈681人〉

◯ひきこもり地域支援センターワンド（居場所活
動）
　　実施回数：  132 回〈139回〉
　　参加者数：　443 人〈632人〉
○思春期相談関連懇話会

思春期相談に関わる関係機関等の連携
強化を図る。
2回開催〈2回〉

　【事業目的】
子ども本人から思
春期に関する電話
相談を受けたとき
に，子ども自身が
安心して相談でき
る体制をつくる。

A こ）こども相談
課

基本目標

464,443千円 ＜455，675千円＞
基本目標

28年度

思春期相談

予算額
29年度

４ 達成度

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 27

2 3 具体的施策 24
2 3 具体的施策 27

５ 事業実施担当課

基本目標 施策の方向
施策の方向

29年度

-

基本目標

各区保健所に希望のあった学校等へ，「性感染
症予防教室」という形で保健所医師等が講師とな
り，ＨＩＶ感染やエイズ，性感染症予防についての
出前講座実施。
○実施(２９年度)
　母子生活支援施設　1回
※予算：エイズ対策費

性教育の手引
きに基づく指導

教）生徒指導課

性に関する指
導者研修会の
開催

28年度予算額

各区保健所にて，ＨＩＶ感染やエイズ・性感染症の
相談を随時行っており，HIV・クラミジア（中央区以
外）・梅毒（中央区以外）の検査を実施している。
○検査実施状況〈２８年度も同様〉

東区，南区，城南区，早良区，西区は週１回実
施。
　中央区は週１回及び月１回（休日）
　博多区は週１回及び月２回（夕方）
※予算：エイズ対策費

-

　【事業目的】
性教育の手引き
「すばらしい成長」
を活用した性教育
の推進
（小・中学校）

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

【事業目標】
感染の早期発見
により，重症化及
び感染拡大防止に
つながる。

21,659千円

保）保健予防課性感染症予防
対策

29年度 28年度

性に関する指導者研修会の実施
場所：教育センター
実施日：平成29年9月25日（月）
参加者：市内小，中，高校，特別支援学校，

幼稚園の担当者（※各担当者1名）

施策の方向

予算額

基本目標

　【事業目標】
児童・生徒が生命
尊重，男女平等な
どの精神に基づく
正しい異性観を持
ち，自ら考え，判断
し，望ましい行動を
とれるようにする。

予算額

　【事業目標】
各学校において，
性教育を適切かつ
円滑に推進してい
くため。

　【事業目的】
性に関する指導者
研修会の参加率
の向上

＜23，966千円＞

Ａ

１　事業名

基本目標

【事業目的】
性感染症に対する
知識を持ち，感染
拡大防止につなが
る。

Ｂ

B

29年度 28年度
-

健康教育年間計画を作成し，「性教育の手引き」
を活用し，発達段階に応じた性教育（小・中学校）
を実施。

「性教育の手引き」内容
①性教育の考え方
②小・中学校における指導の実際
③Ｑ＆Ａ
④個別指導について
各小・中学校に対して配布

施策の方向

基本目標

教）生徒指導課

9千円

施策の方向

基本目標２　

26



４ 達成度

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 25

2 3 具体的施策 25

５ 事業実施担当課２　事業目的・目標

情報モラル教
育の推進

-

○情報モラル指導の実施率
小学校:100%〈100%〉
中学校:100%〈100%〉
高等学校:100%〈100%〉

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ・携帯電話等を介した児童生徒の被害
防止のために，情報モラルに関する啓発活動を
全校で実施

28年度

＜ 49,804千円＞
基本目標

１　事業名

29年度

　【事業目的】
母性機能の保護
の必要性について
の認識を広く浸透
させる。

　【事業目標】
情報社会で適正な
活動を行うための
基になる考え方と
態度を育成する。

　【事業目的】
情報モラル指導を
全小・中・高等学
校で実施し，児童
生徒の意識を高め
る。

29年度

３　事業実績及び予算額

12,768千円

基本目標

　妊婦及びその家族に対して妊娠・出産・育児に
対する知識の普及を行う。また，計画出産のため
の正しい知識と技術の普及を行う。

開設回数　184回〈263回〉
参加者数　（実）1，258人〈940人〉

(延) 2，239人〈2，220人〉

働くママとパパ
のマタニティス
クール

施策の方向

予算額

945千円

施策の方向

-

A

Ｂ こ）こども発達
支援課

予算額

教）生徒指導課

　【事業目標】

予算額

28年度

　【事業目的】
　働く夫婦を対象
に保健所で実施さ
れているマタニティ
スクールを補てん
するため実施す
る。

月１回開催
「妊娠中の身体づくり，分娩について」
「沐浴の説明とデモンストレーション」
「妊婦体験」
「育児体験とグループワーク」

参加者数：419名（412名）

こ）こども発達
支援課

Ｂ

　具体的施策 25　母性の社会的重要性に関する認識の浸透

マタニティ
スクール

＜ 945千円＞
基本目標 施策の方向

29年度 28年度

　【事業目標】

４ 達成度

2 2 具体的施策 19

2 2 具体的施策 25

3 1 具体的施策 32

4 2 具体的施策 44

2 3 具体的施策 26

　具体的施策 26　妊娠・出産に関する健康管理の支援

「働くあなたの
ガイドブック」の
発行

妊婦健康診査

予算額 29年度 28年度

28年度
650千円

経）就労支援課
＊平成30年度
から経）経営支
援課

基本目標

1，417，986千円

29年度

施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
妊産婦に対する健
康管理の充実を図
るため，妊婦健診
診査を実施する。

基本目標

こ）こども発達
支援課

　【事業目的】
労働関係法令や
市内の雇用・労働
に関する相談窓口
等を掲載した勤労
者総合啓発誌を作
成し，市民をはじ
め労働団体や企
業等に配布するこ
とにより，勤労者
の福祉の向上を図
る。

妊婦の健康管理の充実を図るため，医療機関で
健康診査を実施。平成21年度より助成回数を14
回に拡充。

〇妊婦一般健康診査
助成回数　14回＜14回＞
延べ受診者数　180，938人＜182，873人＞

基本目標

＜ 1,428,510千円＞

＜ 100千円＞

１　事業名 ２　事業目的・目標

A

○「働くあなたのガイドブック」を作成し，市民をは
じめ労働団体や企業等に配布することにより，勤
労者の福祉の向上を図った。

作成部数
・平成27年度改訂版3，000部（増刷）＜1，100部
＞
・平成29年度改訂版8，700部（平成30年２月発
行）

配布部数
・平成27年度改訂版3，701部＜5，488部＞
・平成29年度改訂版8，642部

配布先
 市関係施設，国・県の関係施設，高校，専門学
校，大学など

　【事業目標】
勤労者総合啓発
誌「働くあなたのガ
イドブック」を多く
配布し，労働関係
法令の基礎知識
や相談窓口など情
報の周知に努め
る。

施策の方向

Ａ

施策の方向

基本目標

施策の方向

　【事業目標】
妊婦検診の充実を
目指す。

予算額

基本目標

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標２　27



４ 達成度

2 3 具体的施策 26

2 3 具体的施策 26

施策の方向
15，505千円

　【事業目的】
　退院直後の母子
に対して，心身の
ケアや育児サポー
ト等を行い，産後
も安心して子育て
ができる支援体制
を確保するととも
に，妊娠中から産
後早期の家庭に
対し，家事や育児
のサポートを行
い，育児負担の軽
減を図る。

　【事業目的】
　母親の妊娠，出
産，育児の悩みを
解消し，母子の健
全育成を図る。

29年度

こ）こども発達
支援課

母子巡回健康
相談

施策の方向基本目標

こ）こども発達
支援課

　平成28年12月から事業開始。市政だより，ホー
ムページへの掲載等で広報，周知

【産後ケア事業】※H28.12月開始
・利用人数　　37人

【産後ヘルパー派遣事業】
・利用人数　　223人＜38人※H28.12月開始＞

29年度

28年度予算額 ＜6，664千円＞

　【事業目標】
要支援者が虐待
へ移行しない。 28年度予算額

　【事業目標】
平成32年度に産

後ケア事業の利用
人数が60人，産後
ヘルパー派遣事業
の利用人数が300
人（子育て満足度
が向上する）。

A

B

妊産婦・新生児訪問にてエジンバラ産後うつ病質
問票(ＥＰＤＳ)を利用し，要支援者（ＥＰＤＳ高得点
者等）を把握して産後早期から支援する。

〇ＥＰＤＳを用いた訪問指導
ＥＰＤＳ調査実数　　10，132人＜9，736人＞
高得点者数　　　　　845人＜948人＞

＜ 24,363千円＞

基本目標

産後サポート
事業

24,731千円

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課 ４ 達成度

2 3 具体的施策 26

2 3 具体的施策 26

2 3 具体的施策 26

29年度

基本目標 施策の方向

　【事業目標】

予算額

母親の心の健
康支援事業

特定不妊治療
費助成事業

保）口腔保健支
援センター

＜ 320,355千円＞

　【事業目標】
引き続き不妊治療
費の助成を行う。

こ）こども発達
支援課

施策の方向

14，053千円

　【事業目的】
　不妊に悩む夫婦
の精神的負担を軽
減するため，医学
的な相談や心の悩
みに応じるととも
に，経済的負担を
はかる。

28年度

＜ 12,561千円＞
基本目標

　子どもを望む夫婦に対し，特定不妊治療費の一
部を助成した。また，不妊に関する悩みや相談を
専門医師または助産師等により相談を行った。

助成人数　1，971人＜1，864人＞
専門相談　249件＜6件＞
一般相談　2，690件＜3，061件＞

A

29年度 28年度

　子どもを望む夫婦に対し，特定不妊治療費の一
部を助成した。また，不妊に関する悩みや相談を
専門医師または助産師等により相談を行った。

助成人数　1，971人＜1，864人＞
専門相談　249件＜6件＞
一般相談　2，690件＜3，061件＞

こ）こども発達
支援課

＜ 13,912千円＞

A

予算額

施策の方向

28年度
353，922千円

　【事業目的】
女性の生涯を通じ
た歯の健康，及び
赤ちゃんの健やか
な成長のため，妊
婦を対象に，むし
歯と歯周疾患予防
のための歯科健診
を実施する。また，
その結果に基づ
き，早期治療の推
奨や適切な保健指
導を行う。

9,872千円

　【事業目標】
引き続き不妊治療
費の助成を行う。

　【事業目的】
　家庭における養
育機能の強化，虐
待予防を図る。

基本目標

予算額 29年度

妊婦歯科健康
診査

受診者数：4，696人　受診率： 30.8 %
<受診者数：4，282人　受診率：28.0 %>

　対象者：福岡市内在住の妊婦
　実施回数：妊娠期間中に１回

※平成24年度から自己負担額無料。
内容：口腔内診査（むし歯と歯周疾患），歯科

保健指導

B

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標２　

28



４ 達成度

2 3 具体的施策 27

2 3 具体的施策 27

2 3 具体的施策 27
742千円

29年度
＜46，468千円＞

基本目標

28年度

　【事業目的】
がん検診の受診
促進を図るととも
に，がんの早期発
見と正しい健康知
識の普及及び啓
発を図る。

　【事業目標】
がん診受診率
50％
（平成32年度）

B

施策の方向

基本目標

　【事業目的】
心の健康づくりに
関する普及啓発を
すすめる。

予算額

施策の方向

予算額

　【事業目標】
心の健康づくりに
関する正しい知
識・情報の提供

Ｂ 保）精神保健福
祉センター

保）保健予防課

　【事業目標】
こころの健康に関
して各区保健福祉
センターや精神保
健福祉センターが
相談窓口であるこ
とを知っている市
民の割合が50％
に達する。

福岡市の自殺者
数の減少
（平成28：256人以
下）。

保）健康増進課

Ｂ○精神保健相談：
1　専門医による定例相談 230人<236人>
2　相談員による常時相談 93，695人<90，413人

>
○うつ病予防対策（自殺予防対策事業）

1　うつ病に関する教室，講座等を各区保健
      福祉センターで開催。

全79回，1，763人<全84回，2，007人>

28年度

５ 事業実施担当課

子宮頸がん検診
受診者数：　47，874人　＜48，107人＞

乳がん検診
受診者数：　18，108人　＜19，606人＞

働く世代のためのがん検診推進事業として，初年
度対象者（子宮頸がん検診：20歳，乳がん検診：
40歳）に対し，無料クーポン券及び検診手帳を送
付。

28年度29年度

基本目標

３　事業実績及び予算額２　事業目的・目標

＜42，679千円＞

29年度

子宮頸がん検
診，マンモグラ
フィによる乳が
ん検診

１　事業名

心の健康づくり
事業

施策の方向
＜842千円＞

＜31，428千円＞

○心の健康づくり講演会の実施
２回 　参加者数（延べ）　 233人

＜ ２回    参加者数（延べ）　240人＞
○職場のメンタルヘルス向上(講師紹介・派遣）

１回　　参加者数（延べ）　231人
＜ ３回　　参加者数（延べ）　136人＞

精神保健相談
及びうつ病予
防対策

　【事業目的】
市民および関係者
が本事業を知り活
用する。

うつ病に関する普
及啓発をすすめ
る。

31,225千円

　具体的施策 27　ライフステージに応じた心身の健康管理の支援

予算額

４ 達成度

2 3 具体的施策 27

2 3 具体的施策 27

2 1 具体的施策 15

2 2 具体的施策 22

2 3 具体的施策 27

2 4 具体的施策 28

4 2 具体的施策 45

　【事業目的】
ライフステージに
応じた心身の健康
管理の支援。

区民と医師との会公開講演会（2回）
・9/2    定員：150人　参加者： 82人＜150人＞
・3/24　定員：150人　参加者：294人＜315人＞

施策の方向

施策の方向

予算額

施策の方向

23，997千円

　【事業目的】
日常生活の中で直
面する様々な問題
について相談員な
どが相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

基本目標

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

A

29年度
＜56，050千円の一部＞

28年度

市）事業推進課

市）事業推進課

B

＜23，739千円＞

29，583千円

予算額

基本目標

基本目標

基本目標

　【事業目的】
依存症やひきこも
り等の相談を受
け，必要な助言・
支援を行う。

　【事業目標】
健康についての正
確な知識と情報の
提供。

Ｂ 保）精神保健福
祉センター

＜30，060千円＞

施策の方向

施策の方向

28年度

５ 事業実施担当課

（１）相談業務
①総合相談(相談・面接）
②アミカスDV相談ダイヤル
③法律相談
④男性のための相談ホットライン

（２）講座などによる啓発活動
①法律講座　年2回〈3回〉

参加者　延べ38名〈88名〉
②グループワーク　年2講座12回

参加者　延べ36人〈10人〉
③DV講座　2回〈2回〉　参加者13名〈8名〉
④自主グループ支援 18回〈7回〉44人〈38人〉

（３）相談員の会議・研修
①ＤＶ相談窓口の相談員連絡会議　1回〈1回〉
②事例検討・研修会　年4回〈5回〉

〈事業実績〉
○相談件数　   3，455件〈3，675件〉
　 うち，DV相談  609件〈502件〉

28年度

２　事業目的・目標

施策の方向

基本目標

55，994千円の一部

　【事業目標】
依存症やひきこも
り等の相談を受
け，必要な助言・
支援を行う。

予算額

施策の方向

基本目標

29年度

29年度

(精神保健福祉センター）
 相談件数　電話　　879件　＜1，085件＞

面接　   346件　＜　255件＞
（ひきこもり成年地域支援センター）
　相談件数　　延べ　2，352件　＜2，342件＞

３　事業実績及び予算額

基本目標

１　事業名

依存症・ひきこ
もり等専門相
談

健康管理の支
援のための講
座

アミカス相談室
における相談

基本目標２　29



４ 達成度

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 27

2 3 具体的施策 24

2 3 具体的施策 27

施策の方向 ４　貧困，高齢，障がい等により困難を抱えた女性等が安心して暮らせる環境の整備

４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 4 具体的施策 28

3 3 具体的施策 39

　具体的施策28　ひとり親家庭等への支援の充実

５ 事業実施担当課

教）生徒指導課

区子育て支援
課・家庭児童
相談室におけ
る相談

　【事業目標】
児童・生徒が生命
尊重，男女平等な
どの精神に基づく
正しい異性観を持
ち，自ら考え，判断
し，望ましい行動を
とれるようにする。

健康教育年間計画を作成し，「性教育の手引き」
を活用し，発達段階に応じた性教育（小・中学校）
を実施。

「性教育の手引き」内容
①性教育の考え方
②小・中学校における指導の実際
③Ｑ＆Ａ
④個別指導について
各小・中学校に対して配布

29年度

２　事業目的・目標

　【事業目的】
性に関する指導者
研修会の参加率
の向上。各学校1
名以上の参加。

基本目標

婦人保護相談　延べ件数   6，415件〈 6，269件〉
※うち，ＤＶ相談　延べ件数   2，605 件〈2，588

件〉
母子・父子自立相談　延べ件数  9，060件〈9，273
件〉
家庭児童相談　延べ件数17，016件〈14，432件〉

施策の方向

105,192千円 ＜ 100,098千円＞

基本目標 施策の方向

Ａ

こ）こども家庭
課

基本目標

１　事業名

28年度

施策の方向

　【事業目的】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

　【事業目的】
性教育の手引き
「すばらしい成長」
を活用した性教育
の推進（小・中学
校）。

28年度

５ 事業実施担当課

基本目標

予算額

基本目標

基本目標

基本目標

施策の方向

予算額

施策の方向

３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

教）生徒指導課

- -

Ｂ

予算額 -

　【事業目標】
各学校において，
性教育を適切かつ
円滑に推進してい
くため。

9千円

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

29年度

施策の方向

Ｂ

施策の方向

29年度 28年度

性に関する指導者研修会の実施
場所：教育センター
実施日：平成29年9月25日（月）
参加者：市内小，中，高校，特別支援学校，

幼稚園の担当者（※各担当者1名）

１　事業名

性教育の手引
きに基づく指導

性に関する指
導者研修会の
開催

４ 達成度

2 4 具体的施策 28

2 4 具体的施策 28

B

2 1 具体的施策 15

2 2 具体的施策 22

2 3 具体的施策 27

2 4 具体的施策 28

4 2 具体的施策 45

１　事業名

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

３　事業実績及び予算額

こ）こども家庭
課

５ 事業実施担当課

28年度

市）事業推進課

予算額

　【事業目的】
日常生活の中で直
面する様々な問題
について相談員な
どが相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

  【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

アミカス相談室
における相談

－

　【事業目標】
業務研修の実施
や国・県等の研修
への派遣により相
談員のスキルを向
上させる。

施策の方向

Ａ

　【事業目的】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

本庁での業務研修や，厚生労働省・九州地区各
県主催の家庭児童相談等に関する専門的な知識
及び技術の向上を図るための研修などの派遣研
修を行っている。このうちDV対応については，福
岡県女性相談所での研修等に派遣している。

区家庭児童相
談室相談員研
修

施策の方向

29年度

２　事業目的・目標

＜23，739千円＞

施策の方向

予算額 28年度

Ａ

-

　【事業目標】
民生委員・児童委
員，主任児童委員
を対象とした研修
を，それぞれの区
分で毎年実施す
る。

○中堅研修　3回実施　参加者441人〈1回実施
参加者143人〉
○会長・副会長研修　　１回実施　参加者188人

〈１回実施　参加者199人〉
○主任児童委員研修　１回実施　参加者189人

〈1回実施　参加者177人〉
○専門部会研修（市レベルの研修）

10回実施　参加者延203人
〈10回実施　参加者延207人〉

○その他，各区レベルでも全民生委員・児童委員
を対象に別途，研修を実施している。

（１）相談業務
①総合相談(相談・面接）
②アミカスDV相談ダイヤル
③法律相談
④男性のための相談ホットライン

（２）講座などによる啓発活動
①法律講座　年2回〈3回〉

参加者　延べ38名〈88名〉
②グループワーク　年2講座12回

参加者　延べ36人〈10人〉
③DV講座　2回〈2回〉　参加者13名〈8名〉
④自主グループ支援 18回〈7回〉44人〈38人〉

（３）相談員の会議・研修
①ＤＶ相談窓口の相談員連絡会議　1回〈1回〉
②事例検討・研修会　年4回〈5回〉

〈事業実績〉
○相談件数　   3，455件〈3，675件〉
　 うち，DV相談  609件〈502件〉

基本目標

基本目標

保）福祉・介護
予防課（H30ND
…認知症支援
課）
こ未来）こども
家庭課

23，997千円

29年度

民生委員・児
童委員，主任
児童委員研修

予算額

基本目標 施策の方向

29年度 28年度

＜ 3,983千円＞3，769千円

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目的】
社会奉仕の精神を
もって相談，援助
に当たり社会福祉
の増進に努める民
生委員・児童委
員，主任児童委員
の資質の向上を図
る。

基本目標２　

30



４ 達成度

2 4 具体的施策 28

2 4 具体的施策 28

2 4 具体的施策 28

ひとり親家庭等
日常生活支援
事業

29年度

こ）こども家庭
課

28年度

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

予算額

施策の方向

○延派遣時間数　204時間<225時間>

5,510千円 ＜ 7,406千円＞

Ａ

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

予算額

こ）こども家庭課

こ）こども家庭
課

３　事業実績及び予算額

　【事業目的】
ひとり親家庭の方
が一時的に病気
等により介護，保
育等のサービスが
必要なときや未就
学児がいる家庭で
残業のため保育
サービスが必要な
ときに家庭生活支
援員を派遣するも
の。

29年度

施策の方向

５ 事業実施担当課

Ｂ

29年度 28年度
56,112千円 ＜ 56,104千円＞

基本目標 施策の方向

28年度

基本目標

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

１　事業名

　【事業目的】
ひとり親家庭の方
の就労支援を実施
する。

○ひとり親家庭無料職業紹介事業
平成20年12月からひとり親家庭支援センターに

て無料職業紹介事業を実施
　就職者数 ２名〈0名〉
○自立支援プログラム策定事業

児童扶養手当受給者の自立を促進するため，
個々の状況に応じた自立支援計画書（プログラ
ム）を策定し，個別・継続的な自立・就労支援を行
う。
　就職者数　72件<45件>
※両事業とも28年度よりひとり親家庭支援セン
ターの指定管理者の業務として位置付け

ひとり親家庭支
援センター事業

ひとり親家庭就
業支援事業

○各種相談，就業情報提供，就業支援講習会等
の実施
　　利用者数　9，974人〈9，984人〉

基本目標

＜ 55,057千円＞55,065千円

Ａ

予算額

２　事業目的・目標

　【事業目的】
ひとり親家庭等の
福祉を増進するた
め，各種相談に応
じるとともに，本市
におけるひとり親
家庭の自立・就業
支援の中心施設と
して，他の相談機
関等と連携しなが
ら就業情報の提供
や就業支援講習
会等の事業を実施
する。

４ 達成度

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

　【事業目的】
ひとり親家庭の方
を対象に就業に結
びつく可能性の高
い技能・資格を取
得できるよう就業
支援講習会を実施
する。

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

55,065千円

３　事業実績及び予算額

28年度
94,364千円

施策の方向

５ 事業実施担当課

予算額
29年度

こ）こども家庭
課

28年度

施策の方向

1，221，329千円

こ）こども家庭
課

基本目標

基本目標
＜1.239.194千円＞

A

基本目標

１　事業名

就業支援講習
会
（ひとり親家庭
支援センター）

ひとり親家庭自
立支援給付金
事業

＜ 55,057千円＞

２　事業目的・目標

○ひとり親家庭支援センターにおいて，介護職員
初任者研修・医療事務・各種パソコン講座等を実
施した。

　講座数 　36〈35〉
　受講者数 423人〈412人〉
　（※「パソコンなんでも相談」を含む）

　【事業目標】
今後も当貸付を継
続して行っていく。

予算額 29年度 28年度

予算額

基本目標

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

施策の方向

　【事業目的】
ひとり親家庭の父
または母の就業を
より効果的に促進
するために，給付
金を支給する。

Ａ　【事業目的】
母子家庭等及び
寡婦家庭の経済
的自立と，その扶
養する児童（子）の
福祉の増進を図る
ため， 原則，無利
子で各資金を貸付
ける 。

H29年度貸付実績

母子貸付　815件　　366，979，200円
寡婦貸付　　17件 　　11，171，000円
父子貸付　　19件　　　7，749，000円

合計　　　　851件　385，899，200円

基本目標 施策の方向

こ）こども家庭
課

Ａ○自立支援教育訓練給付金事業
ひとり親家庭の父または母が能力開発のため

に資格等を取得する際，その受講料の6割（最高
20万円）を支給。

・支給件数　17件〈5件〉
○高等職業訓練促進給付金事業

ひとり親家庭の父または母が看護師等の就職
に結びつきやすい高度な資格を取得する際，月
額100，000円（課税世帯は月額70，500円）の促
進給付金を支給。
　また，修業後50，000円（課税世帯は25，000円）
の修了支援給付金を支給。

・支給件数　促進給付金　　　83件〈75件〉
修了支援給付金　　27件〈29件〉

母子父子寡婦
福祉資金貸付
事業

29年度

施策の方向

＜ 97,344千円＞

基本目標２　31



４ 達成度

2 4 具体的施策 28

2 1 具体的施策 15

2 1 具体的施策 17

2 4 具体的施策 28

2 4 具体的施策 28

　【事業目標】
引き続き児童扶養
手当支給の実施を
図る。

こ）こども家庭
課

施策の方向

Ａ

2,135,502千円

こ）こども家庭
課

29年度 28年度
500千円

　【事業目標】
今後も当該サービ
スを継続して実施
する。

基本目標

予算額

＜ 500千円＞
基本目標

　【事業目的】
ひとり親家庭の父
または母及び児童
の就業をより効果
的に促進するため
に，給付金を支給
する。

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

＜2，057，469千円

28年度
7，592，564千円

　【事業目的】
児童生徒が国・
県・市立小中学校
に通学するうえ
で，経済的な理由
によって給食費
（市立小中学校の
み）や学用品代な
ど，学校での学習
に必要な費用の支
払いが困難な方に
経費の一部を援助
する。

○支給項目
・給食費
・学用品費等
・入学準備金
・修学旅行費（小学校６年・中学校２年）
・社会科見学費（小学校５年）
・卒業記念品費（小学校６年・中学校３年）
・校外活動費（宿泊を伴うもの）
・体育実技用具費（柔道着のみ・中学校）
・通学費（距離要件有）
・災害給付金

基本目標

○ひとり親家庭の父または母及び児童が，高卒
認定試験対策講座を修了した際，その受講料の2
割（最高10万円）を支給。
　また，合格した際，その受講料の4割（修了時と
あわせて最高15万円）を支給

・支給件数　修了時　2件〈0件〉
合格時　2件<0件>

施策の方向

29年度 28年度

　【事業目的】
ひとり親世帯の生
活の安定を図り，
自立を促進するた
めに，父母の離
婚・父（母）の死亡
などによって，父
（母）と生計を同じ
くしていない児童
について，手当を
支給する。

29年度

　【事業目標】
引き続き就学援助
制度の周知および
実施を図る。

施策の方向

○受給者数　14，494人<14，738人>

予算額

就学援助

児童扶養手当

５ 事業実施担当課

-

＜ 7,589,903千円＞

施策の方向

基本目標

ひとり親家庭高
等学校卒業程
度認定試験合
格支援事業

基本目標 施策の方向

教）教育支援課

１　事業名

予算額

Ａ

４ 達成度

2 4 具体的施策 28

2 4 具体的施策 29

3 3 具体的施策 40

５ 事業実施担当課

－

施策の方向

　ひとり親世帯に対して，抽選番号を一般世帯よ
りも多く割り振ることにより当選の確率を高くして
配慮している。
　申し込み回数が４回目（落選回数３回）までの人
には１個，５回目以上（落選回数４回以上）の人に
は２個の抽選番号がプラスされる。
　また，ひとり親世帯を随時募集の申込資格のひ
とつとしている。

○ひとり親世帯の抽選倍率
10.7倍（一般世帯　21.4倍）

〈12.5倍（一般世帯　17.3倍）〉

２　事業目的・目標

28年度
1，275，572千円 ＜ 1,247,737千円＞

29年度

○相談実績
実相談人数　  29，707人〈 24，007人〉
延相談人数　 158，451人〈140，549人〉

保）地域包括ケ
ア推進課

基本目標

住）住宅管理課

　【事業目的】
高齢者が住み慣
れた地域で安心し
てその人らしく暮ら
し続けることができ
るように，健康や
福祉，介護などに
関する相談を受け
たり，その人の状
態に適したアドバ
イスを行うなど，高
齢者が自立した生
活を続けられるよ
うに支援する。

29年度

Ａ

　【事業目標】
地域における高齢
者の身近な相談体
制の充実を図る。

予算額

具体的施策29　高齢者，障がい者等が安心して暮らすための支援

い き い き セ ン
ターふくおか運
営 （ 地 域 包 括
支援センター事
業）

３　事業実績及び予算額

　【事業目的】
市営住宅入居時
において，ひとり親
世帯が一般世帯よ
り当選しやすいよ
うにする。

28年度
－

１　事業名

市営住宅にお
けるひとり親家
庭優遇措置

施策の方向

　【事業目標】
市営住宅入居時
の抽選倍率につい
て，一般世帯倍率
よりもひとり親世帯
の倍率を低い状態
で維持する。

予算額

A

基本目標

基本目標 施策の方向

基本目標２　

32



４ 達成度

2 4 具体的施策 29

2 4 具体的施策 29

2 4 具体的施策 29

障がい者基幹
相談支援セン
ター（虐待防止
センター）

性同一性障が
いの専門電話
相談
（精神保健福
祉センター）

予算額 29年度 28年度

　【事業目的】
性同一性障害に
関する相談を受け
必要な助言・支援
を行う。

Ｂ 保）精神保健福
祉センター

93,575千円

相談件数　9件　〈9件〉

＜ 4,873千円＞

28年度
4，367千円 4，353千円

29年度

　【事業目標】
今後も体制を整備
していく。

　【事業目標】
成年後見制度の
利用促進を行い，
地域における認知
症高齢者等の権
利擁護を促進す
る。

＜ 55,732千円＞

保）障がい者在
宅支援課

4,873千円

予算額

基本目標

基本目標 施策の方向

○市長申立て件数
44件　　＜28件＞

○報酬助成件数
20件　4，423千円　　　＜11件　　2，761千円

＞

29年度 28年度

施策の方向

　【事業目標】
性同一性障害に
関する相談を受け
必要な助言・支援
を行う。

基本目標

成年後見制度
利用支援事業
(高齢者）

　【事業目的】
認 知 症 高 齢 者 な
ど，判断能力が不
十分な高齢者の保
護を目的とし，成
年後見制度の利
用を促進し，自己
決定権の尊重や
ノーマライゼーショ
ンの確立を実現し
ていく。

A 保）地域包括ケ
ア推進課

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

予算額

１　事業名 ２　事業目的・目標

　【事業目的】
障がい者虐待防
止体制の整備と市
内の相談支援体
制の充実。

虐待対応（事実確認）件数　 48 ＜35＞
支援（人材育成）件数　14 ＜15＞

Ａ

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

2 4 具体的施策 29

1 2 具体的施策 3
1 3 具体的施策 9
1 4 具体的施策 12
1 4 具体的施策 13
2 4 具体的施策 29
3 2 具体的施策 35
3 3 具体的施策 39

人権総合講座

施策の方向
基本目標

Ｂ 市）事業推進課

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。

予算額 29年度 28年度
1,286千円 ＜1，864千円＞

基本目標

基本目標

＜411千円＞
基本目標

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

　【事業目的】
市民一人ひとりの
人権が真に尊重さ
れる社会の実現を
目指し，人権意識
の 高 揚 を 図 る た
め ， 市 民 を 対 象
に，日頃から人権
問題を自分自身の
問題として捉え，
人権に関わる問題
を総合的に学ぶこ
とができる機会を
提供するもの。

人権意識の高揚を図るための講座を実施。

参加者数
　 延べ274人（全６回）
　<延べ239人（全６回）>
受講者の理解度　95.4％<88.5％>

施策の方向

施策の方向

　【事業目標】
「よく理解できた」
「だいたい理解で
きた」人の割合を
90％以上にする。

予算額
29年度 28年度
532千円

Ｂ

施策の方向

施策の方向

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

基本目標 施策の方向

基本目標
基本目標

基本目標

施策の方向

基本目標 施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社会の実現を促
進。

市）人権啓発セ
ンター

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標２　33



４ 達成度

2 4 具体的施策 30

　【事業目標】
一人でも多くの生
活困窮者が必要な
支援につながるよ
う，センターの一層
の周知・広報を図
る。

＜参考＞
国が設定している
目安値：平成30年
度までに人口10万
人当たり26件/月

予算額 29年度

具体的施策30　経済的な困難を抱えた人の自立支援

・支援対象者　　933人<860人>
うち就労決定者 　101人<118人>

福岡市生活自
立支援センター
における相談

　【事業目的】
生活困窮者が困
窮状態から早期に
脱却するために本
人の状態に応じた
包括的かつ継続
的な支援を実施す
る。

Ｂ 保）生活自立支
援課

施策の方向基本目標

28年度
112,047千円 ＜ 102,655千円＞

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

        30 34 2 0

施策の方向 １　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）の推進

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

基　本　目　標　３
仕事と生活の調和を実現できる社会を目指します

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　具体的施策 31　企業等への啓発及び取組支援

一般事業主行
動計画策定支
援セミナー

　【事業目的】
従業員300人以下
の市内企業・事業
者を対象に，女性
活躍推進法に基づ
く一般事業主行動
計画の策定を支援
するセミナーを開
催し，企業におけ
る女性の活躍を促
進する。

○「一般事業主行動計画策定支援セミナー＆
フォローアップ」を開催

○ セミナー参加者 全５回79人〈全10回110人〉
フォローアップ実施企業数 31社
＜相談会参加者 11社＞

○受講者の満足度　96％＜94.3％＞
受講者アンケートの結果
（有効回答72人＜105人＞）

市）女性活躍推
進課

　【事業目標】
受講者の満足度：
アンケートで，「非
常にためになっ
た」，「ためになっ
た」の回答100％

予算額 29年度 28年度
1，000千円 ＜2，700千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

Ａ

基本目標別評価集計

基本目標３

34



４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

基本目標

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年9月）に伴い，企業にお
けるワーク・ライフ・バランスや女性の活躍推進の
取組を促進するため，「次世代育成・男女共同参
画支援事業」の認定要件を平成28年度より改定。
○認定企業　129社（平成29年8月1日）

＜109社（平成28年８月1日）＞
＜前認定期間H25.8.1～H28.7.31：93社＞

29年度

「ふくおか女性
活躍ＮＥＸＴ企
業　見える化サ
イト」推進事業

社会貢献優良
企業優遇制度
（次世代育成・
男女共同参画
支援事業）

28年度
－ －

基本目標

施策の方向
＜2，070千円＞予算額 29年度 28年度

3，860千円

Ａ

基本目標

Ａ 市）女性活躍推
進課

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
　社会貢献度の高
い地場企業に対し
て優先指名等の優
遇措置を行う社会
貢献優良企業優
遇制度の対象事
業に「次世代育
成・男女共同参画
支援事業」を設
け，企業における
ワーク・ライフ・バ
ランスや女性の活
躍推進の取組を促
進する。

施策の方向

　【事業目標】
制度の周知に努
め，認定企業を増
やす。

　【事業目的】
企業における女性
活躍への取組の
「見える化」を推進
する。

　 【事業目標】
登録企業数：270
社

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年９月）に伴い，市で
は，企業ごとに以下の項目を掲載（公表）した
「ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業　見える化サイ
ト」を平成28年8月に開設した。

【掲載（公表）項目】
・企業名・業種
・現状値（労働者数・管理職数（男女別）・平均

　　残業時間，有休休暇取得率　等）
・女性登用に関する目標
・取組内容（計画の策定状況，テレワーク等の

　　導入実績等）
・企業のひとことＰＲ

○企業の人事担当者向けにフェイスブック「ふく
おか人事の広場」や，就職活動中の学生向け
にツィツター「ふくおか就活・転活部」を立ち上
げ，企業のイメージ向上や優秀な人材確保・
定着，収益の向上等につながるよう「見える化
サイト」の広報周知を図った。

○登録企業223社（平成30年3月末）
＜167社（平成29年３月末）＞

予算額

５ 事業実施担当課

市）女性活躍推
進課

施策の方向

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

5 2 具体的施策 51

3 1 具体的施策 31

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

B　【事業目的】
個人や企業（職
場），地域など，社
会全体で子どもた
ちをバックアップし
ていく機運を醸成
を図る。

・企業・団体に対して，“「い～な」ふくおか・子ど
も週間♡”賛同を呼びかけた。
平成30年3月末現在賛同数　1，058企業・団体
〈平成29年3月末賛同数　1，028企業・団体〉

・働く人の認知度を向上するため，市営地下鉄
駅構内で通勤時間帯に放送。

・地下鉄駅構内放送の内容をリニューアル（市
民から「子どもや子育てを応援する　『ひとこと
』」を募集し，優秀作品を地下鉄の構内放送に
採用）（Ｈ28.5～）

・賛同後の働きかけや情報提供を強化するため
，メールマガジンを発信。

・“「い～な」ふくおか・子ども週間”ホームページ
への賛同企業・団体名等の掲載

・ノー残業デーの実施（8月4日）
・子ども参観日の実施（8月4日）

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

こ）総務企画課

B　【事業目的】
企業における女性
の活躍や人権尊
重の推進。

28年度

基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

講師：河合　薫さん（健康社会学者）
定員：200人　参加者：261人＜273人＞

28年度
8，093千円の一部 <8，202千円の一部

　【事業目標】
企業・団体に対し
て，“「い～な」ふく
おか・子ども週間
♡”への賛同を呼
びかけ，社会全体
で子どもたちを
バックアップしてい
く気運の醸成を図
る。

予算額

　【事業目標】
企業における女性
活躍や人権尊重
の意識の浸透を図
る。

基本目標 施策の方向

＜ 2,615千円＞

市）事業推進課
市）女性活躍推
進課

施策の方向

施策の方向

基本目標

予算額 29年度

５ 事業実施担当課

29年度
2,483千円

アミカス企業向
け講演会

市民や企業と
共働した子育
て支援

基本目標３35



４ 達成度

2 2 具体的施策 19

2 2 具体的施策 25

3 1 具体的施策 32

4 2 具体的施策 44

3 1 具体的施策 32

3 3 具体的施策 40

4 2 具体的施策 45

働 く 人 の 介 護
サ ポ ー ト セ ン
ター事業

施策の方向

　【事業目的】
働く人が介護に直
面 した場合でも，
介護 と両立して働
きつづけられるた
めのノウハウを提
供し，不安を解消
する。

○平成28年7月1日に，福岡市役所地下1階に
開設
【開設日】

　　月・水・金曜　12:00～20:00
　　日曜　　　　　 10:00～18:00
　　（祝日・振替休日・年末年始は休み，祝日が
     日曜の場合は開設）
　【相談件数】
　　248件（H29.4.1～H30.3.31　開設日数194日）
○市政だより・市ホームページへの掲載の

ほか，福岡商工会議所ビジネス情報便や
各講演会，企業の会合等でのチラシ配付を
行い周知に努めた。また，個別に企業の
人事・労務担当部署を訪問したり，中小企業
経営者の会合へ出席するなどして窓口の
紹介を行った。

　具体的施策 32　育児・介護休業制度等に関する広報と情報提供

　【事業目標】
・相談件数・来所
件数の増加。
・窓口の認知度の
向上。

予算額 29年度 28年度
＜9，692千円＞ ＜9，500千円＞

施策の方向

施策の方向基本目標

650千円 ＜ 100千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

29年度 28年度

　【事業目標】
勤労者総合啓発
誌「働くあなたのガ
イドブック」を多く
配布し，労働関係
法令の基礎知識
や相談窓口など情
報の周知に努め
る。

基本目標

基本目標

　【事業目的】
労働関係法令や
市内の雇用・労働
に関する相談窓口
等を掲載した勤労
者総合啓発誌を作
成し，市民をはじ
め労働団体や企
業等に配布するこ
とにより，勤労者
の福祉の向上を図
る。

○「働くあなたのガイドブック」を作成し，市民をは
じめ労働団体や企業等に配布することにより，勤
労者の福祉の向上を図った。

作成部数
・平成27年度改訂版3，000部（増刷）＜1，100部
＞
・平成29年度改訂版8，700部（平成30年２月発
行）

配布部数
・平成27年度改訂版3，701部＜5，488部＞
・平成29年度改訂版8，642部

配布先
 市関係施設，国・県の関係施設，高校，専門学
校，大学など

Ａ 経）就労支援課
＊平成30年度
から経）経営支
援課

C 保）介護福祉課
（Ｈ30ＮＤ…地
域包括ケア推
進課）

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

予算額

施策の方向

「働くあなたの
ガイドブック」の
発行

４ 達成度

3 1 具体的施策 33

1 2 具体的施策 8

3 1 具体的施策 33

男女共同参画
講座のうち，
ワーク・ライフ・
バランスをテー
マとするもの

広報啓発紙の
発行

　【事業目標】
男女共同参画の
啓発につながる紙
面づくりを目指す。

　【事業目標】
ワーク・ライフ・バ
ランスの意識の浸
透を図る。

予算額 29年度 28年度

市）事業推進課　【事業目的】
男女共同参画に
関する広報・啓発
を行う。

8，093千円の一部 <8，202千円の一部
基本目標

　具体的施策 33　仕事と生活の調和のとれた生き方の普及

A

施策の方向

アミカスタイムズの発行
年3回　7，000～5，000部
〈年3回7，000～5，000部〉

施策の方向

予算額 29年度
55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

28年度

Ａ

基本目標

　【事業目的】
ワーク・ライフ・バ
ランスの推進。

下記の事業の中で，ワークライフバランスについ
てもテーマに含め実施
○男性を対象とするもの：男性カレッジ

・パパ’s絵本プロジェクト「絵本読み聞かせライ
ブ！」

 定員：50人　参加者：70人
・パパと子どものmyはし作り
定員：40人　参加者：30人

・プレパパ・パパ・おじいちゃん向け♪大人ラン
チからの“取り分け離乳食”

 定員：24人　参加者：21人
○企業向け講演会

講師：河合　薫さん（健康社会学者）
定員：200人　参加者：261人＜273人＞

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標

市）事業推進課

基本目標３

36



４ 達成度

3 1 具体的施策 34

3 1 具体的施策 34

施策の方向

　【事業目的】
全ての職員が職業
生活と家庭生活の
両立を図れるよう
な職場環境の整
備。

-

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

ワーク・ライフ・
バランスに関す
る研修

福岡市特定事
業主行動計画
に基づく職業生
活と家庭生活
の両立支援策
の推進

基本目標

総）人事課

　【事業目的】
すべての職員が家
庭生活と職業生活
を両立できる職場
環境づくりを推進
する。

28年度
- -

基本目標

29年度

　具体的施策 34　市役所における意識啓発

○研修名：課長研修
受講者：課長級昇任者等で，管理職（課長級）

ウォームアップ研修未修了者　26名
○研修名：管理職（課長級）ウォームアップ研修

受講者：課長昇任前の係長級職員　116名
○研修名：係長研修

受講者：係長級昇任者等　182名

A

　【事業目標】
階層別研修におい
て，ワーク・ライフ・
バランスに関する
科目・内容を実施
する。

Ｂ

予算額

　【事業目標】
①子どもが生まれ
た男性職員の出
産・育児支援休暇
取得率
・・・平成32年度ま
で毎年度95％以
上
②職員の年次有
給休暇の年間平
均取得日数
・・・平成32年度ま
でに16日以上
③子どもが生まれ
た男性職員のう
ち，育児休業，部
分休業，育児短時
間勤務のいずれ
かを取得した職員
の割合
・・・平成32年度ま
でに15％以上

予算額

29年度

総）研修企画課

28年度

・「時間外勤務の縮減に関する指針」を基本とする
時間外勤務縮減や定時退庁へ向けた取組みの
実施。
・両立支援制度の周知や男性職員の家事育児参
画の促進，柔軟な働き方に資する制度の実施。

行動計画における数値目標の実績（29年度）
①91.1％<88.9％>
②15.7日<15.3日>
③10.8％<10.7％>
※<　>内は28年度実績

-

施策の方向 ２　男性の家庭・地域への参画促進

４ 達成度

3 2 具体的施策 35

3 2 具体的施策 36

1 2 具体的施策 3

1 3 具体的施策 9

1 4 具体的施策 12

1 4 具体的施策 13

2 4 具体的施策 29

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

男女共同参画
講座のうち，主
に男性を対象
とするもの

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標 施策の方向

施策の方向

５ 事業実施担当課

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。 予算額 29年度

基本目標 施策の方向

基本目標

　具体的施策 35　男性への意識啓発と，家庭生活や地域活動への参画促進

市）事業推進課

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社会の実現を促
進。

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

　【事業目的】
男性の家庭・地域
への参画促進。

男性カレッジ
・パパ’s絵本プロジェクト「絵本読み聞かせライ
ブ！」

 定員：50人　参加者：70人
・パパと子どものmyはし作り
 定員：40人　参加者：30人
・プレパパ・パパ・おじいちゃん向け♪大人ラン

チからの“取り分け離乳食”
定員：24人　参加者：21人

基本目標

A

28年度

施策の方向

29年度

　【事業目標】
男性の家庭・地域
への参画を支援。

予算額

施策の方向

１　事業名

基本目標 施策の方向

〈8，202千円の一部〉

Ｂ

28年度
1，286千円 ＜1，864千円＞

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

基本目標 施策の方向

施策の方向

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

8，093千円の一部

基本目標

市）事業推進課

基本目標３37



４ 達成度

3 1 具体的施策 31

3 2 具体的施策 35

3 3 具体的施策 39

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 55

3 2 具体的施策 35

3 2 具体的施策 36

公民館におけ
る男女共同参
画学習講座の
うち主に男性を
対象とするもの

予算額

施策の方向

施策の方向

29年度
522,875千円

29年度

29年度

＜ 521,722千円＞

基本目標

基本目標

公民館主催事業において，男女共同参画学習講
座を実施。

うち，主に男性を対象としたものは，
公民館数    5館〈7館〉
回数　　　    31回〈37回〉
参加人数　　613人〈549人〉

　【事業目標】
企業・団体に対し
て，“「い～な」ふく
おか・子ども週間
♡”への賛同を呼
びかけ，社会全体
で子どもたちを
バックアップしてい
く気運の醸成を図
る。 28年度

市）コミュニティ
推進課

2,483千円 ＜ 2,615千円＞

施策の方向

施策の方向

市民や企業と
共働した子育
て支援

　【事業目的】
個人や企業（職
場），地域など，社
会全体で子どもた
ちをバックアップし
ていく機運を醸成
を図る。

共創自治協議
会事業

予算額
28年度

施策の方向

B・企業・団体に対して，“「い～な」ふくおか・子ど
も週間♡”賛同を呼びかけた。
平成30年3月末現在賛同数　1，058企業・団体
〈平成29年3月末賛同数　1，028企業・団体〉

・働く人の認知度を向上するため，市営地下鉄
駅構内で通勤時間帯に放送。

・地下鉄駅構内放送の内容をリニューアル（市
民から「子どもや子育てを応援する　『ひとこと
』」を募集し，優秀作品を地下鉄の構内放送に
採用）（Ｈ28.5～）

・賛同後の働きかけや情報提供を強化するため
，メールマガジンを発信。

・“「い～な」ふくおか・子ども週間”ホームページ
への賛同企業・団体名等の掲載

・ノー残業デーの実施（8月4日）
・子ども参観日の実施（8月4日）

　【事業目標】
公民館主催事業
（男女共同参画学
習講座のうち主に
男性を対象とする
もの）実施館数の
増加。

基本目標

基本目標

<54，980千円の一部>
基本目標

基本目標

施策の方向

基本目標 施策の方向

こ）総務企画課

28年度
５８，１７６千円の一部

市）公民館支援
課

Ａ

　【事業目的】
男性の家庭・地域
への参画促進。

　【事業目的】
自治協議会共創
補助金の交付を通
じて，自治協議会
が行う男女共同参
画が推進される。

自治協議会共創補助金の交付を通じて，自治協
議会が行う男女共同参画の推進に関する取組み
を支援した。
補助金交付団体数　150/150団体<149/149団体
>
※29年度150団体のうち149団体については自治
協議会へ交付，残り１団体については各種団体
へ交付。　【事業目標】

各校区の自治協
議会において，男
女共同参画を推進
する活動が実施さ
れるよう支援す
る。

５ 事業実施担当課

予算額

施策の方向

基本目標

B

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

１　事業名 ２　事業目的・目標

基本目標 施策の方向

５ 事業実施担当課

東区男女共同
参画連絡協議
会活動支援及
び校区活動の
支援

　【事業目的】
男女共同参画推
進活動が校区全
体の取組みとして
行われ，意思決定
過程に男女が共に
参画し，男女共同
参画の視点に立っ
た 地 域 の 自 治 が
行われること

１　「東区男女共同参画連絡協議会」の活動支援
　　定例会の開催支援（情報提供，資料作成，連
     絡調整等）

※毎月開催　委員27人，平成30年2月より28
人

＜H28：27人＞
２　講演会，研修会の開催等

①東区のつどい（講演会等）
※東区青少年育成協議会共催
開催日：平成29年10月28日
参加者：340人＜H28：163人＞
講演会
～女性も子どもも防災・復興の主役に！！

         地域防災力を高める多様な視点～
　　講師　坂田 静香氏

※後半20分程度，東区青少年育成協議会
及び東区男女共同参画連絡協議会の
会長・副会長（計5名）と講師による意見
交換を実施。

②地域リーダー育成研修会
開催日：平成30年2月17日
参加者：97人＜H28：84人＞
講師：中嶋　玲子氏

③日本女性会議への東区男女共同参画連絡
      協議会委員
　　 の派遣3人＜H28：3人＞
　　開催日：平成29年10月13日～15日

④広報誌（あい）発行による啓発活動
⑤その他

生涯学習推進課所管の「男女共同参画社会
づくり講座」
に東区男女共同参画連絡協議会が協力
開催日：平成29年9月1／22／29日
参加者336人＜H28：339人＞

Ｂ 東）地域支援課

　【事業目標】
◆男女の固定的な
役割分担意識の
解消度（「男は仕
事，女は家庭を守
るべき」という固定
観念を持たない市
民の割合）
目標値
男性70％
女性75％

予算額
29年度 28年度

725千円 ＜ 746千円＞

基本目標

３　事業実績及び予算額

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標３

38



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

28年度

博多区男女共
同参画代表者
会活動支援及
び校区活動の
支援

Ｂ 博）企画振興課

基本目標 施策の方向

基本目標

１　事業名 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

29年度

基本目標 施策の方向

２　事業目的・目標

〈　742千円　〉

施策の方向

基本目標 施策の方向

672千円

①役員会及び定例会
各事業の協議及び報告と校区活動の情報
交換等
　年4回　<4回>

②男女共同参画講演会（研修会）
参加者89名<71名>

講演テーマ：私の経営理念 ～人を活かす経
営～

講師：(株)ふくや　川原　正孝氏
　　対象：校区男女共同参画委員，自治協議会

長，公民館長・主事，空港周辺共同
利用会館長

③日本女性会議への参加
　　　参加者4名　<2名>

④区男女共同参画代表者会と自治協議会との
意見交換会

　　　講師：佐藤　倫子氏
　　　「第3ブロック」参加者40名
　　 <「第2ブロック」参加者57名>
⑤視察研修

参加者34名　<34名>
視察先：朝倉グリーンツーリズム協議会

会長　矢野　公子氏
⑥各校区の情報共有

各校区の広報紙（年間事業報告など）を一つ
にまとめて綴り，各校区にて保有。

⑦区事業への協力参加
博多区市民どんたく隊への参加
15名<15名>
※パレードは雨天中止

⑧他団体事業への参加
「人権を尊重する市民の集い」実践報告
・活動報告
・朗読劇「料理を作る男」「男女共同参画社会で

すから」
・男女共同参画に関する○×クイズ（10問）

予算額

  【事業目的】
　校区が主体と
なった男女共同参
画の推進。

　【事業目標】
　地域における男
女共同参画の意
識を図るとともに，
女性リーダーの育
成と活躍を支援し
男女が共に支えあ
い，安心して暮ら
せる社会を目指
す。

４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

中央区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

基本目標

全体会や学習会，ブロック会にて情報交換，グ
ループワークなどを実施した。
１．区主催事業
①地域活動サポート講座

2月に開催を予定していたが，講師の都合に
より中止となった。

２．南区男女共同参画連絡会の活動支援
①全体会　年２回開催（５月，３月）

連絡会の活動内容や方向性について，各校区
の意見を集約
②学習会　年5回実施（６月，７月，９月，１２月，１
月）
　「防災」等，身近なテーマから男女共同参画につ
いて考えるものや，今後の活動の参考とするた
め，各校区の実状等に関する意見交換を実施し
た。うち，６月は新委員対象の研修会を実施。
③ブロック会　４ブロック　各２回開催

ブロック毎により細やかな情報・意見を共有し
た。
④役員会　年５回開催

984千円

  【事業目標】
区は連絡会の事

務局として支援を
行うとともに，地域
活動サポート講座
等の区主催事業を
実施し，校区にお
ける男女共同参画
推進活動の充実を
目指す

予算額 29年度 28年度
798千円 ＜ 807千円＞

基本目標

基本目標

基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標

施策の方向

基本目標 施策の方向

中）企画振興課

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

南区男女共同
参画連絡会活
動支援及び校
区活動の支援

〈1033千円〉

Ｂ 南）企画振興課

Ｂ　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進

【事業目標】
・校区が主体的に
活動するため，情
報交換や交流の
場を支援していく。
・校区状況に即し
た支援を行うため
校区状況の把握
に努めるとともに，
世情に合った情報
発信を行っていく。

28年度

　【事業目的】
平成20年度に南

区男女共同参画
連絡会を設立。校
区主体で男女共同
参画を推進してい
くことを目的として
いる。

①定例会，役員会の開催（月１回）
②委員研修会

６月６日(火）「地域活動に男女共同参画の視
点を」
　　講師：宮﨑　岳彦氏（アミカス副館長）
③日本女性会議2017とまこまいへ委員１名派遣

１０月１３日(金）～１４日(土）
④中央区安全・安心フェスタ2017へブース出展

１１月２５日(土）　九電記念体育館
ブースへの来場者：約４５０名

⑤中央区自治協議会等代表者会との意見交換
会
　　１２月２１日(木）
　　基調講演「当事者目線での地域防災につい
て」
　　講師・ファシリテーター：佐藤　倫子氏
　　意見交換会参加者：５３名
⑥区主催事業

地域活動応援事業「企画・広報講座」全３回
１０月６日(金），２０日(金），１１月２日(木）

⑦区事業への協力参加
中央区どんたく隊パレード
※パレードは雨天中止
市二役等歓迎セレモニー

予算額 29年度

施策の方向

施策の方向

基本目標３39



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

城南区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進。

１　城南区男女共同参画連絡会の活動支援
（１）定例会（10回）

校区活動報告，情報交換，行政からの情報提
供，学習会。
（２）啓発

校区団体活動紹介パネルの展示等

２　区主催事業
（１）委員研修

テーマ：「男女共同参画ってなあに？」
講師：宮﨑　岳彦氏(福岡市男女共同参画推

進センター・アミカス副館長）
　　対象：各校区男女協委員
　　参加者数：74名〈70名〉
（２）日本女性会議への派遣

参加者数：2名〈2名〉
（３）講演会及び日本女性会議報告会
Ⅰ部　日本女性会議報告会
Ⅱ部　講演会

テーマ：「災害に強い地域づくり～多様性配慮
の視点とは～」
　　講師：坂田　静香氏（特定非営利活動法人　男
女共同参画おおた理事長）
　　対象：各校区男女協委員，自治協関係者，

公民館職員等
　　参加者数：100名〈130名〉

Ｂ 城）地域支援課

予算額 29年度

基本目標 施策の方向

基本目標

施策の方向

28年度
961千円 ＜ 961千円＞

　【事業目標】
・各校区の自治協
議会において，男
女共同参画を推進
する活動が実施で
きるよう支援する。
・地域活動におい
て，男女が共に，
指導的立場に立っ
て幅広く活躍でき
るよう支援する。

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課１　事業名 ２　事業目的・目標 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

早良区男女共
同参画をすす
める会活動支
援及び校区活
動の支援

　【事業目標】
校区男女共同参
画推進組織におい
て，下記の視点に
基づいた取組を実
施する。
① 男女共同参画
について「考える」
機会を提供（研修
会・ワークショップ
等の開催）。
②学びと気づきに
努め，その効果を
「発信」する（積極
的な広報）。
③公民館や校区
の各団体との「連
携」（諸団体と共同
での研修実施）。
④「男女共同参画
の視点」をもって校
区行事へ参画。

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

早）地域支援課

予算額 ＜ 1,277千円＞

基本目標

基本目標

　【事業目的】
校区男女共同参
画推進活動の活
性化。

施策の方向
1,264千円

29年度

（１）全体会（年6回）〈6回〉
各校区活動報告，情報交換

（２）委員研修会（2回）〈2回〉
「地域ですすめよう！男女共同参画」
講師：武藤 桐子さん（福岡ジェンダー研究所研究

員）
「地域における男女共同参画活動～地域防災を例

として～」
講師：佐藤　倫子さん（市共創地域づくりアドバイ

ザー）
（３）ブロック別研修会

①高取公民館（Dブロック）60名〈60名〉
「『セクマイって知っとんしゃあ～？』
～性のモノサシから考える男女共同参画社会～」
講師：藤田　哲章　さん （元・アミカス運営係長）
②大原公民館（Cブロック合同）60名〈60名〉
「地域で進めよう！男女共同参画」
講師：武藤　桐子　さん（NPO法人福岡ジェンダー研

究所研究員）
③田村公民館（Bブロック）60名〈60名〉
「寸劇で学ぼう！男女共同参画～アミカス寸劇隊を

お招きして～」
講師：アミカスサポーター
④入部公民館（Aブロック）60名〈60名〉
「地域活動と男女共同参画　私でよろしければ頑張

ります！」
講師：中嶋 玲子　さん

（元・福岡県男女共同参画センターあすばる館長）
（４）日本女性会議２０１７苫小牧　委員1名派遣〈2名〉

男女共同参画フォーラム（国立女性教育会館：
NWEC）

委員2名派遣
（５）広報誌「かたらい」発行（年2回）〈1回〉
（６）男女共同参画映画上映会

「彼らが本気で編むときは，」（300名）
（７）早良区男女共同参画講演会（300名）〈360名〉

①区男女共同参画をすすめる会　活動報告
②すすめる会委員によるクイズと寸劇
③一人芝居「涙と笑い男女共同参画物語」

講師：福永　宅司　さん（子どもの学び館代表取
締役）

施策の方向

５ 事業実施担当課

Ｂ

基本目標

施策の方向

28年度

１　事業名

施策の方向

基本目標

基本目標３
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４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

基本目標

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

予算額

　【事業目標】
自治協議会会長，
各種団体の校区
代 表 及 び会 長並
びに公民館長等の
いわゆる地域リー
ダーへ就任できる
女性を育成する。

西区男女共同
参画をすすめ
る会活動支援
及び校区活動
の支援

施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画社
会の実現に向けて
の取り組みを推進
すること。

１．西区男女共同参画フェスティバル２０１7
　　来場者 約200名〈約310名〉

・朗読劇「できるかな？避難所暮らし」
　　 出演：西区男女共同参画をすすめる会委員

・講演会「主役はわたしたち
～避難所からのコミュニティ形成～」

　　 講師：熊本県益城町テクノ仮設団地自治会長
吉村 静代氏

２． 西区自治協議会との意見交換・交流会
　　 参加者  41人(自治協：18人　男女協：23人)
　　 内容：男女協の活動の目的や意思決定機関

への女性の参画等。
３．西区人権を考えるつどい 来場者392名〈362
人〉
　　西区人権尊重連絡会議が主催する「西区人
　　権を考えるつどい」の場を借りて，男女共同
　　参画に関する朗読劇を実施。
４．日本女性会議２０１７とまこまい
　　参加者３名〈４名〉
５．委員交流・意見交換会

①６月委員交流・意見交換会　37名
グループディスカッション「男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災について」

②９月委員交流会・意見交換会　37名〈34名〉
避難所運営ゲーム，グループディスカッション

③３月委員交流会・意見交換会　33名〈28名〉
グループディスカッション「フェスティバル及び
今年度の活動全体について」

６．全体会
　　全体会 （3月委員交流会終了後）　33名〈27
名〉

・会則の改正
・平成29年度事業報告，平成30年度事業計画

７．広報紙「なぎさ」
　　53号・54号（各号6750部）発行。
    年２回，９月・３月に発行して いる。
    各校区での世帯回覧，校区自治協議会等へ
の
    配布，公民館等公共施設での配布。
８．西区男女共同参画推進奨励賞
　　受賞者：3名〈2名〉

B 西）企画振興課

施策の方向

基本目標 施策の方向

29年度 28年度
〈1，192千円〉 ＜ 1,252千円＞

５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標

４ 達成度

3 2 具体的施策 35

3 2 具体的施策 36

3 2 具体的施策 35

3 2 具体的施策 36

2 1 具体的施策 15

3 2 具体的施策 37

B

５ 事業実施担当課

施策の方向

　【事業目標】
男性の家庭・地域
への参画を支援。

予算額

　【事業目的】
男性が抱える様々
な問題に男性相談
員が相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

　【事業目的】
男性の家庭・地域
への参画促進。

１　事業名

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

男女共同参画
講座のうち，主
に男性を対象
とするもの

〈8，202千円の一部〉

基本目標 施策の方向

<54，980千円の一部>

予算額

公民館におけ
る男女共同参
画学習講座の
うち主に男性を
対象とするもの

男性のための
相談ホットライ
ン

男性が抱える様々な問題に男性相談員が相談に
応じる。
月3回　（2時間/日）
相談員：臨床心理士等の男性相談員
相談件数：  68件〈69件〉

基本目標

28年度

市）事業推進課

市）事業推進
課

29年度 28年度

29年度

男性カレッジ
・パパ’s絵本プロジェクト「絵本読み聞かせライ
ブ！」

 定員：50人　参加者：70人
・パパと子どものmyはし作り
定員：40人　参加者：30人

・プレパパ・パパ・おじいちゃん向け♪大人ラン
チからの“取り分け離乳食”

定員：24人　参加者：21人

施策の方向

３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
公民館主催事業
（男女共同参画学
習講座のうち主に
男性を対象とする
もの）実施館数の
増加。

予算額

５８，１７６千円の一部

28年度

２　事業目的・目標

公民館主催事業において，男女共同参画学習講
座を実施。

うち，主に男性を対象としたものは，
公民館数    5館〈7館〉
回数　　　    31回〈37回〉
参加人数　　613人〈549人〉

基本目標

　具体的施策 36　生活的自立のための様々な学習機会の提供

　具体的施策 37　男性相談の充実

基本目標 施策の方向

8，093千円の一部

428千円 ＜444千円＞
基本目標 施策の方向

基本目標

29年度

A

市）公民館支援
課

施策の方向

B

　【事業目的】
男性の家庭・地域
への参画促進。

基本目標３41



施策の方向 ３　子育て・介護支援の充実

４ 達成度

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

病児・病後児デ
イケア事業

基本目標 施策の方向

こ）こども発達
支援課

29年度

29年度 28年度

　具体的施策 38　多様なニーズに対応した保育サービス等の充実

28年度

１　事業名

こ）こども家庭
課

＜ 290,419千円＞332,676千円

予算額

　【事業目標】
保護者が病気など
で家庭での養育が
一時的に困難な子
どもを，児童養護
施設や乳児院，児
童家庭支援セン
ターで短期間預か
ることで，子育て家
庭を支え，支援し
ていく。

５ 事業実施担当課

　【事業目的】
保護者の勤務等
の都合により，病
気や回復期にある
児童の養育が困
難な場合に，病児
デイケアルームで
一時保育すること
により，保護者の
子育てと仕事の両
立支援，及び，児
童 の 健 全 育 成に
寄与すること。

Ａ

B

基本目標
＜9，008千円＞

施策の方向

　【事業目標】
実施施設数を21か
所程度まで増設す
る。

予算額

　【事業目的】
保護者が病気など
で家庭での養育が
一時的に困難な子
どもを，児童養護
施設や乳児院，児
童家庭支援セン
ターで短期間預か
るもの。

３　事業実績及び予算額

実施か所数
　　　児童養護施設3，乳児院2，
　　　児童家庭支援センター1

実績　424人，2，021日＜342人，1，610日＞

病児・病後児保育実施施設数　20施設＜19施設
＞

実績　29，631人＜27，867人＞

子育て支援短
期利用事業(子
どもショートス
テイ）

＜8，977千円＞

２　事業目的・目標

４ 達成度

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

こ）運営支援課

１　事業名 ３　事業実績及び予算額

予算額

11,230千円 ＜ 6,096千円＞

こ）運営支援課

　【事業目標】
市内７カ所で実施

　【事業目標】
継続実施。

施策の方向

５ 事業実施担当課

29年度

夜間保育2か所〈2か所〉

予算額

こ）運営支援課　【事業目的】
保護者が日曜・休
日に就労している
場合に，市内の保
育所に入所してい
る子どもを，実施
保育所で預かるも
の。

休日保育
基本目標

２　事業目的・目標

 一時保育　28か所〈28か所〉

こ）運営支援課

施策の方向

延長保育
　保育所・認定こども園　　229か所（1～4時間）

〈215か所〉

　地域型保育事業所　　　91か所（1～2時間）
〈77か所〉

　利用人数（推定値）　　　　8，662人（28年度）
※29年度は集計中

　【事業目的】
保護者の急病や
仕事，リフレッシュ
など，保育所に入
所していない子ど
もについて一時的
に保育が必要とな
る場合に，保育所
で預かるもの。

29年度

　【事業目的】
 保護者の就労形
態の多様化や通
勤時間の増加等
によって，通常の
利用時間を超えて
保育を必要とする
場合に，保育時間
を延長するもの。

29年度予算額

休日保育　6か所〈6か所〉

28年度
387,177千円

B

施策の方向

Ａ

28年度
- -

基本目標

予算額

施策の方向

28年度29年度
- -

　【事業目的】
保護者が夜間に
就労している場合
等に対応するた
め，保育所の開所
時間を午後10時ま
でとし夜間保育を
行うもの。

　【事業目標】
利用人数目標値
10，170人

基本目標
＜ 386,705千円＞

　【事業目標】
継続実施

A

28年度

Ｂ延長保育

一時保育

夜間の保育

基本目標

基本目標３

42



４ 達成度

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

保育所等の整備

一時預かり事
業

こ）事業企画課

B

こ）運営支援課

　【事業目標】
全保育施設で受入

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標

予算額 29年度 28年度

29年度

Ａ　【事業目的】
保育施設等におい
て発達の遅れ，心
身に障がいを有す
る児童の保育を実
施し，健全な成長
を促進する。

397，968千円

全保育施設で受入可

施策の方向

4，043，577千円

　【事業目標】
年間延べ54，000
人分の定員数を確
保するため，実施
施設数を18か所程
度まで増設する。
（一時保育は除
く。）（第４次福岡
市子ども総合計
画：～H31）

基本目標

28年度

　【事業目標】
待機児童の解消を
目指し，保育所等
の整備を推進す
る。 予算額

施策の方向

28年度

こ）事業企画課

50,628千円予算額

　【事業目的】
保育所等の整備を
推進し，待機児童
の解消に努め，子
育てと仕事の両立
を支援する。

基本目標
＜ 40,385千円＞

＜ 377,364千円＞

＜3，130，871千円
施策の方向

　既存施設の増改築や新築の他，小規模保育事
業の実施等，多様な手法により保育所等整備を
実施。

　平成29年度整備数：2，537人分＜1，838人分＞
 （平成30年4月1日保育所入所定員　37，916人）

A

29年度

　【事業目的】
保護者が冠婚葬
祭や通院，リフレッ
シュ等のために必
要なときに，その
養育する児童を一
時的に預かること
で，乳幼児の保護
者の子育てに関す
る不安感・負担感
の軽減を図る。

障がい児保育

・実施施設数 10か所＜8か所＞
・年間延べ利用者数　19，431人＜17，339人＞

４ 達成度

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 38

3 3 具体的施策 39

１　事業名 ２　事業目的・目標

　【事業目的】
各区子育て支援課
に子育て支援コン
シェルジュを配置
し，個々のニーズ
に合った教育・保
育サービス等につ
いて情報提供・助
言を行うことによ
り，市民の円滑な
教育・保育サービ
ス利用を促進す
る。

・教育・保育サービスの利用に関する相談業務
・入所保留になっている世帯へのアフターフォ
ロー
・教育・保育サービスの情報収集
・教育・保育・子育て支援サービスの案内講座
・地域連携業務

配置人数　12人　＜9人＞

子育て支援コ
ンシェルジュ

28年度
3,360,543千円 ＜3，231，755千円

市）公民館支援
課

　【事業目標】
平成29年度から32
年度において，20
施設の増改築等を
実施する。

３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

こ）事業企画課

公民館主催事業において，乳幼児ふれあい学
級・子育てサポーター養成講座を実施。

公民館数 　　131館〈128館〉
回数　　 　　 1，267回〈1，312回〉
参加人数　　 47，067人〈53，789人〉

基本目標

　【事業目標】
公民館主催事業
（乳幼児ふれあい
学級・子育てサ
ポーター養成講
座）実施館数の増
加。 予算額

29年度

＜54，980千円の一部＞
施策の方向

５８，１７６千円の一部
29年度 28年度

こ）放課後こど
も育成課

＜ 35,502千円＞
28年度

47,533千円

Ａ

　具体的施策 39　子育て支援の充実

留守家庭子ど
も会事業

予算額

基本目標

　【事業目的】
公民館主催事業
による子育て支援
の充実。

Ｂ

放課後帰宅しても保護者が労働等で不在である
家庭の児童を対象に「留守家庭子ども会」を設置
し，児童の健全育成と子育て支援を行う。
設置校区 138か所（138校区）<137か所（137校
区）>

狭隘化が見込まれる施設について，計画的に増
改築を実施した（5か所）。
また，平成29年4月から，新設校の開校に伴い，
新たに１か所を開設した。

予算額 29年度

　【事業目的】
　入会要件のある
児童を，学校敷地
内の安全な環境下
で受け入れる。
　児童の自主性，
社会性及び創造
性の向上と基本的
な生活習慣の確立
を図る。

施策の方向

公民館におけ
る主催事業の
実施（乳幼児
ふれあい学級・
子育てサポー
ター養成講座）

　【事業目標】
配置人数14人
（第４次福岡市子
ども総合計画：～
H31）

Ｂ

基本目標 施策の方向

基本目標３43



４ 達成度

3 3 具体的施策 39

3 3 具体的施策 39

3 3 具体的施策 39

基本目標

３　事業実績及び予算額

施策の方向

５ 事業実施担当課

　【事業目的】
地域全体で乳幼児
の子育てを支援す
る体制づくりを行
い，地域の見守り
のもと，公民館等
を活用して，乳幼
児親子が気軽に
集える「子育て交
流サロン」の開設
や運営を支援す
る。

予算額

こ）事業企画課

28年度

２　事業目的・目標

基本目標

　【事業目的】
地域の子どもを育
む力の回復をめざ
して，地域の大人
の意識変革，子ど
もを育む活動の活
性化やネットワー
クの再生に取り組
み，子どもたちを
健やかに育む環
境づくりを推進す
る。

○育みネット支援事業
地域の子どもを育むネットワークづくりへの支援

　126校区〈126校区〉
○研修講師派遣事業

キャンプ指導者研修会，子どもリーダー研修会
等への講師派遣　32団体〈23団体〉
○遊びの達人

レクリエーション，キャンプ，ハイキング等への
講師派遣　47団体<47団体>
○子どもの夢応援事業

自然体験活動，防災体験活動等　31件<25件>

6,307千円 ＜ 6,642千円＞

　【事業目標】
-

＜ 173,639千円＞

　【事業目標】
　育みネット支援
事業実施校区数
　140校区

予算額 29年度 28年度
46,814千円

こ）青少年健全
育成課

A

＜ 46,402千円＞

基本目標

28年度

　【事業目標】
設置数14か所
（第４次福岡市子
ども総合計画：～
H31）

・乳幼児親子がいつでも気軽に利用できる遊び場
を提供
　子育てに関する講座・イベントの実施，子育て関
連チラシや情報誌等の配布，掲示による情報提
供
・地域の子育て活動への支援

子育て交流サロンや子育てサークルへの支援
（運営会議等，子育てサポーター養成講座）

　設置数　　14か所　＜14か所＞

施策の方向

　【事業目的】
　乳幼児親子がい
つでも気軽に利用
でき，子育てに関
する相談や情報交
換ができる子育て
支援の拠点とし
て，子どもプラザを
開設し，地域で孤
立しがちな親の子
育て不安の軽減を
図る。

172,172千円

施策の方向

地域子ども育
成事業

地域子育て交
流支援事業

子どもプラザ

29年度

・地域ぐるみで子育てを支援する体制づくり
・サロンを運営し，見守る「子育てサポーター」の
養成
・「子育て交流サロン」の開設・運営支援

開設箇所数　　延べ156か所　　＜延べ154か所
＞

参加者数   　　延べ78，944人　　＜延べ85，372
人＞

１　事業名

-

Ａ

こ）事業企画課

29年度予算額
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こ）事業企画課

・転入世帯子育て情報提供
子ども手当申請時に窓口で子育て情報セットを

渡すとともに，必要に応じて保育士等が面談し状
況を把握。
・地域ぐるみの子育て支援ネットワークづくり

子どもと関わりある団体とのネットワークをつく
り，地域全体の子育てに関する意識啓発，情報
交換等を実施。
・子育て交流サロン・育児サークルの支援

保育士等が助言や講座，育児相談，人材育成
等を実施。
・子育て教室

保育士の専門性を活用し，子どもとの接し方な
どの教室を実施。

１　事業名

城）生涯学習推
進課

29年度 28年度
500千円 ＜500千円＞

基本目標

予算額

　【事業目的】
地域において，育
児を援助したい人
と受けたい人の会
員組織をつくり，会
員同士が助け合う
相互援助活動を推
進する。

Ｂ

-

２　事業目的・目標

こ）事業企画課

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目標】
-

５ 事業実施担当課

25,836千円 ＜ 26,572千円＞

Ａ

【乳幼児と大人のための外遊び講座】
　外遊びの実践にかかわる市民グループの代表
者を講師に外遊びの実体験をする講座を実施。
　実施日：平成29年５月11日（木）～平成29年11
月２日（木）　全５回
　参加者述べ数：174組<181組>
【のびのび夢ひろばじょうなん】
　外遊びの実践にかかわる市民グループ，福岡
大学，中村学園大学等のボランティアスタッフと共
働で実施。
　実施日：平成29年９月３日（日）
　参加者数：676人<628人>

　【事業目的】
乳幼児の子育て支
援の一貫として，
外遊びの場を提供
し，実際に体験す
ることにより，乳幼
児の保護者に外
遊びの有用性の
理解を深めてもら
う。

施策の方向

　【事業目的】
子育て不安の解消
と虐待防止に向
け，区の子ども総
合相談窓口である
子育て支援課にお
いて日常的に相
談・支援を実施す
る。

施策の方向

　【事業目標】
定員数24，200人
日
（第４次福岡市子
ども総合計画：～
H31）

23,444千円

・保育所・幼稚園・学童保育の迎え及び帰宅後の
預かり
・保護者等の短時間・臨時的就労の場合の援助
・子どもの習い事等の場合の援助　など

確保定員数　24，200人日　＜24，200人日＞
会員登録数

　  依頼会員（育児を援助して欲しい人）
       6，154人　＜  6，008人＞
　  提供会員（育児を援助したい人）
      1，125 人　＜ 1，098人＞
　  両方会員（育児を援助して欲しいし，援助も
　　したい人）
        828 人　＜　876 人＞
　　  合　　　計　　8，107人　＜7，982 人＞
　活動状況　11，887回　＜13，956 回＞

３　事業実績及び予算額

ファミリー・サ
ポート・セン
ター事業

区子育て支援
推進事業

子育て支援に
関する主催事
業

29年度 28年度

29年度 28年度

　【事業目標】
外遊び講座：
延べ参加者 250組
のびのび夢ひろば
じょうなん：参加者
700人

＜ 23,744千円＞

予算額

予算額

基本目標３
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＜4，038千円＞

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

28年度
105,192千円 ＜ 100,098千円＞

29年度

こ）こども家庭
課

・区における虐待相談対応件数
324件　<411件>

・区における虐待防止広報啓発等
11月の児童虐待防止推進月間に各区にて
キャンペーンを実施

・養育支援訪問事業
子ども家庭支援員を子育て家庭に派遣
延べ136回　<71回>

・区における虐待防止研修

34,764千円

施策の方向

予算額

　【事業目的】
各区子育て支援課
こども相談係が区
における児童虐待
の相談対応の要と
なり，虐待の未然
防止，再発予防に
取り組む。

　【事業目的】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

　【事業目的】
児童虐待の未然
防止，早期発見・
対応，子どもや親
のケア，再発防止
等を行うもの。

　【事業目標】
一時保護児，乳児
院，児童養護施設
入所時の１年以内
での再統合ケース
の割合:80.0%

※事業実績
一時保護児，乳児院，児童養護施設入所児の１

年以内での家庭再統合ケースの実績
  H29年度 68.1% 　〈H28年度　60.6%〉

※当初値　62.2%〈H14年度〉

予算額

基本目標 施策の方向

基本目標

施策の方向

予算額

　【事業目標】
身近な相談窓口と
しての機能を充実
し迅速かつ的確な
対応を行う。

B

こ)こども緊急支
援課

基本目標

婦人保護相談
　延べ件数 6，415件〈6，269件〉
※うち，ＤＶ相談 延べ件数 2，605件〈2，588件〉

母子・父子自立相談
　延べ件数  9，060件〈9，273件〉
家庭児童相談　延べ件数 17，016件〈14，432件〉

５ 事業実施担当課

区子育て支援
課・家庭児童
相談室におけ
る相談

29年度

29年度 28年度

児童虐待防止
事業

B１　早期対応・相談体制の強化
    夜間，土日祝日の子育て見守り訪問員による
　　安全確認，児童福祉司等の専門性の強化，
　　法的対応強化事業の実施等
２　子どもや保護者への支援体制の強化
　　保護者への養育支援事業の実施
３　関係機関とのネットワークの強化
　　区子育て支援課との連携強化

28年度

Ｂ こ）こども家庭
課

3，802千円

施策の方向

施策の方向

基本目標

区における虐
待防止等強化
事業

＜ 32,279千円＞

基本目標

　【事業目標】
各区子育て支援課
こども相談係が区
における児童虐待
の相談対応の要と
なり，虐待の未然
防止，再発予防に
取り組む。
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こ）こども家庭
課

28年度

　【事業目標】
市民フォーラム等
の啓発事業や，専
門者研修を通じ，
市民，関係団体，
地域に虐待防止
の意識が浸透す
る。

予算額

　【事業目標】
休日と夜間に，家
庭からの相談に応
じた支援や，こども
総合相談セン
ター・区役所から
の要請に応じた支
援を行う。

B

予算額

　【事業目的】
虐待につながる過
程での早めの相談
と専門的支援によ
り，子育て不安を
解消し，虐待の未
然防止と再発防止
を強化する。

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額１　事業名

　【事業目標】
要保護児童等を支
援する関係機関の
連携体制が強化さ
れる。

施策の方向

・子ども虐待防止活動推進委員会の実施
市と27の関係団体による虐待防止の取組みの

協議・情報交換
・子ども虐待防止市民フォーラムの開催

テーマ：「ひとりぼっちのないまちへ～子どもと
つながる地域づくりと虐待防止～」
参加人数：350人　<550人>

・専門者研修の実施
テーマ：「保護者の心に寄り添う～”関わりが
難しい”方とつながりたいあなたへ～」
参加人数：150名　<150名>

・参加団体による11月の児童虐待防止推進月間
の取組み

こ）こども家庭
課

施策の方向基本目標

29年度 28年度
＜ 25,658千円＞

児童家庭支援
センター事業

＜ 533千円＞

B

26,016千円

要保護児童支
援地域協議会
等による支援

５ 事業実施担当課

29年度

　【事業目的】
関係機関が連携し
て要保護児童等を
支援する。

基本目標

○代表者会議
要保護児童等に関する情報交換，連携
・開催数：8回<8回>

○実務者会議
実務者による会議や研修会などを実施
・開催数：315回<255回>

○個別ケース検討会議
個別のケース支援について検討
・開催数：400回<350回>

Ｂ

実施か所数　2箇所
相談件数　　3，704件〈2，135件〉

　【事業目的】
虐待死ゼロのまち
を目指し，市民，
関係団体，地域が
一丸となって取り
組む。

28年度

基本目標 施策の方向

3，914千円

予算額 653千円

29年度

子ども虐待防
止活動推進委
員会による活
動

＜4，285千円＞

こ）こども家庭
課

基本目標３45
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B

３　事業実績及び予算額

29年度

施策の方向

　【事業目的】
　乳幼児を持つ利
用者が，安心して
学習できる機会を
提供する。

28年度

予算額

パパと子どものクッキング
講師：北川　みどり（クッキングルームHappa代
表，食育指導士）
定員：11組　 参加者：11組

2,000千円

　【事業目標】
男性の家庭・地域
への参画を支援。

予算額

こ）こども相談
課

　【事業目標】
街頭指導を通して
青少年の非行を未
然に防止する。

施策の方向

予算額 29年度 28年度

２　事業目的・目標

29年度

　【事業目標】
　男女共同参画社
会の形成に寄与す
るための各種事業
の充実。

予算額

中学・高等学校教諭や民生委員・児童委員等に
「子ども生活指導員」を委嘱し，市内の繁華街等
（天神，JR博多駅など市内14か所）のゲームセン
ター，カラオケボックス，スーパー，デパート，商店
街等の盛り場，公園など青少年のたまり場を重点
として，街頭指導活動を実施した。

街頭指導：実施回数　84回＜140回＞
従事人員　333人＜512人＞
指導人員　952人（369人）

＜1，056人（372人）＞
※（　　　）内は女子で内数。

市）事業推進課

－

28年度

市）事業推進課

〈8，202千円の一部〉
基本目標

＜1，402千円＞

託児付きで読書やビデオ鑑賞の機会を提供

　　5月～3月　全13回　参加者　143人＞
　＜6月～2月　全12回　参加者　137人＞

基本目標 施策の方向

28年度

街頭指導

１　事業名

B

主催事業等において託児グループによる託児を
実施。

　託児数　  1，081人 ＜886人＞
スタッフ数　 　939人 ＜765人＞

8，093千円の一部

基本目標

－

　【事業目標】
参加者のリフレッ
シュと社会参加に
関心を持つきっか
けをつくる。

基本目標 施策の方向

Ａ　【事業目的】
男性の家庭・地域
への参画促進。

　【事業目的】
乳幼児を育てる保
護者を対象とし，
託児付で読書等を
楽しむ機会を提供
する。

アミカスＢＯＯＫ
タイム

男女共同参画
講座のうち，子
育てをテーマと
するもの

　【事業目的】
青少年の問題行
動が発生しやすい
繁華街等を巡回
し，指導，助言を
行うことによって青
少年の非行を未然
に防止する。

B

1,402千円

1，810千円

アミカスにおけ
る託児の実施

５ 事業実施担当課

29年度

市）事業推進課
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基本目標

・企業・団体に対して，“「い～な」ふくおか・子ど
も週間♡”賛同を呼びかけた。
平成30年3月末現在賛同数　1，058企業・団体
〈平成29年3月末賛同数　1，028企業・団体〉

・働く人の認知度を向上するため，市営地下鉄
駅構内で通勤時間帯に放送。

・地下鉄駅構内放送の内容をリニューアル（市
民から「子どもや子育てを応援する　『ひとこと
』」を募集し，優秀作品を地下鉄の構内放送に
採用）（Ｈ28.5～）

・賛同後の働きかけや情報提供を強化するため
，メールマガジンを発信。

・“「い～な」ふくおか・子ども週間”ホームページ
への賛同企業・団体名等の掲載

・ノー残業デーの実施（8月4日）
・子ども参観日の実施（8月4日）

B

こ）放課後こど
も育成課

こ）総務企画課

基本目標

＜1，864千円＞

基本目標

施策の方向

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

Ｂ 市）事業推進課

１　事業名

イベント部門 35企画＜36企画＞
事業参加者数：1，847人　＜2，283人＞
報告書：500部発行＜500部＞

基本目標

施策の方向

　【事業目標】
企業・団体に対し
て，“「い～な」ふく
おか・子ども週間
♡”への賛同を呼
びかけ，社会全体
で子どもたちを
バックアップしてい
く気運の醸成を図
る。

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標

　【事業目的】
個人や企業（職
場），地域など，社
会全体で子どもた
ちをバックアップし
ていく機運を醸成
を図る。

施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
平成29年度から32
年度において，20
施設の増改築等を
実施する。 予算額 29年度 28年度

3,360,543千円

　【事業目標】
イベント部門40企
画を支援。

施策の方向

予算額

1，286千円

　【事業目的】
　入会要件のある
児童を，学校敷地
内の安全な環境下
で受け入れる。
　児童の自主性，
社会性及び創造
性の向上と基本的
な生活習慣の確立
を図る。

施策の方向基本目標

予算額 29年度

基本目標

Ａ

基本目標

市民グループ
活動支援事業
（アミカス）

施策の方向

　【事業目的】
市民グループの活
動を支援すること
により広く男女共
同参画の認識を深
め，男女共同参画
社会の実現を促
進。

市民や企業と
共働した子育
て支援

放課後帰宅しても保護者が労働等で不在である
家庭の児童を対象に「留守家庭子ども会」を設置
し，児童の健全育成と子育て支援を行う。
設置校区 138か所（138校区）<137か所（137校
区）>

狭隘化が見込まれる施設について，計画的に増
改築を実施した（5か所）。
また，平成29年4月から，新設校の開校に伴い，
新たに１か所を開設した。

施策の方向

28年度

留守家庭子ど
も会事業

施策の方向

29年度 28年度
2,483千円 ＜ 2,615千円＞

〈3，231，755千円〉

基本目標３
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４ 達成度

3 3 具体的施策 39

3 3 具体的施策 39

3 3 具体的施策 39

B

予算額

５ 事業実施担当課

464,443千円 ＜455，675千円＞

　【事業目標】
「どこでも，誰で
も，自由に，使い
やすく」というユニ
バーサルデザイン
の考え方に基づ
き，建築物や旅客
施設，道路，公園
などの都市施設
が，誰もが安全で
快適に利用できる
ようになっている。 予算額 29年度 28年度

3,406千円
基本目標

１．福岡市バリアフリー基本計画の進行管理等
・市民，事業者等で構成する協議会
実施：１回<２回>

２．バリアフリー化推進の普及・啓発，育成
①出前講座

・実施回数：７回，参加人数：172名
<実施回数：３回，参加人数：35名>

②市職員向け研修（参加人数）
・技術者研修：36名，体験研修：実施なし
<技術者研修：45名，体験研修：実施なし>

平成２９年度
・実績なし
（対象駅62駅中，61駅のバリアフリー化が完了）

＜平成２８年度実績＞
・西鉄雑餉隈駅：内方線付点状ブロック設置　※

補助なし

住）交通計画課

― －

A

A

28年度

　【事業目標】
平成３２年度まで
に，１日平均利用
者数３，０００人以
上の鉄道駅につい
て，１００％バリア
フリー化。

　【事業目的】
高 齢 者 や 障 がい
がある人をはじめ
全ての公共交通利
用 者 が 安全 且つ
円滑に移動できる
よう公共交通施設
のバリアフリー化
を推進する。

＜ 6,690千円＞

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
総合相談機能の
充実や関係機関・
団 体 と の ネ ッ ト
ワークの構築・連
携に努める。

予算額

　【事業目的】
子どもや保護者等
を対象に，子ども
に関する様々な問
題に対して，保健・
福祉・教育分野か
ら総合的・専門的
な相談・支援を行
う。

基本目標

こ）こども相談
課
こ）こども支援
課

29年度

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
高 齢 者 や 障 がい
の あ る 人 を は じ
め，誰もが安心か
つ快適に過ごせる
ようバリアフリーの
まちづくりを推進す
る。

施策の方向

29年度

バリアフリーの
まちづくり推進

１　事業名

こども総合相談
センター総合相
談事業

公共交通バリ
アフリー化促進
事業（鉄道駅）

施策の方向

28年度

保）政策推進課

電話相談受理件数（全体）
  13，674件＜12，262件＞

面接相談受理件数（全体）
   5，490件 ＜5，134件＞

４ 達成度

3 3 具体的施策 39

3 3 具体的施策 39

予算額

　【事業目的】
高 齢 者 や 障 がい
がある人をはじめ
全ての公共交通利
用 者 が 安全 且つ
円滑に移動できる
よう公共交通施設
のバリアフリー化
を推進する。

施策の方向

　【事業目標】
バス事業者が，平
成３２年度までに
乗合バスの約７
０％をノンステップ
バスとする国の目
標をふまえ，車両
の更新時にノンス
テップバスの導入
を行っているた
め，適切に車両購
入の補助を行う。 35，300千円

市営住宅にお
ける子育て世
帯優遇措置

基本目標
＜ 41,915千円＞

29年度 28年度

５ 事業実施担当課

施策の方向
－ －

　【事業目標】
　住宅困窮度の高
い子育て世帯の居
住の安定を図る。

予算額 29年度 28年度

基本目標

　【事業目的】
　住宅困窮度の高
い子育て世帯の市
営住宅への入居
について優遇措置
を行う。

定期募集の抽選方式にて，子育て世帯に対し
て，所得基準の緩和や一般世帯より抽選番号を
多く割り振る抽選優遇の実施，一般世帯とは別
枠で募集を行う別枠募集を実施している。
また，随時募集においても子育て世帯を申込み
資格のひとつとしている。
○定期募集（抽選方式）

①所得基準の緩和
（158，000円以下　→　259，000円以下）
・中学生以下の子どもがいる世帯
・18歳までの子どもが3人以上いる世帯
・配偶者がなくかつ20歳未満の子を扶養

している世帯
・母子手帳を所持し現在妊娠している世帯

②抽選優遇
・子育て（乳幼児）世帯  17.0倍〈12.7倍〉
・ひとり親世帯 　10.7倍〈12.5倍〉

③別枠募集
・子育て（中学生以下）世帯　3.0倍〈2.7倍〉
・新婚世帯 1.3倍〈1.9倍〉

○随時募集
以下の世帯を申込み資格の要件のひとつと

している。
・ひとり親世帯
・子育て（乳幼児）世帯
・多子世帯

公共交通バリ
アフリー化促進
事業（ノンス
テップバス）

平成２９年度
・ノンステップバス導入に対する補助　60台〈87

台〉

Ａ

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

住）住宅管理課

A 住）交通計画課

基本目標３47



４ 達成度

3 3 具体的施策 40

3 3 具体的施策 40

3 3 具体的施策 40

ふれあいﾈｯﾄ
ﾜｰｸ

基本目標

保）介護福祉課
（Ｈ30ＮＤ…介
護保険課）

18，766千円 ＜ 18,052千円＞

基本目標

　【事業目標】
第６期事業計画の
進行管理を円滑に
行う。

　【事業目的】
介護保険制度の
円滑な実施を図
る。

要介護認定者数 64，828人（年度平均）
〈63，336人〉

介護サービス利用者数 48，708人（年度平均）
〈50，608人〉

　具体的施策 40　介護支援の充実

28年度

施策の方向

　【事業目的】
地域で高齢者が安
心して生活できる
よう地域の住民や
団体が連携して
ネットワークづくり
を推進する。

29年度

保）福祉・介護
予防課（Ｈ30Ｎ
Ｄ…認知症支
援課）

　【事業目標】
ふれあいネット
ワークの見守り対
象世帯数
　平成32年度
　　45，000世帯 予算額 29年度

97,990,270千円

施策の方向

　【事業目的】
介護保険制度にお
ける地域支援事業
及び要援護高齢
者に対する在宅支
援サービスの円滑
な実施を図る。

地域で生活する高齢者，その家族を支援するた
め，総合事業（高齢者が要介護状態になるのを防
ぐことを目的とした事業），包括的支援事業（地域
包括支援センターの運営及び社会保障充実に係
る事業），任意事業（高齢者が地域で自立した日
常生活を送れるよう支援する事業）を実施。

地域支援事業37事業（総合事業（14事業），包括
的支援事業（9事業），任意事業（14事業））及び在
宅福祉サービスの13事業を実施

〈地域支援事業35事業（介護予防事業（11事業），
包括的支援事業（7事業），任意事業（17事業））及
び在宅福祉サービスの11事業を実施〉

A

　【事業目標】
高齢者が住み慣
れた地域や家庭
で，安心して暮らし
続けられるよう，地
域における身近な
総合相談機能の
充実に努めるとと
もに，介護予防を
推進し，自宅での
自立支援や介護
者の負担軽減を図
る。

予算額 29年度 28年度
3,740,703千円 ＜ 1,221,238千円＞

予算額

A

高齢者等を地域で支えるしくみづくりの推進を通
して，男女が共に仕事と家庭を両立できる環境づ
くりを図った。
・見守り対象世帯数　39，447世帯<38，934世帯>

28年度

Ａ

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

保）介護福祉課
（Ｈ30ＮＤ…介
護保険課）

基本目標 施策の方向
〈93，928，016千円〉

介護保険事業

地域支援事業
及び要援護高
齢者の在宅支
援サービス

４ 達成度

3 3 具体的施策 40

3 1 具体的施策 32

3 3 具体的施策 40

4 2 具体的施策 45

2 4 具体的施策 29

3 3 具体的施策 40

い き い き セ ン
ターふくおか運
営 （ 地 域 包 括
支援センター事
業）

　【事業目的】
高齢者が住み慣
れた地域で安心し
てその人らしく暮ら
し続けることができ
るように，健康や
福祉，介護などに
関する相談を受け
たり，その人の状
態に適したアドバ
イスを行うなど，高
齢者が自立した生
活を続けられるよ
うに支援する。

○相談実績
実相談人数　  29，707人〈 24，007人〉
延相談人数　 158，451人〈140，549人〉

A 保）地域包括ケ
ア推進課

　【事業目標】
地域における高齢
者の身近な相談体
制の充実を図る。

予算額 29年度 28年度
1，275，572千円 ＜ 1,247,737千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

働 く 人 の 介 護
サ ポ ー ト セ ン
ター事業

　【事業目的】
働く人が介護に直
面 した場合でも，
介護 と両立して働
きつづけられるた
めのノウハウを提
供し，不安を解消
する。

○平成28年7月1日に，福岡市役所地下1階に
開設
【開設日】

　　月・水・金曜　12:00～20:00
　　日曜　　　　　 10:00～18:00
　　（祝日・振替休日・年末年始は休み，祝日が
     日曜の場合は開設）
　【相談件数】
　　248件（H29.4.1～H30.3.31　開設日数194日）
○市政だより・市ホームページへの掲載の
　 ほか，福岡商工会議所ビジネス情報便や
   各講演会，企業の会合等でのチラシ配付を
   行い周知に努めた。また，個別に企業の
   人事・労務担当部署を訪問したり，中小企業
   経営者の会合へ出席するなどして窓口の
   紹介を行った。

C 保）介護福祉課
（Ｈ30ＮＤ…地
域包括ケア推
進課）

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

ふれあいサロ
ン

　【事業目的】
定期的に集まるこ
とができる通いの
場として，家に閉じ
こもりがちな高齢
者や障がいのある
人等の孤独感の
解消や寝たきり，
認知症の予防を図
る。

Ａ高齢者等を地域で支えるしくみづくりの推進を通
して，男女が共に仕事と家庭を両立できる環境づ
くりを図った。

・参加者数（実人数）　　9，541 人<9，909人>

　【事業目標】
ふれあいサロンの
参 加 者 数 （ 実 人
数 ） 平 成 32 年 度
12，000人 予算額

　【事業目標】
・相談件数・来所
件数の増加。
・窓口の認知度の
向上。

予算額 29年度 28年度
＜9，692千円＞ ＜9，500千円＞

基本目標 施策の方向

29年度 28年度
22，584千円 21，627千円

基本目標 施策の方向

保）福祉・介護
予防課（Ｈ30Ｎ
Ｄ…認知症支
援課）

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標３
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        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

        9 13 1 0

施策の方向 1　企業における女性活躍推進の支援

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

5 2 具体的施策 51

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

　【事業目標】
受講者の満足度：
アンケートで，「非
常にためになっ
た」，「ためになっ
た」の回答100％

予算額 29年度 28年度
1，000千円 〈2，700千円〉

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
従業員300人以下
の市内企業・事業
者を対象に，女性
活躍推進法に基づ
く一般事業主行動
計画の策定を支援
するセミナーを開
催し，企業におけ
る女性の活躍を促
進する。

○「一般事業主行動計画策定支援セミナー＆
フォローアップ」を開催

○ セミナー参加者 全５回79人＜全10回110人＞
フォローアップ実施企業数 31社
＜相談会参加者 11社＞

○受講者の満足度　96％＜94.3％＞
受講者アンケートの結果
（有効回答72人＜105人＞）

Ａ 市）女性活躍推
進課

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

アミカス企業向
け講演会

　【事業目的】
企業における女性
の活躍や人権尊
重の推進

基　本　目　標　４
働く場において男女が対等に参画し，
女性が活躍できる社会を目指します

一般事業主行
動計画策定支
援セミナー

５ 事業実施担当課

　具体的施策 41　企業等への啓発

基本目標

市）事業推進課
市）女性活躍推
進課

施策の方向

基本目標 施策の方向

講師：河合　薫さん（健康社会学者）
定員：200人　参加者：261人＜273人＞

　【事業目標】
企業における女性
活躍や人権尊重
の意識の浸透を図
る。 予算額 29年度 28年度

8，093千円の一部 〈8，202千円の一部〉
基本目標 施策の方向

B

基本目標別評価集計

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

29年度 28年度
－ －

基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標

　【事業目的】
企業における女性
活躍への取組の
「見える化」を推進
する。

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年９月）に伴い，市で
は，企業ごとに以下の項目を掲載（公表）した
「ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業　見える化サイ
ト」を平成28年８月に開設した。

【掲載（公表）項目】
・企業名・業種
・現状値（労働者数・管理職数（男女別）・平均

残業時間，有休休暇取得率　等）
・女性登用に関する目標
・取組内容（計画の策定状況，テレワーク等の

導入実績等）
・企業のひとことＰＲ

○企業の人事担当者向けにフェイスブック「ふく
おか人事の広場」や，就職活動中の学生向け
にツィツター「ふくおか就活・転活部」を立ち上
げ，企業のイメージ向上や優秀な人材確保・
定着，収益の向上等につながるよう「見える化
サイト」の広報周知を図った。

○登録企業223社（平成30年3月末）
＜167社（平成29年３月末）＞

Ａ「ふくおか女性
活躍ＮＥＸＴ企
業　見える化サ
イト」推進事業

施策の方向

　【事業目標】
登録企業数：２７０
社

予算額 29年度 28年度
3，860千円 ＜2，070千円＞

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標

５ 事業実施担当課

社会貢献優良
企業優遇制度
（次世代育成・
男女共同参画
支援事業）

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年９月）に伴い，企業にお
けるワーク・ライフ・バランスや女性の活躍推進の
取組を促進するため，「次世代育成・男女共同参
画支援事業」の認定要件を平成28年度より改定。
○認定企業　129社（平成29年8月1日）

＜109社（平成28年８月1日）＞
＜前認定期間H25.8.1～H28.7.31：93社＞

Ａ 市）女性活躍推
進課

基本目標

　【事業目的】
　社会貢献度の高
い地場企業に対し
て優先指名等の優
遇措置を行う社会
貢献優良企業優
遇制度の対象事
業に「次世代育
成・男女共同参画
支援事業」を設
け，企業における
ワーク・ライフ・バ
ランスや女性の活
躍推進の取組を促
進する。

基本目標 施策の方向

基本目標

１　事業名

市）女性活躍推
進課

施策の方向

施策の方向

　【事業目標】
制度の周知に努
め，認定企業を増
やす。 予算額

基本目標４　49



４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

　具体的施策 42　企業の女性活躍推進の取組支援

　【事業目標】
受講者の満足度：
アンケートで，「非
常にためになっ
た」，「ためになっ
た」の回答100％

予算額 29年度 28年度
1，000千円 ＜2，700千円＞

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

「ふくおか女性
活躍ＮＥＸＴ企
業　見える化サ
イト」推進事業

　【事業目的】
企業における女性
活躍への取組の
「見える化」を推進
する。

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年９月）に伴い，市で
は，企業ごとに以下の項目を掲載（公表）した
「ふくおか女性活躍ＮＥＸＴ企業　見える化サイ
ト」を平成28年８月に開設した。

【掲載（公表）項目】
・企業名・業種
・現状値（労働者数・管理職数（男女別）・平均

　　残業時間，有休休暇取得率　等）
・女性登用に関する目標
・取組内容（計画の策定状況，テレワーク等の

　　導入実績等）
・企業のひとことＰＲ

○企業の人事担当者向けにフェイスブック「ふく
おか人事の広場」や，就職活動中の学生向け
にツィツター「ふくおか就活・転活部」を立ち上
げ，企業のイメージ向上や優秀な人材確保・
定着，収益の向上等につながるよう「見える化
サイト」の広報周知を図った。

○登録企業223社（平成30年3月末）
＜167社（平成29年３月末）＞

Ａ 市）女性活躍推
進課

　【事業目標】
登録企業数：２７０
社

予算額 29年度
3，860千円 ＜2，070千円＞
施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

一般事業主行
動計画策定支
援セミナー

　【事業目的】
従業員300人以下
の市内企業・事業
者を対象に，女性
活躍推進法に基づ
く一般事業主行動
計画の策定を支援
するセミナーを開
催し，企業におけ
る女性の活躍を促
進する。

○「一般事業主行動計画策定支援セミナー＆
フォローアップ」を開催

○ セミナー参加者 全５回79人＜全10回110人＞
フォローアップ実施企業数 31社
＜相談会参加者 11社＞

○受講者の満足度　96％＜94.3％＞
受講者アンケートの結果
（有効回答72人＜105人＞）

施策の方向

Ａ 市）女性活躍推
進課

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

28年度

基本目標

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

4 1 具体的施策 42

4 1 具体的施策 42

4 2 具体的施策 43

5 2 具体的施策 51

施策の方向 ２　働く女性への支援

４ 達成度

4 1 具体的施策 42

4 2 具体的施策 43

5 2 具体的施策 51

１　事業名

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

予算額 29年度

施策の方向
8，093千円の一部

基本目標

・女性リーダー育成研修
働く女性を対象に，次世代のリーダーとして活

躍するために必要な知識を学ぶ連続講座（全３回
×２コース，全１回×２コース）
参加者数：118人〈64人〉

〈8，202千円の一部〉

基本目標

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(女性
リーダーを育成
するための講
座）

社会貢献優良
企業優遇制度
（次世代育成・
男女共同参画
支援事業）

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
企業における女性
リーダーを育成す
る。

５ 事業実施担当課

　【事業目的】
　社会貢献度の高
い地場企業に対し
て優先指名等の優
遇措置を行う社会
貢献優良企業優
遇制度の対象事
業に「次世代育
成・男女共同参画
支援事業」を設
け，企業における
ワーク・ライフ・バ
ランスや女性の活
躍推進の取組を促
進する。

・女性リーダー育成研修
働く女性を対象に，次世代のリーダーとして活

躍するために必要な知識を学ぶ連続講座（全３回
×２コース，全１回×２コース）
参加者数：118人〈64人〉

29年度 28年度

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
制度の周知に努
め，認定企業を増
やす。

Ａ 市）女性活躍推
進課

予算額 29年度 28年度
－ －

○「女性の職業生活における活躍の推進に関す
る法律」の施行（平成27年９月）に伴い，企業にお
けるワーク・ライフ・バランスや女性の活躍推進の
取組を促進するため，「次世代育成・男女共同参
画支援事業」の認定要件を平成28年度より改定。
○認定企業　129社（平成29年8月1日）

＜109社（平成28年８月1日）＞
＜前認定期間H25.8.1～H28.7.31：93社＞

５ 事業実施担当課２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

予算額

B

　具体的施策 43　働く女性の能力向上，キャリアアップ支援

２　事業目的・目標

基本目標

28年度

　【事業目標】
企業における女性
リーダーを育成す
る。

8，093千円の一部

市）事業推進課

施策の方向

B

〈8，202千円の一部〉

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(女性
リーダーを育成
するための講
座）

基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標

基本目標 施策の方向

施策の方向

３　事業実績及び予算額

市）事業推進課

１　事業名

基本目標４　
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４ 達成度

4 2 具体的施策 43

4 3 具体的施策 46

4 3 具体的施策 48

4 2 具体的施策 44

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(資格・
技能習得講
座）

男女共同参画
講座のうち，女
性を対象とする
もの

　【事業目的】
女性が働き続ける
ために必要な労働
関係の情報提供。

B 市）事業推進課

基本目標 施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

予算額

５ 事業実施担当課

B 市）事業推進課

基本目標
〈56，050千円の一部〉

29年度

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
女性が働き続ける
ために必要な労働
関係の知識や情
報の浸透を図る。

予算額 29年度

女性の人生サポート講座
「知って活用しよう労働のルール」
定員：40人
参加者：14人＜32人＞

28年度
55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

基本目標 施策の方向

　具体的施策 44　働く女性への労働に関する広報と情報提供

28年度
55，994千円の一部

・色彩検定試験対策講座
参加者人数９人〈１１人〉

・パソコン講座６講座
回数：８５回〈８１回〉
参加者人数：１７１人〈１４１人〉

・商業簿記（３級）講座
回数：１６回〈１６回〉
参加者人数：６人〈２５人〉

・ファイナンシャルプランナー３級講座
回数：１２回〈１２回〉
参加者人数：３０人〈４８人〉

・福祉住環境講座
回数：９回〈９回〉
参加者人数：４人〈８人〉

　【事業目標】
女性の職業能力
の向上。

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

4 2 具体的施策 44

2 2 具体的施策 19

2 2 具体的施策 25

3 1 具体的施策 32

4 2 具体的施策 44

市ホームペー
ジでの情報提
供

本市の男女共同参画及び女性活躍推進にかか
る情報に関して，福岡市ホームページ及び福岡
市の男女共同参画ホームページにて情報を発信
している。
　福岡市トップページ→くらし・手続き→人権・男
女共同参画
　（29年度の主な掲載内容）

・男女共同参画基本計画（第３次）
・男女共同参画審議会
・男女共同参画推進協議会
・女性の視点を活かした防災ミニブック
・ふくおか女性活躍NEX企業　見える化サイトの

創設・掲載企業募集
・一般事業主行動計画策定支援セミナー＆フォ

ローアップの周知
・女性活躍推進や働き方改革に関するフォー
ラムの周知

・社会貢献優良企業優遇制度（次世代育成・
男女共同参画支援事業）の申請受付

A 市）男女共同参
画課，女性活
躍推進課

予算額 29年度 28年度
- -

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画の
必要性を広く市民
が共感できるよう，
様々な情報提供を
行う。

　【事業目標】
関連部署とリンク
させるなど利便性
を向上させ，市民
が見やすく，分か
り易いホームペー
ジとなるよう工夫
する。

「働くあなたの
ガイドブック」の
発行

基本目標 施策の方向

予算額

経）就労支援課
＊平成30年度
から経）経営支
援課

基本目標 施策の方向

29年度

○「働くあなたのガイドブック」を作成し，市民をは
じめ労働団体や企業等に配布することにより，勤
労者の福祉の向上を図った。

作成部数
・平成27年度改訂版3，000部（増刷）＜1，100部
＞
・平成29年度改訂版8，700部（平成30年２月発
行）

配布部数
・平成27年度改訂版3，701部＜5，488部＞
・平成29年度改訂版8，642部

配布先
 市関係施設，国・県の関係施設，高校，専門学
校，大学など

基本目標 施策の方向

Ａ　【事業目的】
労働関係法令や
市内の雇用・労働
に関する相談窓口
等を掲載した勤労
者総合啓発誌を作
成し，市民をはじ
め労働団体や企
業等に配布するこ
とにより，勤労者
の福祉の向上を図
る。

　【事業目標】
勤労者総合啓発
誌「働くあなたのガ
イドブック」を多く
配布し，労働関係
法令の基礎知識
や相談窓口など情
報の周知に努め
る。 28年度

650千円 ＜ 100千円＞
基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標４　51



４ 達成度

2 1 具体的施策 15

2 2 具体的施策 22

2 3 具体的施策 27

2 4 具体的施策 28

4 2 具体的施策 45

3 1 具体的施策 32

3 3 具体的施策 40

4 2 具体的施策 45

アミカス相談室
における相談

基本目標

働く人の介護
サポートセン
ター事業

　【事業目的】
働く人が介護に直
面 した場合でも，
介護 と両立して働
きつづけられるた
めのノウハウを提
供し，不安を解消
する。

基本目標

基本目標

基本目標

施策の方向

　【事業目標】
・相談件数・来所
件数の増加。
・窓口の認知度の
向上。

予算額 29年度 28年度
＜9，692千円＞ ＜9，500千円＞

基本目標 施策の方向

○平成28年7月1日に，福岡市役所地下1階に
開設
【開設日】

　　月・水・金曜　12:00～20:00
　　日曜　　　　　 10:00～18:00
　　（祝日・振替休日・年末年始は休み，祝日が
     日曜の場合は開設）
　【相談件数】
　　248件（H29.4.1～H30.3.31　開設日数194日）
○市政だより・市ホームページへの掲載の
　 ほか，福岡商工会議所ビジネス情報便や
   各講演会，企業の会合等でのチラシ配付を
   行い周知に努めた。また，個別に企業の
   人事・労務担当部署を訪問したり，中小企業
   経営者の会合へ出席するなどして窓口の
   紹介を行った。

C

　【事業目標】
相談者のニーズに
適切に対応する。

＜23，739千円＞
基本目標 施策の方向

保）介護福祉課
（Ｈ30ＮＤ…地
域包括ケア推
進課）

28年度
23，997千円

基本目標

B

施策の方向

基本目標

（１）相談業務
①総合相談(相談・面接）
②アミカスDV相談ダイヤル
③法律相談
④男性のための相談ホットライン

（２）講座などによる啓発活動
①法律講座　年2回〈3回〉

参加者　延べ38名〈88名〉
②グループワーク　年2講座12回

参加者　延べ36人〈10人〉
③DV講座　2回〈2回〉　参加者13名〈8名〉
④自主グループ支援 18回〈7回〉44人〈38人〉

（３）相談員の会議・研修
①ＤＶ相談窓口の相談員連絡会議　1回〈1回〉
②事例検討・研修会　年4回〈5回〉

〈事業実績〉
○相談件数　   3，455件〈3，675件〉
　 うち，DV相談  609件〈502件〉

　具体的施策 45　相談の充実

市）事業推進課　【事業目的】
日常生活の中で直
面する様々な問題
について相談員な
どが相談を受け，
問題解決に向けて
援助する。

施策の方向

施策の方向

施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

施策の方向

予算額 29年度

施策の方向 ３　女性の就業・起業支援

４ 達成度

4 2 具体的施策 43

4 3 具体的施策 46

4 3 具体的施策 48

4 3 具体的施策 46

4 3 具体的施策 48

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座（資格・
技能習得講
座，女子学生
対象講座）

資格・技能習
得講座

１　事業名 ５ 事業実施担当課

施策の方向

３　事業実績及び予算額

　具体的施策 46　就業意識の啓発と職業能力の向上

２　事業目的・目標

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

経）就労支援課
＊平成30年度
から経営支援
課

基本目標

28年度
1,190千円 ＜ 1,190千円＞

基本目標

○関係機関と共催で各種講座を実施した。
（開催経費の一部負担や市政だより等で
の広報）
・商工会議所との共催研修事業の受講者

数：191人〈214人〉
・福岡地区職業訓練協会との共催研修事

業の受講者数：1，023人〈985人〉

　【事業目的】
地場中小企業の
従業員の資質向
上を図るための各
種研修を実施する
とともに，中小企
業の人材育成を行
う（職）福岡地区職
業訓練協会に対し
助成する。

施策の方向

B・色彩検定試験対策講座
参加者人数９人〈１１人〉

・パソコン講座６講座
回数：８５回〈８１回〉
参加者人数：１７１人〈１４１人〉

・商業簿記（３級）講座
回数：１６回〈１６回〉
参加者人数：６人〈２５人〉

・ファイナンシャルプランナー３級講座
回数：１２回〈１２回〉
参加者人数：３０人〈４８人〉

・福祉住環境講座
回数：９回〈９回〉
参加者人数：４人〈８人〉

　【事業目標】
女性の職業能力
の向上。

予算額
〈56，050千円の一部〉

29年度

市）事業推進課

施策の方向

施策の方向

基本目標

基本目標

　【事業目標】
各種講座につい
て，受講者数が1，
500人以上となる。

予算額 29年度

Ｂ
基本目標 施策の方向

28年度
55，994千円の一部

基本目標４　
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４ 達成度

4 3 具体的施策 47

4 3 具体的施策 47

2 1 具体的施策 17

4 3 具体的施策 48

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座等（女
性の起業を支
援する講座）

　具体的施策 47　女性の起業支援

＜ 914千円＞

29年度 28年度

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(女性の
就職を支援す
る講座）

　具体的施策 48　再就職の支援

先輩女性起業
家による相談・
交流機会の提
供

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

市）事業推進課

861千円 ＜ 914千円＞
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

28年度
8，093千円の一部
55，994千円の一部

〈8，202千円の一部〉
〈56，050千円の一

基本目標

　【事業目標】

予算額

お仕事再開応援フェスタ
・定員：100人
・参加者数：119人＜113人＞

女性の就職支援セミナー
・ママのためのお仕事スタートアップ

　　全1回
　　定員：10人　参加者：計14人　＜17人＞

・女性のための就職応援プログラム
全2回×2コース
定員：各20人　参加者：計34人＜21人＞

資格取得講座（福岡地区職業訓練協会と共同
主催）
　パソコン，商業簿記，ファイナンシャルプラン

ナー，色彩検定，福祉住環境コーディネーター
定員：210人
参加者：計　220人　＜計233人＞

B

B 市）事業推進課

　【事業目標】
起業支援セミナー
受講一年後に起
業している人の割
合70％

予算額

施策の方向

29年度 28年度
861千円

基本目標 施策の方向

B 市）事業推進課　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

　女性の起業支援セミナーにて，先輩起業家のパ
ネルディスカッションや相談会，交流会を実施

・

・

女性の起業支援セミナー（全６日間）
講師：中川普巳重（中小企業診断士）ほか
参加者数：24人〈23人〉
修了者数：23人〈21人〉
＜セミナー受講後一年後調査結果＞
平成27年度受講生起業率　54%
平成28年度受講生起業率　57%
ＨＡＰＰＹ女子マーケット準備セミナー（全５回）
講師：清水麗子（㈱グレイスクリエ代表取締役）
参加者数：32人〈30人〉

・IT活用セミナー
起業に役立つネットスキルを学ぶセミナー
講師：古川麻水（福岡県よろず支援拠点コーディネー

ター）ほか
開催数：４回
参加者数：163人〈247人〉

　【事業目標】
女性の職業能力
の向上。

予算額
29年度

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課 ４ 達成度

4 2 具体的施策 43

4 3 具体的施策 46

4 3 具体的施策 48

4 3 具体的施策 46

4 3 具体的施策 48

4 3 具体的施策 48

福岡市就労相
談窓口事業

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(資格・
技能習得講
座）

28年度

資格・技能習
得講座

1,190千円

　【事業目的】
地場中小企業の
従業員の資質向
上を図るための各
種研修を実施する
とともに，中小企
業の人材育成を行
う（職）福岡地区職
業訓練協会に対し
助成する。

○関係機関と共催で各種講座を実施した。（開催
経費の一部負担や市政だより等での広報）

・商工会議所との共催研修事業の受講者数：
191人＜214人＞

・福岡地区職業訓練協会との共催研修事業の
受講者数：1，023人＜985人＞

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
各種講座につい
て，受講者数が1，
500人以上となる。

予算額 29年度

経）就労支援課
＊平成30年度
から経営支援
課

予算額
29年度 28年度

55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

　【事業目標】
就職率（＝就職者
数÷新規相談者
数）：83％以上

予算額 29年度 28年度
46,981千円 ＜ 46,949千円＞

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
15歳以上を対象に
各区に設置してい
る「就労相談窓口」
において，求職者
一人ひとりの働き
方のニーズに合わ
せたよりそい型の
就職支援を行うも
の。

Ａ 経）就労支援課
＊平成30年度
から経営支援
課

・相談件数
3，816件（うち女性2，029件）
＜3，780件（うち女性2，060件）＞

・新規相談者数
622人（うち女性356人）
＜579人（うち女性336人）＞

・就職者数
460人（うち女性295人）
＜509人（うち女性316人）＞

・就職率
74.0％（女性82.9％）
＜87.9％（女性94.0％）＞

Ｂ

＜ 1,190千円＞
基本目標 施策の方向

施策の方向

　【事業目標】
女性の職業能力
の向上。

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

・色彩検定試験対策講座
参加者人数９人〈１１人〉

・パソコン講座６講座
回数：８５回〈８１回〉
参加者人数：１７１人〈１４１人〉

・商業簿記（３級）講座
回数：１６回〈１６回〉
参加者人数：６人〈２５人〉

・ファイナンシャルプランナー３級講座
　回数：１２回〈１２回〉
　参加者人数：３０人〈４８人〉
・福祉住環境講座

回数：９回〈９回〉
参加者人数：４人〈８人〉

基本目標 施策の方向

B 市）事業推進課

基本目標 施策の方向

基本目標

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標４　53



         Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

         7 7 1 0

施策の方向 1　市の政策・方針決定過程への女性の参画促進

４ 達成度

5 1 具体的施策 49

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 49

6 1 具体的施策 54

基　本　目　標　５
政策・方針決定過程に男女が共に参画できる社会を目指します

　【事業目標】
審議会等委員へ
の女性の参画率
を，平成32年度ま
でに 40％，女性委
員のいない審議会
等の解消。

予算額 29年度 28年度
- -

基本目標 施策の方向

○審議会等への女性の参画を促進するため，お
おむね委嘱の3か月前までに委員の選任に際し，
審議会等の所管課と男女共同参画課で事前協議
を実施
○女性の人材に関する情報提供
参画率：　34.3%〈33.7%〉
女性委員のいない審議会等の数：全73のうち0〈68
のうち0〉

　【事業目標】
依頼に対し適切な
人材を紹介する。

予算額

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目的】
地域等における男
女共同参画を推
進。

・地域等で男女共同参画を推進し，女性の参画を
促進するため，アミカスの人材情報を提供。
　4件　5人紹介　〈2件　5人紹介〉

Ａ 市）事業推進
課

５ 事業実施担当課

　具体的施策 49　審議会等への女性の参画促進

情報提供事業

審議会等への
女性委員参画
のための事前
協議

　【事業目的】
市の政策・方針決
定過程における女
性の参画を推進す
る。

B 市）男女共同
参画課

基本目標 施策の方向

29年度 28年度
55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標別評価集計

４ 達成度

5 1 具体的施策 50

5 1 具体的施策 50

○男女共同参画推進協議会の開催１回〈１回〉
議題

・福岡市男女共同参画基本計画（第３次）の平成
28年度実施状況及び評価について

○同幹事会の開催１回〈１回〉
議題

・福岡市男女共同参画基本計画（第３次）の平成
28年度実施状況及び評価について

A 市）男女共同
参画課

28年度
- -

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
管理職に占める女
性の割合
・平成32年度まで
に15％程度（中間
目標）
・平成37年度まで
に20％程度 予算額

男女共同参画
推進協議会・
幹事会

　【事業目標】
審議会等委員へ
の女性の参画促
進，女性職員の登
用に全庁をあげて
取り組む。

予算額 29年度

　【事業目的】
庁内の推進組織で
ある協議会・幹事
会において，基本
計画の進捗状況
の把握や市の男
女共同参画施策
の推進を図る。

総）人事課

　具体的施策 50　市役所における男女共同参画の推進

福岡市特定事
業主行動計画
に基づく女性職
員活躍の推進

－
基本目標 施策の方向

29年度 28年度

・早期キャリア形成に向けた人事配置やキャリア
形成に関する研修など，女性職員の意欲や能力
に応じた人事配置や研修の実施。
・時間外勤務の縮減や両立支援制度の周知など，
全ての職員が職業生活と家庭生活の両立を図れ
るような取組みの実施。

行動計画における数値目標の実績（29年度）
12.8％<11.9％>
※<　>内は28年度実績

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目的】
政策・方針の意思
決定や政策立案な
ど，様々な分野に
女性の視点を反映
できるよう，女性職
員の意欲と能力を
十分に発揮させ
る。

Ｂ

-

基本目標５
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４ 達成度

5 1 具体的施策 50

5 1 具体的施策 50

5 1 具体的施策 50

6 1 具体的施策 54

基本目標 施策の方向

総）研修企画
課

　【事業目的】
男女共同参画へ
の理解を深め，市
政の各場面で男女
共同参画の視点を
持って施策を展開
できる職員を育成
する。

B

施策の方向
- -

【事業実績】（平成29年度当初における任用実績）
○校長（女性校長・園長数／全校長・園長数）

49名/224名・・・21.9%〈46名/223名・・・20.6%〉
○教頭（女性副校長・教頭・副園長数／全教頭等

数）
55名/267名・・・20.6%〈46名/263名・・・17.5%〉

○管理職（女性管理職／全管理職）
104名/491名・・･21.2%〈92名/486名・・・18.9%〉

※幼稚園７園のうち，小学校長が園長を兼務
している園は３園，校長の小中兼務校は５校
である。(平成29年末で5園は閉校)

※教頭複数配置校（副校長を含む）は，平成28
年度が小学校15校，中学校11校，
高等学校4校である。
平成29年度が小学校18校，中学校8校，
高等学校4校である。
また，学校規模により教頭を配置しない
小学校は，平成28年度が3校，平成29年度
も3校である。

※特別支援学校の教頭複数配置校は，平成28
年度，平成29年度ともに７校である。

市）男女共同
参画課

基本目標

　【事業目標】
男女共同参画の
視点に立った施策
が展開される。

　【事業目的】
女性職員の学校
運営への積極的な
参画及び能力開
発ができるような
意識改革を図る。

　【事業目的】
男女共同参画につ
いての理解を深め
る。

男女共同参画推進担当者研修
　講師：　市民局男女共同参画課，事業推進課
  対象：　各区区政推進（地域支援）部職員

（企画振興課，振興課，地域支援課）
市民局男女共同参画部職員
（男女共同参画課，事業推進課）

　参加者数：１4名＜１２名＞

女性教職員の
管理職登用の
促進

研修企画課に
おける男女共
同参画研修

男女共同参画
推進担当者研
修

教）教職員第2
課

　【事業目標】
   幼稚園・小学
校・中学校・特別
支援学校・高等学
校の管理職(園長・
副園長・校長・副
校長・教頭)に占め
る女性管理職の割
合を，現状より高
めることをめざす。

予算額 29年度 28年度
- －

A

予算額 29年度 28年度

Ｂ

　【事業目標】
階層別研修におい
て，男女共同参画
の推進に関する科
目・内容を実施す
る。 予算額 29年度 28年度

- -
基本目標 施策の方向

○研修名：課長研修
受講者：課長級昇任者等　93名

○研修名：新規採用職員研修（社会人経験者，
中途採用者等含む）
受講者：新規採用職員　254名

基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課 ４ 達成度

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 50

施策の方向 ２　あらゆる分野の意思決定過程への女性の参画促進

４ 達成度

3 1 具体的施策 31

4 1 具体的施策 41

5 2 具体的施策 51

１　事業名

　【事業目的】
年 齢 ， 性 別 ， 能
力，背景などに関
わらず，すべての
人にやさしいまち
「ユニバーサル都
市･福岡」の実現。

・ユニバーサル都市・福岡賞の実施
・ユニバーサル都市・福岡フェスティバルの開催
・公共交通機関等における一斉PR
・外国人向けのトイレマナーを記載したロゴマーク
入りの啓発ステッカーの作成・配布
・小学４年生向け副読本の作成・配布
・小学生，中学生，高校生を対象とした出前講座
等の実施

Ｂ

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

講師：河合　薫さん（健康社会学者）
定員：200人　参加者：261人＜273人＞

B

28年度

５ 事業実施担当課２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目的】
企業における女性
の活躍や人権尊
重の推進。

8，093千円の一部 〈8，202千円の一部〉

基本目標 施策の方向

基本目標

　【事業目標】
企業における女性
活躍や人権尊重
の意識の浸透を図
る。

予算額 29年度

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
・ユニバーサルデ
ザインの概念の理
解度：65％（平成
32年度）
・ユニバーサルデ
ザインの取組みへ
の評価：58％（平
成32年度）

市）事業推進
課
市）女性活躍
推進課

総）企画調整
部

予算額 29年度 28年度
10,935千円 ＜ 34,250千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

施策の方向

　具体的施策 51　企業における女性の参画促進

企業向け講演
会

１　事業名

ユニバーサル
都市･福岡の推
進

基本目標５55



４ 達成度

4 1 具体的施策 42

4 2 具体的施策 43

5 2 具体的施策 51

5 2 具体的施策 52

5 2 具体的施策 52

基本目標 施策の方向

施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
女性農業者を中心
とした食や農に関
するグループ活動
を活性化し，地域
農業を支える担い
手として，さらなる
女性農業者の育
成を支援する。

A女性農業者活
躍支援事業

　具体的施策 52　農林水産業の分野における女性の参画促進

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

○女性農業者育成支援事業補助金
女性農業者によるグループ活動を支援するもの。
小学校等でのみそづくり指導を通した食と農の知
識の普及や地域農業文化の継承，女性農業者を
対象とした先進的農産地の視察や研修会を実施。
【事業主体】福岡市農業協同組合，福岡市東部農
業協同組合
【実績】小学校等でのみそづくり指導31回 〈33回〉

研修等3回〈3回〉

○女性農業者の活躍促進事業（機器整備支援）
女性農業者による農産物加工品製造のための機
器整備を支援する県単補助事業。
※平成29年度は要望が無かったため実施なし。

○福岡市女性未来農業サポーター
農業の魅力発信事業の企画・協力及び女性農

業者の育成・支援を目的とした視察や研修会を実
施。

女性農業者ス
テップアップ事
業

＜1，440千円＞
基本目標 施策の方向

　【事業目的】
女性が持つ生活技
術やセンス等を活
かせる６次産業の
体験機会や情報の
提供を行うととも
に，先駆的に取り組
んでいる女性農業
者のもとで研修を受
けることにより，６次
産業に取り組む女
性農業者の掘り起
し及び育成を図る。

・女性リーダー育成研修
働く女性を対象に，次世代のリーダーとして活躍

するために必要な知識を学ぶ連続講座（全３回×
２コース，全１回×２コース）
参加者数：118人〈64人〉

B

8，093千円の一部 〈8，202千円の一部〉

　【事業目標】
企業における女性
リーダーの育成。

予算額

市）事業推進
課

基本目標

　【事業目標】
ガイダンス・イン
ターンシップを実
施し，受講生の６
次産業への取組
み開始の支援を行
う。 予算額 29年度 28年度

＜1，445千円＞

○農業女子ガイダンス
６次産業に関する情報提供や，当該分野に先進
的に取り組む女性農業者の体験談発表，圃場見
学などを実施。
・実施回数１回〈１回〉
・参加者数24人〈19人〉
○農業女子インターンシップ
ガイダンス参加者の中から受講生を選考の上，６
次産業の経営に取り組む女性農業者から直接指
導を受けるインターンシップを実施。
・研修期間　延べ50日程度
・受講生数　４人〈２人〉
・研修場所　受入農家の農地，加工場ほか

Ａ 農）政策企画
課

農）政策企画
課

29年度

　【事業目標】
女性農業者のグ
ループが実施する
食育等に関する活
動や，女性農業者
の育成に関する活
動を支援する。

予算額 29年度 28年度
＜ 562千円＞ ＜ 3,130千円＞

基本目標 施策の方向

女性のチャレン
ジ支援のため
の講座(女性
リーダー育成
のための講座）

28年度

　【事業目的】
経済的自立やキャ
リアアップ等，女性
のあらゆる方面へ
のチャレンジを支
援する。

４ 達成度

5 2 具体的施策 52

5 2 具体的施策 53

5 2 具体的施策 53

6 2 具体的施策 56

地域における
諸団体等の長
への就任率調
査

　具体的施策 53　地域における女性の参画促進

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

男女共同参画
地域づくり事業

29年度 28年度
1,613千円 ＜ 895千円＞

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域での男女共同
参画の取組を実施
する。

○福岡市男女共同参画週間「みんなで参画ウィー
ク」及び「シンボルマーク」の広報・周知
（市政だより・ホームページへの掲載，ポス

ター，チラシ，グッズの配布等）
・取組みを実施した校区数　145校区〈143校区〉

○第５回男女協サミット・校区の活動事例発表
「ありがとう　小さな出会いを大切に」

南区筑紫丘校区男女共同参画部
・講演「災害時における男女共同参画

～九州北部豪 雨の経験から～」
 　 講師： 中嶋玲子さん
    (福岡県男女共同参画センターあすばる 元館
長)

○地域女性活躍チャレンジ塾  全４回
講師：佐藤　倫子氏（福岡教育大学 非常勤

講師）

A 市）男女共同
参画課

　【事業目標】
地域での男女共同
参画を図る。

予算額 29年度 28年度
527千円 <1，025千円>

基本目標 施策の方向

博多の魚料理
体験事業

　中学校等に漁協女性部を講師として派遣し，魚
介類を使った調理教室を実施。

・実施回数　64回（うち講師派遣回数21回）
・参加者数　1，973人

　【事業目標】
地域の男女共同
参画の推進を図
る。 予算額 29年度 28年度

- -
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域活動の方針
決定過程への女
性の参画状況を把
握し，施策を実施
する上での基礎資
料とする。

男女共同参画に係る施策を展開するうえでの基礎
資料とするため毎年調査を実施。（7月1日現在）

地域諸団体等の長への女性の就任率
　20.1％＜19.7％＞

Ｃ 市）男女共同
参画課

　【事業目的】
魚離れが進む中，
中学校等で地元産
の魚等を使った調
理実習を実施する
ことで，市水産業
への理解促進と，
食育を通した魚食
普及，地元水産物
の消費拡大を図
る。

Ａ 農）水産振興
課

　【事業目標】
参加人数
　2，000人（年間）

予算額

基本目標５

56



         Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

         12 13 4 0

施策の方向 1　地域における男女共同参画意識の浸透と活動支援

４ 達成度

6 1 具体的施策 54

6 3 具体的施策 58

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

基　本　目　標　６
地域において男女が共に支え合い，安全・安心で

住みよい地域社会を目指します

５ 事業実施担当課

　具体的施策 54　地域の主体性を尊重した男女共同参画の推進と男女共同参画協議会等の活動支援

施策の方向

基本目標 施策の方向

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標

基本目標

○第５回男女協サミット
参加人数　　268名＜271名＞
・校区の活動事例発表

「ありがとう　小さな出会いを大切に」
南区筑紫丘校区男女共同参画部

・講演「災害時における男女共同参画
～九州北部豪 雨の経験から～」

講師： 中嶋玲子さん
(福岡県男女共同参画センターあすばる 元館

長)

基本目標 施策の方向

市）男女共同参
画課

※平成29年度については，申し込みなし
　実施回数 0件〈7件〉
　参加者数    0人〈209人〉
 受講者の満足度　　　　‐ <96.9％>

施策の方向

男女協サミット

　【事業目標】
受講者の満足度の
向上を図る。

予算額 29年度 28年度
- -

-　【事業目的】
男女共同参画社会
や本市施策につい
て，周知を図る。

市）男女共同参
画課

　【事業目標】
地域の男女共同参
画の推進を図る。

予算額 29年度 28年度
251千円 ＜304千円＞

A

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
各校区の男女共同
参画協議会が情報
共有し，地域の男
女共同参画活動を
支援する。

出前講座

基本目標別評価集計

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

6 1 具体的施策 54
6 1 具体的施策 55

1 2 具体的施策 7

6 1 具体的施策 54

市）事業推進課

施策の方向

A

　【事業目標】
地域における男女
共同参画活動に役
立つ情報の提供を
目指す。

予算額 29年度 28年度
55，994千円の一部 ―

　【事業目的】
地域における男女
共同参画活動の支
援。

校区の新たな取り組みをアミカスホームページに
掲載。

基本目標

施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
様々な地域団体の
枠を超えて校区全
体で男女共同参画
について考える
きっかけとなるよう
に，週間の周知と
ともに，地域が主
体的に行う男女共
同参画推進の取り
組みを支援する。

29年度 28年度
100千円 ＜340千円＞

基本目標

福岡市男女共同参画週間「みんなで参画ウィー
ク」及び「シンボルマーク」の広報・周知
   （市政だより・ホームページへの掲載，ポス
ター，チラシの配布等）

・取組みを実施した校区数
145/147校区＜143/146校区＞

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
受講者の理解向上
を促す。 予算額 29年度 28年度

- -

Ａ　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

Ａ 市）男女共同参
画課

施策の方向
基本目標 施策の方向

　【事業目標】
「みんなで参画
ウィーク」の取組み
が全校区で実施さ
れる。

予算額

５ 事業実施担当課

基本目標

基本目標

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標

・出前講座
11校区　325名受講　〈10件　203名受講〉
受講者の満足度98％

施策の方向

基本目標 施策の方向

市）事業推進課出前講座

「みんなで参画
ウィーク」の広
報・周知

地域における
男女共同参画
に関するプログ
ラム集の作成

１　事業名

基本目標６57



４ 達成度

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

5 1 具体的施策 49

6 1 具体的施策 54

　【事業目的】
地域等における男
女共同参画を推
進。

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

予算額 29年度 28年度
55，994千円の一部

施策の方向

Ａ・地域等で男女共同参画を推進し，女性の参画を
促進するため，アミカスの人材情報を提供。
　4件　5人紹介　〈2件　5人紹介〉

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

Ｃ

　【事業目標】
依頼に対し適切な
人材を紹介する。

市）事業推進課

基本目標 施策の方向

基本目標

市）事業推進課

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

予算額 29年度 28年度
55，994千円の一部 ＜56，050千円の一部＞

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
　12件　480名受講　〈10件　397名受講〉
・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん
　偶数月発行

施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

基本目標 施策の方向

基本目標

〈56，050千円の一部〉
基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

アミカス地域支
援事業

情報提供事業

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

725千円 ＜ 746千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

東区男女共同
参画連絡協議
会活動支援及
び校区活動の
支援

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

　【事業目的】
男女共同参画推進
活動が校区全体の
取組みとして行わ
れ，意思決定過程
に男女が共に参画
し，男女共同参画
の視点に立った地
域の自治が行われ
ること

１　「東区男女共同参画連絡協議会」の活動支援
　　定例会の開催支援（情報提供，資料作成，連
     絡調整等）

※毎月開催　委員27人，平成30年2月より28
人

＜H28：27人＞
２　講演会，研修会の開催等

①東区のつどい（講演会等）
※東区青少年育成協議会共催
開催日：平成29年10月28日
参加者：340人＜H28：163人＞
講演会
～女性も子どもも防災・復興の主役に！！

地域防災力を高める多様な視点～
講師　坂田 静香氏
※後半20分程度，東区青少年育成協議会

及び東区男女共同参画連絡協議会の
会長・副会長（計5名）と講師による意見
交換を実施。

②地域リーダー育成研修会
開催日：平成30年2月17日
参加者：97人＜H28：84人＞
講師：中嶋　玲子氏

③日本女性会議への東区男女共同参画連絡
協議会委員
の派遣3人＜H28：3人＞

開催日：平成29年10月13日～15日
④広報誌（あい）発行による啓発活動
⑤その他

生涯学習推進課所管の「男女共同参画社会
づくり講座」
に東区男女共同参画連絡協議会が協力
開催日：平成29年9月1／22／29日
参加者336人＜H28：339人＞

Ｂ 東）地域支援課

　【事業目標】
◆男女の固定的な
役割分担意識の解
消度（「男は仕事，
女は家庭を守るべ
き」という固定観念
を持たない市民の
割合）
目標値
男性70％
女性75％

予算額
29年度 28年度

基本目標６
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４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

博）企画振興課

予算額 29年度 28年度
672千円 〈　742千円　〉

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

①役員会及び定例会
各事業の協議及び報告と校区活動の情報
交換等
　年4回　<4回>

②男女共同参画講演会（研修会）
参加者89名<71名>

講演テーマ：私の経営理念 ～人を活かす経
営～

講師：(株)ふくや　川原　正孝氏
　　対象：校区男女共同参画委員，自治協議会

長，公民館長・主事，空港周辺共同
利用会館長

③日本女性会議への参加
　　　参加者4名　<2名>

④区男女共同参画代表者会と自治協議会との
意見交換会

　　　講師：佐藤　倫子氏
　　　「第3ブロック」参加者40名
　　 <「第2ブロック」参加者57名>
⑤視察研修

参加者34名　<34名>
視察先：朝倉グリーンツーリズム協議会

会長　矢野　公子氏
⑥各校区の情報共有
　　各校区の広報紙（年間事業報告など）を一つ
     にまとめて綴り，各校区にて保有。
⑦区事業への協力参加
　　博多区市民どんたく隊への参加
　　 15名<15名>

※パレードは雨天中止
⑧他団体事業への参加

「人権を尊重する市民の集い」実践報告
・活動報告
・朗読劇「料理を作る男」「男女共同参画社会で

すから」
・男女共同参画に関する○×クイズ（10問）

Ｂ  【事業目的】
　校区が主体と
なった男女共同参
画の推進。

　【事業目標】
　地域における男
女共同参画の意識
を図るとともに，女
性リーダーの育成
と活躍を支援し男
女が共に支えあ
い，安心して暮ら
せる社会を目指
す。

博多区男女共
同参画代表者
会活動支援及
び校区活動の
支援

１　事業名 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54基本目標

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進

南区男女共同
参画連絡会活
動支援及び校
区活動の支援

　【事業目的】
平成20年度に南

区男女共同参画連
絡会を設立。校区
主体で男女共同参
画を推進していくこ
とを 目的としてい
る。

Ｂ 南）企画振興課

  【事業目標】
区は連絡会の事

務局として支援を
行うとともに，地域
活動サポート講座
等の区主催事業を
実施し，校区にお
ける男女共同参画
推進活動の充実を
目指す。

予算額 29年度 28年度
798千円 ＜ 807千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

施策の方向

全体会や学習会，ブロック会にて情報交換，グ
ループワークなどを実施した。
１．区主催事業
①地域活動サポート講座
2月に開催を予定していたが，講師の都合により
中止となった。
２．南区男女共同参画連絡会の活動支援
①全体会　年２回開催（５月，３月）

連絡会の活動内容や方向性について，各校区
の意見を集約
②学習会　年5回実施（６月，７月，９月，１２月，１
月）
　「防災」等，身近なテーマから男女共同参画につ
いて考えるものや，今後の活動の参考とするた
め，各校区の実状等に関する意見交換を実施し
た。うち，６月は新委員対象の研修会を実施。
③ブロック会　４ブロック　各２回開催

ブロック毎により細やかな情報・意見を共有し
た。
④役員会　年５回開催

①定例会，役員会の開催（月１回）
②委員研修会

６月６日(火）「地域活動に男女共同参画の視
点を」
　　講師：宮﨑　岳彦氏（アミカス副館長）
③日本女性会議2017とまこまいへ委員１名派遣

１０月１３日(金）～１４日(土）
④中央区安全・安心フェスタ2017へブース出展

１１月２５日(土）　九電記念体育館
ブースへの来場者：約４５０名

⑤中央区自治協議会等代表者会との意見交換
会
　　１２月２１日(木）
　　基調講演「当事者目線での地域防災につい
て」
　　講師・ファシリテーター：佐藤　倫子氏
　　意見交換会参加者：５３名
⑥区主催事業

地域活動応援事業「企画・広報講座」全３回
１０月６日(金），２０日(金），１１月２日(木）

⑦区事業への協力参加
中央区どんたく隊パレード
※パレードは雨天中止
市二役等歓迎セレモニー

Ｂ 中）企画振興課

【事業目標】
・校区が主体的に
活動するため，情
報交換や交流の場
を支援していく。
・校区状況に即し
た支援を行うため
校区状況の把握に
努めるとともに，世
情に合った情報発
信を行っていく。

予算額 29年度 28年度
984千円 〈1033千円〉

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

中央区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標６59



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

　【事業目的】
校区における男女
共同参画の推進。

１　城南区男女共同参画連絡会の活動支援
（１）定例会（10回）

校区活動報告，情報交換，行政からの情報提
供，学習会。
（２）啓発

校区団体活動紹介パネルの展示等

２　区主催事業
（１）委員研修

テーマ：「男女共同参画ってなあに？」
講師：宮﨑　岳彦氏(福岡市男女共同参画推

進センター・アミカス副館長）
　　対象：各校区男女協委員
　　参加者数：74名〈70名〉
（２）日本女性会議への派遣

参加者数：2名〈2名〉
（３）講演会及び日本女性会議報告会
Ⅰ部　日本女性会議報告会
Ⅱ部　講演会

テーマ：「災害に強い地域づくり～多様性配慮
の視点とは～」
　　講師：坂田　静香氏（特定非営利活動法人　男
女共同参画おおた理事長）
　　対象：各校区男女協委員，自治協関係者，

公民館職員等
　　参加者数：100名〈130名〉

Ｂ 城）地域支援課

　【事業目標】
・各校区の自治協
議会において，男
女共同参画を推進
する活動が実施で
きるよう支援する。
・地域活動におい
て，男女が共に，
指導的立場に立っ
て幅広く活躍でき
るよう支援する。

予算額 29年度 28年度
961千円 ＜ 961千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

城南区男女共
同参画連絡会
活動支援及び
校区活動の支
援

１　事業名 ４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

（１）全体会（年6回）〈6回〉
各校区活動報告，情報交換

（２）委員研修会（2回）〈2回〉
「地域ですすめよう！男女共同参画」
講師：武藤 桐子さん（福岡ジェンダー研究所研究

員）
「地域における男女共同参画活動～地域防災を例

として～」
講師：佐藤　倫子さん（市共創地域づくりアドバイ

ザー）
（３）ブロック別研修会

①高取公民館（Dブロック）60名〈60名〉
「『セクマイって知っとんしゃあ～？』
～性のモノサシから考える男女共同参画社会～」
講師：藤田　哲章　さん （元・アミカス運営係長）
②大原公民館（Cブロック合同）60名〈60名〉
「地域で進めよう！男女共同参画」
講師：武藤　桐子　さん（NPO法人福岡ジェンダー研

究所研究員）
③田村公民館（Bブロック）60名〈60名〉

　「寸劇で学ぼう！男女共同参画～アミカス寸劇隊を
お招きして～」
　講師：アミカスサポーター

④入部公民館（Aブロック）60名〈60名〉
「地域活動と男女共同参画　私でよろしければ頑張

ります！」
講師：中嶋 玲子　さん

（元・福岡県男女共同参画センターあすばる館長）
（４）日本女性会議２０１７苫小牧　委員1名派遣〈2名〉

男女共同参画フォーラム（国立女性教育会館：
NWEC）

委員2名派遣
（５）広報誌「かたらい」発行（年2回）〈1回〉
（６）男女共同参画映画上映会

「彼らが本気で編むときは，」（300名）
（７）早良区男女共同参画講演会（300名）〈360名〉

①区男女共同参画をすすめる会　活動報告
②すすめる会委員によるクイズと寸劇
③一人芝居「涙と笑い男女共同参画物語」

講師：福永　宅司　さん（子どもの学び館代表取
締役）

Ｂ 早）地域支援課

　【事業目標】
校区男女共同参画
推 進 組 織 に お い
て，下記の視点に
基づいた取組を実
施する。
① 男女共同参画
について「考える」
機会を提供（研修
会・ワークショップ
等の開催）。
②学びと気づきに
努め，その効果を
「発信」する（積極
的な広報）。
③公民館や校区の
各団体との「連携」
（諸団体と共同で
の研修実施）。
④「男女共同参画
の視点」をもって校
区行事へ参画。

予算額 29年度 28年度
1,264千円 ＜ 1,277千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
校区男女共同参画
推 進 活 動 の 活 性
化。

早良区男女共
同参画をすす
める会活動支
援及び校区活
動の支援

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

基本目標６

60



４ 達成度

1 2 具体的施策 5

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 54

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

西区男女共同
参画をすすめ
る会活動支援
及び校区活動
の支援

　【事業目的】
男女共同参画社会
の実現に向けての
取り組みを推進す
ること。

１．西区男女共同参画フェスティバル２０１7
　　来場者 約200名〈約310名〉

・朗読劇「できるかな？避難所暮らし」
出演：西区男女共同参画をすすめる会委員

・講演会「主役はわたしたち
～避難所からのコミュニティ形成～」

　　 講師：熊本県益城町テクノ仮設団地自治会長
吉村 静代氏

２． 西区自治協議会との意見交換・交流会
　　 参加者  41人(自治協：18人　男女協：23人)
　　 内容：男女協の活動の目的や意思決定機関

への女性の参画等。
３．西区人権を考えるつどい 来場者392名〈362
人〉
　　西区人権尊重連絡会議が主催する「西区人
　　権を考えるつどい」の場を借りて，男女共同
　　参画に関する朗読劇を実施。
４．日本女性会議２０１７とまこまい
　　参加者３名〈４名〉
５．委員交流・意見交換会

①６月委員交流・意見交換会　37名
グループディスカッション「男女共同参画の視
点を取り入れた地域防災について」

②９月委員交流会・意見交換会　37名〈34名〉
避難所運営ゲーム，グループディスカッション

③３月委員交流会・意見交換会　33名〈28名〉
グループディスカッション「フェスティバル及び
今年度の活動全体について」

６．全体会
　　全体会 （3月委員交流会終了後）　33名〈27
名〉

・会則の改正
・平成29年度事業報告，平成30年度事業計画

７．広報紙「なぎさ」
　　53号・54号（各号6750部）発行。
    年２回，９月・３月に発行して いる。
    各校区での世帯回覧，校区自治協議会等へ
の
    配布，公民館等公共施設での配布。
８．西区男女共同参画推進奨励賞
　　受賞者：3名〈2名〉

B 西）企画振興課

　【事業目標】
自治協議会会長，
各種団体の校区代
表及び会長並びに
公民館長等のいわ
ゆる地域リーダー
へ就任できる女性
を育成する。

29年度 28年度
〈1，192千円〉 ＜ 1,252千円＞

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

１　事業名 ４ 達成度

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 54

5 1 具体的施策 50

6 1 具体的施策 54

1 1 具体的施策 2

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

　【事業目標】
男女共同参画の視
点に立った施策が
展開される。

予算額 29年度 28年度
- -

基本目標 施策の方向

B

市）男女共同参
画課

市）男女共同参
画課

基本目標

Ｂ公民館長・公
民館主事の研
修

２　事業目的・目標

七区の男女共同参画連絡会の会長からなる
  代表者会議を年４回開催〈４回〉

・各区男女共同参画連絡会の活動等について
の情報交換

・各校区における男女共同参画に関する研修
会実施状況調査　　１回〈１回〉

七区男女共同参画協議会として全校区の男女共
同参画協議会における研修の実施状況調査を行
い，研修実施率の向上に取り組んだ。

男女共同参画研修実施率　89.9％〈90.5%〉

公民館職員に対する男女共同参画に係る研修を
実施。

新任公民館職員研修実績
　１回 31人　〈１回 44人〉

公民館運営研修実績
東区，博多区，中央区，南区　各１回　計158人
〈東区，博多区　各１回　計94人〉

　【事業目的】
七区間の情報共有
により，校区活動
の活性化を図る。

-
施策の方向

５ 事業実施担当課

男女共同参画
推進担当者研
修

　【事業目的】
男女共同参画につ
いての理解を深め
る。

男女共同参画推進担当者研修
　講師：　市民局男女共同参画課，事業推進課
  対象：　各区総務部職員

（企画振興課，地域支援課）
市民局男女共同参画部職員
（男女共同参画課，事業推進課）

　参加者数：14名＜12名＞

29年度

-
基本目標

　【事業目的】
全校区の研修実施
状況を把握すると
ともに，活動事例を
各校区に紹介す
る。

- -
29年度

予算額

＜ 59千円＞

Ａ

予算額

市）男女共同参
画課

　【事業目標】
全ての校区におけ
る男女共同参画研
修の実施。 28年度

市）公民館支援
課

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
公民館職員への研
修による男女共同
参画の推進。

129千円

　【事業目標】
地域の様々な活動
が男女共同参画の
視点をもって展開
される。

施策の方向

　【事業目標】
新任公民館職員研
修及び７区の公民
館運営研修等にお
いて，男女共同参
画に係る研修を実
施。 予算額 28年度

基本目標 施策の方向

３　事業実績及び予算額

29年度 28年度

A

七区男女共同
参画協議会活
動支援

１　事業名

七区男女共同
参画協議会に
よる男女共同
参画研修実施
状況調査

基本目標６61



４ 達成度

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

施策の方向

基本目標

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

施策の方向

　【事業目的】
男女共同参画社会
や本市施策につい
て，周知を図る。

55，994千円の一部

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
　12件　480名受講　〈10件　397名受講〉
・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん
　偶数月発行

予算額

施策の方向

基本目標

市）事業推進課

５ 事業実施担当課

施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

29年度

Ｃ

基本目標 施策の方向

市）男女共同参
画課

　【事業目標】
受講者の満足度の
向上を図る。

予算額 29年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
様々な地域団体の
枠を超えて校区全
体で男女共同参画
について考える
きっかけとなるよう
に，週間の周知と
ともに，地域が主
体的に行う男女共
同参画推進の取り
組みを支援する。

　具体的施策 55　自治協議会等を中心とした男女共同参画意識の浸透

市）男女共同参
画課

１　事業名 ２　事業目的・目標

基本目標

28年度

３　事業実績及び予算額

〈56，050千円の一部〉

※平成29年度については，申し込みなし
　実施回数 0件〈7件〉
　参加者数    0人〈209人〉
 受講者の満足度　　　　‐ <96.9％>

基本目標

100千円 ＜340千円＞

福岡市男女共同参画週間「みんなで参画ウィー
ク」及び「シンボルマーク」の広報・周知

（市政だより・ホームページへの掲載，ポス
ター，チラシの配布等）

・取組みを実施した校区数　145/147校区
＜143/146校区＞

　【事業目標】
「みんなで参画
ウィーク」の取組み
が全校区で実施さ
れる。

予算額 29年度 28年度

基本目標

基本目標

-

28年度
- -

施策の方向

Ａ

出前講座

アミカス地域支
援事業

「みんなで参画
ウィーク」の広
報・周知

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 1 具体的施策 2

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

1 2 具体的施策 6

6 1 具体的施策 55

1 3 具体的施策 9

3 2 具体的施策 35

6 1 具体的施策 55

公民館長・公
民館主事の研
修

公民館におけ
る男女共同参
画学習講座

予算額 29年度
-

29年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
公民館主催事業に
よる男女共同参画
の推進。

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

Ｂ

予算額

29年度
＜ 521,722千円＞

　【事業目標】
公民館主催事業
（男女共同参画講
座）実施館数の増
加。

　【事業目標】
新任公民館職員研
修及び７区の公民
館運営研修等にお
いて，男女共同参
画に係る研修を実
施。

予算額

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

公民館職員に対する男女共同参画に係る研修を
実施。

新任公民館職員研修実績
 １回 31人　〈１回 44人〉

公民館運営研修実績
東区，博多区，中央区，南区　各1回  計158人
〈東区，博多区　各１回　計94人〉

28年度
＜54，980千円の一部＞

Ｂ

施策の方向

29年度

基本目標

基本目標

市）コミュニティ
推進課

28年度

　【事業目標】
受講者の理解向上
を促す

522,875千円

　【事業目的】
自治協議会共創補
助金の交付を通じ
て，自治協議会が
行う男女共同参画
が推進される。

自治協議会共創補助金の交付を通じて，自治協
議会が行う男女共同参画の推進に関する取組み
を支援した。
補助金交付団体数　150/150団体<149/149団体
>
※29年度150団体のうち149団体については自治
協議会へ交付，残り１団体については各種団体
へ交付。

Ａ

58，176千円の一部

市）公民館支援
課

・出前講座
11校区　325名受講　〈10件　203名受講〉
受講者の満足度98％

　【事業目的】
公民館職員への研
修による男女共同
参画の推進。

基本目標 施策の方向

施策の方向

28年度

基本目標 施策の方向

　【事業目標】
各校区の自治協議
会において，男女
共同参画を推進す
る活動が実施され
るよう支援する。

予算額

公民館主催事業において，男女共同参画学習講
座を実施。

公民館数 45館〈43館〉
回数     159回〈174回〉
参加人数 4，716人〈4，867人〉

＜ 59千円＞129千円

-

28年度

共創自治協議
会事業

施策の方向基本目標

出前講座

基本目標 施策の方向

基本目標

基本目標

基本目標 施策の方向

施策の方向

１　事業名

施策の方向

Ａ 市）事業推進課

市）公民館支援
課

基本目標６
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施策の方向 ２　地域活動の方針決定過程への女性の参画促進

４ 達成度

5 2 具体的施策 53

6 2 具体的施策 56

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 4

1 2 具体的施策 8

1 3 具体的施策 9

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

施策の方向

市）男女共同参
画課

市）事業推進課

Ｂ

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　具体的施策 57　地域の女性リーダー育成と活躍支援

基本目標

　【事業目標】
派遣件数60件を目
指す。

予算額 29年度
55，994千円の一部 〈56，050千円の一部〉

Ｃ

　【事業目標】
地域の男女共同参
画の推進を図る。

予算額 29年度 28年度
- -

基本目標 施策の方向

施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進

・男女共同参画推進サポーター派遣事業
9件　162名受講　〈10件　290名受講〉

・寸劇隊派遣事業
13件　481名受講　〈22件　747名受講〉

・校区男女協と校区諸団体との連携支援事業
12件　480名受講　〈10件　397名受講〉

・男女共同参画活動コーディネーター派遣事業
　3校区　〈7校区〉
・男女共同参画つうしん

偶数月発行

　【事業目的】
地域で自治活動に
携わっている女性
を対象に，学習機
会・交流の場を提
供し，女性リーダー
を育成する。

「地域女性活躍チャレンジ塾」
　講師　佐藤　倫子氏（福岡教育大学 非常勤講
師）
　内容　講義，先輩女性の体験談，ワークショップ
等の連続

講座
・実施回数　　全４回
・参加者数　　15名〈30名〉

　【事業目標】
地域活動の方針決
定過程への女性の
参画が進む。

予算額

１　事業名 ２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額 ５ 事業実施担当課

地域女性活躍
チャレンジ塾

　【事業目的】
地域活動の方針決
定過程への女性の
参画状況を把握
し，施策を実施す
る上での基礎資料
とする。

男女共同参画に係る施策を展開するうえでの基
礎資料とするため毎年調査を実施。（7月1日現
在）

地域諸団体等の長への女性の就任率
20.1％＜19.7％＞

基本目標

基本目標 施策の方向

28年度

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標

施策の方向

　具体的施策 56　自治協議会等への女性役員の参画促進

市）男女共同参
画課

29年度 28年度
126千円 ＜188千円＞

Ｃ地域における
諸団体等の長
への就任率調
査

アミカス地域支
援事業

４ 達成度

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

1 2 具体的施策 8

6 1 具体的施策 54

6 1 具体的施策 55

6 2 具体的施策 57

１　事業名

基本目標 施策の方向

※平成29年度については，申し込みなし
　実施回数 0件〈7件〉
　参加者数    0人〈209人〉
 受講者の満足度　　　　‐ <96.9％>

Ａ 市）事業推進課

- -
基本目標

- 市）男女共同参
画課

５ 事業実施担当課

施策の方向

- -

　【事業目標】
受講者の理解向上
を促す。

予算額

基本目標

28年度

　【事業目標】
受講者の満足度の
向上を図る。

予算額 29年度

出前講座

出前講座

基本目標

基本目標

施策の方向

施策の方向

29年度 28年度

施策の方向

２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
地域における男女
共同参画を推進。

・出前講座
11校区　325名受講　〈10件　203名受講〉
受講者の満足度98％

　【事業目的】
男女共同参画社会
や本市施策につい
て，周知を図る。

基本目標６63



施策の方向 ３　男女共同参画の視点に立った地域防災の推進

４ 達成度

6 3 具体的施策 58

6 1 具体的施策 54

6 3 具体的施策 58

　【事業目標】
地域の男女共同参
画の推進を図る。

予算額 29年度 28年度
251千円 ＜304千円＞

基本目標 施策の方向

男女協サミット 　【事業目的】
各校区の男女共同
参画協議会が情報
共有し，地域の男
女共同参画活動を
支援する。

○第５回男女協サミット
参加人数　　268名＜271名＞
・校区の活動事例発表

「ありがとう　小さな出会い　大切に」
南区筑紫丘校区男女共同参画部

・講演「災害時における男女共同参画
～九州北部豪 雨の経験から～」

講師： 中嶋玲子氏
(福岡県男女共同参画センターあすばる 元館

長)

A 市）男女共同参
画課

基本目標 施策の方向

　具体的施策 58　市民への意識啓発

５ 事業実施担当課２　事業目的・目標 ３　事業実績及び予算額

　【事業目標】
男女共同参画の視
点に立った地域防
災が行われるとと
もに，市民の意識
啓発が進む。

予算額 29年度 28年度
1，540千円 ＜100千円＞

B 市）男女共同参
画課

基本目標 施策の方向

　【事業目的】
防災に関する政
策・方針決定の場
における女性の参
画促進，男女共同
参画の視点を取り
入れた防災体制の
確立。

○福岡市市民総合防災訓練でのブース出展
内容：パネル展示（男性と女性で異なる災害

時の支援ニーズ，避難所のレイアウト
例等）
非常用グッズ作り体験，防災グッズ
(女性用品等)の展示　等

○「女性の視点を活かした防災ミニブック」の作成
部数：34，500部
配布先：市役所1階情報プラザ，各区情報

コーナー， 子どもプラザ　等

男女共同参画
の視点に立っ
た防災事業

１　事業名
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